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●ご挨拶

創立10周年を迎えて
一新世紀へのかけ橋を目指して一
㈱国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役社長日裏泰弘

1986年、 新しい電気通信技術の創造をめざし設立されたA T Rは、 その後、 新しぃ研究所づく りのなかで基確

研究一筋にその道を歩み続け、本年漸く創立10周年を迎えることができました。 この10年間は、 国の内外ともに

新しぃパラダイムを模索する激変の時代でありましたが、AT Rもまた、基礎研究という未知の世界を模索しな

がら積極的な研究活動を展開し、 今日までに内外から注目される質の高い数多くの研究成果をあげて参りました。

また、 創立当初の4研究開発会社が順次研究を終了したのに引き続き、 新研究開発会社を設立して参りましたが、

本年3月、4社全てが出揃い究極の目標達成に向け、研究活動が一層活発化してきたところであります。 これも偏

に、産 ・ 学 ・ 官各界をはじめ関係各位の深いご理解と絶大なご支援・ご協力の賜物であり、ここにあらためて衷

心より厚く御礼を申し上げます。

さて、 この記念すべき年は、 A T Rがこれまで蓄積した研究エネルギーと研究成果を軸にして、 新しぃ世紀に

向けその真価を発揮する第一歩でもあります。 ここに私等は、 あらためてA  T R設立の基本理念に深く思いを致

し、初心忘るることなく、更に創造的な基礎研究の推進に全力を傾注する決意を新たにしたところであります。

顧みますと10年前、 A T Rの出発にあたり、 「研究の自由がある研究所̃創造性の発揮」 ・ 「自分の顔を持つた

研究所̃ユニークな人材とその研究」 ・ 「活気ある明るい研究所̃研究の楽しさ」 の3目標を掲げ、 総力をあげ
て新しぃ研究所づくりに取り組んで参りました。今後とも更に、独創的な基礎研究を進めるための幅広い施策と

努力を重ね、 「魅力あるユニークな研究所一研究の聖地 (メッカ )」 を日指したいと思います。
また、21世紀は創造力の時代であり、その成否は国の将来を左右すると言つても過言ではありません。そのた

め昨年11月には、 科学技術創造立国を目指した 「科学技術基本法」 が成立し、 また国の研究開発費が大幅に増額

されるなど、  わが国の研究環境も大きく変わって参りました。 それだけに先駆的役割を担つてきたA T Rに対す

る期持も大きく、 その時こそ一人一人の研究者が、 A T Rの研究で生かした創造性で、 その力を発揮するものと

確信しております。そのためにもA T Rは、研究者の自由且つ大胆な発想を大切にし、 これを大きく伸ばす研究

所に徹して参りたいと思います。更に、最近の科学技術のめざましい進歩は社会を変え、人間の生活を豊かにし

てきましたが、 その反面、 人間的なものへの飢餓感などが增大したことが指摘されております。 これを電気通信
分野でみても、 このところ急速に普及してきたインターネットやマルチメデイアは、  その操作が極めて難しく、

著しい情報格差を生む原因にもなっています。 これまでの技術はひたすら光の面を追求してきましたが、 これか

らは、 その影の部分をいかにしてなくすかが求められてきます。 この要請に応えるためにもAT Rでは、 人間不

在の技術から人間主体の技術を目指し、 「人間に学ぶ」 研究が進められていますが、 その成果を大いに期待してい
るところであります。

ここに10年の歴史を刻んだAT Rでありますが、  成熟した研究所にはなお違く、 まだまだ若い研究所でありま

す。 これからもこの若さを生かし、 リスクの大きぃ冒険的、 先駆的な基礎研究に挑戦して参りたいと思います。

今、世紀末と言われる時代になりましたが、前世紀末の新しぃ発見や発明が、20世 :紀の人類と社会に大きく貢献

したことを思い、  A T  Rもまた、  その研究成果を新しい世紀にっなぐため、 更に力強く前進を続けて参ります。

どうか関係各位におかれましては、 この上とも一層のご支接とご鞭推を賜りますようぉ願い中しあげます。



●ご祝辞

ATRの更なる飛確を期待する

郵政省

通信政策局長 山口 意美

このたび、 A T Rがめでたく創立10周年を迎えられたことを心からお祝い申し上げます。

顧みますれば、 昭和60年に施行された基盤技術研究円滑化法に基づき、 民間の基盤技術研究への取組を支援す
る基盤技術研究促進センターが設立されました。 同センターの出資制度の適用を受けた最初のR&D会社がA T R

傘下の4研究所であります。

これらの研究所は、 電気通信分野における基礎的 ・独創的研究の推進、 産学官共同研究の場の提供、 国際社会へ

の貢献、 関西文化学術研究都市における中核的役割の4点を基本理念に掲げ、 着実な研究を進めてこられました。

その結果、IEEEを始め世界的権成のある学会等から毎年10件前後受賞するなど、国内はもとより、国際学会を

先導する質の高い研究実績をあげられております。 この間にこれらの研究所で研究に励んでこられた研究者の

方々、並びに研究を支接してぃただいた多くの関係者の方々に深く敬意を表する次第であります。

現在、A T Rでは、環境適応通信とぃう研究所を設立され、新たな領域の試験研究に挑もうとされています。 こ

の上は、 継続中の研究共々、 さらに活発な研究活動が進められ、 優れた成果をあげられますょう期待いたします。

21世紀を目前に控え、情報通信政策は内外ともに重要な時期を迎えております。情報通信技術の開発は、その

重要性にもかかわらず、 現在の我が国の取組は十分とは言えません。 国際社会における情報通信の将来に亘る発

展を支えるためにも、 国全体として本分野の研究に取り組み、 研究開発体制の整備を推進し、 基礎的研究開発の

充実を図る必要があります。その面で、ATRが担うべき役割は非常に重要であります。今後も、関西文化学術

研究都市の中核的役割として、 マルチメディアがますます重要性を增す時代をリー ドする研究活動を進められる

ことを期待します。

終わりに臨み、 A T Rの限りなき御発展と研究者の皆様方のご多幸をお祈り申し上げましてお祝いの言業とぃ

たします。



●ご祝辞

ATR創立 l 0周年を祝して

基盤技術研究促進センタ一

会長 豊田 章一郎

創立10周年を迎えられ、 心よりお祝いを申し上げます。

A T Rをこれまで支えてこられた関係者の方々のご努力に対し、この場をお借りして深く敬意を表する次第です。

おかげさまで、 私ども基盤技術研究促進センター も、 昨年10月に創立10周年を迎えることができましたが、 私

どもとほぼ歴史を共にされてきた貴社がここに同じ節目を迎えられたことは、 喜びにたえません。

この10年を振り返りますと、 旧ソ連、 東欧諸国を始めとする共産主義経済の崩壊、 中国、 ASEAN等アジア諸

国の急速な経済発展などにより、世界の市場の枠組みが日々刻々と変化してまぃりました。また、他方では、地

球環境問題など、世界的な課題が次々と生起してきております。 また、 電気通信分野に目を転じますと、携帯電

話 ・ポケべル等による移動体通信が人々の生活の一部となり、 インターネット等のコンピュー タ ・ ネ ッ ト ワー ク が

爆発的な普及を見せるなど、 通信メデイアの多様化や融合が全世界的に目覚ましく進行しております。

これまでの既成概念が通用しなくなりっつあるこれらの状況の中で、 我が国は経済大国にふさわしぃ国際貢献

を行うことが内外より強く求められております。我が国が安定的で均衡のとれた経済発展を遂げ、 豊かでゆとり

ある国民生活を実現していくとともに、こうした国際社会からの要請に応えていくためには、先端的な技術開発

分野においても国際的な貢献を行つていくことが極めて重要であると考えます。

A T  Rは、 この10年の間、 電気通信の幅広い分野におぃて、 さまざまな角度から研究を進められ、 我が国の基

盤技術の向上に大きく貢献されるとともに、学術的にも世界的に高く評価される成果を上げてこられました。今

後、 マルチメデイア通信が実現するであろう、 さまざまな社会生活の変革におぃて、 A T  Rに期待される役割が

ますます大きなものとなることは、  容易に想像ができるところです。

当センターといたしましては、  A T Rが我が国の電気通信分野における基盤技術研究の最大の拠点の一つとし

て、 日本のみならず世界の電気通信の発展に更なる貢献をされることを強く期待するとともに、 当センターを代

表するプロジェクトとして、  これらの研究開発を引き続き支援していくことにより、 民間の基盤技術研究の促進

という当センターの目的の達成に努めてまぃる所存であります。

最後に、 A T  Rがますます発展されることを心より祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。



●ご祝辞

ATR創立 l 0周年を祝して

科学技術会議議員・大阪大学名;営教授

熊谷 信昭

関西経済連合会が中心となって建設計画が進められていた関西文化学術研究都市を具体的に立ち上げるために、

その先導的役割を果たす中核施設と して電気通信に関する基礎研究を行う大規模な研究所を関西学研都市内に設

立する構想が浮上し、 当時大阪大学工学部通信工学科の教授をしていた私のところに、 日向方齊関経連会長や左

藤恵郵政大臣から、 この研究所の基本構想を検討する設立準備研究会の座長をっとめてもらいたいというぉ話が

持ち込まれたのは昭和59年の秋頃のことであった。

最初に私がうかがった話では、 この研究所は、 当時の日本電信電話公社を株式会社組織に民営化することにと

もなって政府が保有することになる株式の配当金を活用して、民間企業では行うことが難しぃ、 リスクが高く、

リ ー ドタイムの長い独創的 ・先端的な基礎研究を国の公的支援のもとに行うために設立しようとするものであると

いうことであった。その話を聞いた私は、この設立の主旨に感動した。また、当時、電電公社の研究開発本部顧

問をしていた私は、 かねがね電電公社の研究所を関西にも作るべきであると主張していたし、 国立や民間企業の

主だった研究機関がほとんどすべて関束地区に集中しているのも不都合であると思つていたので、 このお申し出

を喜んでお引受けした。

郵政省や関経連の事務方の方々をはじめ委員の皆さんの精力的なご審議を経て、 約半年後には基本構想がまと

まり、  その後各方面のご関係の方々の非常なご努力によって、 昭和61年3月にAT Rは日出たく発足の日を迎え

た。

しかし、 〔けいはんな〕 の現在地でAT Rの起工式が行われた頃は、 まだまともな道路もなぃ山林の真つただ中

で、 文字通り学研都市の尖兵という感があり、 前途の多難を思わずにはぃられなかった。

また、 この研究所の基本的な形態は、 実際にA T Rが設立されるまでの間に、 最初私が聞かされていた準国立

研究所的なものから大きく変わり、 「企業では行うことのできない基礎研究を行う企業」 という、  まことに奇妙な
ものとなってしまっていた。そのために、 A T  Rが背負つた責務と、 その運営の難しさは並大抵のものではなか

ったであろうと思う。

しかし、 そのような矛盾をはらんだ困難な条件の下でAT Rは実によく頭張つたものだとただただ感l嘆する他

はなぃ。わずか10年問にして、ATRは世界にその名を知られる、日本が誇る大研究所として見事な実績と評価

を確立したのである。

この複雑な形態の研究所がこのような成功を収めることができた最大の理由は、 大勢の素晴らしい人材を集め

ることができたことであると思う。発足当初から今日まで、 A T  Rには郵政省やNTTをはじめ関係企業からきわ

めて優秀な人材が派遺されてきた。 これが、 短期間に、 日本を代表する研究所の一つである今日のA T Rを作り

上げたのである。「すべては人である」 ということを如実に示した典型的な成功例であるといえょう。

A T Rが創設されるにあたって期待されていたものは、 電気通信に関する世界に請り得るような独創的な基礎

研究を国際的な視野のもとに推進するとぃうことであった。 この10年間に、 A T Rは見事にこの期待にこたえて

こられたわけであるが、今後ともこの研究所創設の崇高な理念を見失うことなくその使命を果たしていただきた

いものである。

今日までのA T Rの皆さんのご努力に改めて心から敬意を表するとともに、 10周年を節目に今後益々のご活躍

をお祈り申し上げてお祝いの言業としたいと思う。
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● l 0 年の歩み

AT R l 0年の歩み
一関西発A T R便 離陸から水平飛行へ一
㈱国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役副社長吉田l王雄

はじめに j

ATRが産声をあげてから既に10年が過ぎました。

A T Rが設立され、 僅か42名の人員でスタートした時には、 正直言つて将来どんな姿になるのか、 具体的なイ

メージが頭の中にはっきりと描けなかったというのが、当時を振り返つての私の実感であると言えましょう 。 そ

れが今10周年という 1つの節目を迎え、 設立の時に発足した4つの研究開発会社がそれぞれの研究活動を終了し、

新たな4つの研究開発会社が発足して、 目標達成に向け立派に研究を開始している姿を目の当たりにして、 感慨無

量の想いがいたします。 これもA  T Rの研究に携わった方々、 またそれらを支えられた方々の真摯な努力に依る

ものであると同時に、 A T  Rに寄せられた各界からのご支援 ・ ご指導の大きさをひしひしと感じます。

この機会にA T Rの10年の歩みを振り返ることは、 これからのA T Rを引き続きご支援をぃただく方々に何か

のご参考になればと考え、 このジャーナル特集号を皆様にお届けする次第です。

我が国の研究開発の特色は、 主と して欧米諸国から先端的な科学技術を導入し、 その技術を改良 ・ 製品化する

ことにより 、世界一流の技術水準に到達した応用研究にあったと言われています。 しかし今後とも我が国がその
活力を維持し安定的発展を遂げていくためには、 創造性に富む基礎・先端技術の研究を強化することが最も必要

であり、 またそれが経済力が豊かになった我が国の国際社会での責務でもあります。特に電気通信は将来の高度

情報通信の根幹を担うものであり、その研究の成否がその実現の重要な鍵を握つていると言えましょう。

我が国の電気通信分野の研究開発は、 これまでもN  T Tの電気通信研究所、 K D D研究所、 N H K放送技術研

究所、郵政省の通信総合研究所等の公的・準公的研究機関、民間企業、大学等で活発に行われ、そのレベルは世

界一流の域に達して来てぃました。しかしながら基礎・先端研究の更なる強化の為には、産・学・官が協力して

その技術力の結集をはかることが、 重要であるとの認識が高まっていました。

基盤技術研究促進センターの設立

上述のよ う な背景の下で、 1984年電電公社の民営化を柱と した新たな電気通信制度が検討された際、 民営化に

伴い政府に無償讓渡される新会社の株式よ り生ずる売却益及び配当金の使途が議論されました。

郵政省は将来の電気通信の発展のために活用すべきであるとして、 基礎技術の研究推進を図る目的から1985年

度予算で、 「電気通信振興機構」 の設立を要求しました。一方、通産省も同種の研究開発支援組識として、 「産業
技術センター」 の設立を要求しましたが、予算析衝の過程で両者の要求に代えて、 郵政省 ・ 通産省共管の新法人

を設立することで決着を見ました。新法人に対しては、 N T T株式の政府保有義務分(全株式の1/3)が所管さ

れる産業投資特別会計から、出資・融資が行われることになりました。

この新法人は、政府の特別認可法人 「基盤技術研究促進センター (Japan Key TechnoIogy Center略称KT
c .以下KTC )」 として、 「民間企業において行われる基盤技術に関する試験研究の促進に関する業務を行う」



ことを目的に1985年10月設立されました。 これによ り従来我が国が相対的に手薄であったとされ、 且つ大きなリ

スクを伴う基礎 - 先端研究の支援制度が民間活力を生かす方向で整備されました。
K T Cの出資事業は、 「民間におぃて行われる基盤技術に関する試験研究に必要な資金に関し、 期間を定めて出

資を行う (K  T C業務方法書)」 もので、 出資の相手方は 「基盤研究または応用研究段階から実施する試験研究」

等を行うことを主たる目的として 「2つ以上の企業等が出資する法人」 となっています。また、 「試験研究に必要

な資金の7割を限度として出資 ( K  T C出資細則)」 が行われます。 K T Cからの出資の上限が7割であることか

ら、残りの最低3割は共同で研究する民間企業が出資することになります。出資の期間は 「7年以内、ただし、特

に必要と認める場合は10年以内 (同細則)」 となっています。

以上の内容からわかるように、 K T Cからの出資を受けるこれら研究開発会社は、 その原資が政府の産業投資

特別会計から出てきて、 出資が株式取得の方法で行われるため、 株式会社組識で基盤技術の試験研究を実施して

い く と い うュニークな形態となっています。

㈱ 国際電気通信基礎技術研究所の設立

( 1 )  設立の目的

高度情報社会の実現に向け、将来の技術革新の注4一 となる創造的基礎研究の重要性が強く認識される状況を踏ま

えて、 『(社) 関西経済連合会は、時代の先端を行く大規模な 「電気通信基礎技術研究所」 を、 K T Cからの出資

を得て関西文化学術研究都市内に設立することを企画し、 同研究所設立準備会 (後述) を設置し検討』 を進めて

いました。

このような背景をもとにATR設立の目的は、次のように集約されました(1986年1月の設立準備会)。

①基確研究の売実

我が国が今後も活力を維持し発展していくためには、

技術革新の芽となる基礎研究を充実し、基礎・先端技

術の開発力を強化することが必要である。

②電気通信分野に於ける基礎的 ・ 独創的研究の推進

電気通信技術は21世紀の高度情報社会の基盤をなすも

のであり、人間科学,情報科学,光電渡科学,物性科

学等電気通信に関する分野にっいて幅広く基礎的 ・ 独

創的研究を推進する。

ATR(Advanoed Teleoommunloations Researcl1l
lnstitute)は、 ATRグループ総称であり、
㈱国際電気通信基礎技術研究所(通称ATR-l)
と4つの研究開発会社 (発足当初)

● l牌工イ・ ティ ・アール通信システム研究所
● l鵜工イ ・ ティ - アール自動翻訳電話研究所
● ㈱エイ ・ テ ィ ・ アール視聴覚機構研究所
● ㈱工イ ・テ ィ ・ アール光電波通信研究所

で構成される。

③産・学・官共同研究の場の提供

産・学・官の共同研究体制を確立し、知的資源の有効活用を図るとともに、開かれた研究所として研究交流を促

進する。

④国際社会への貢献
電気通信分野の国際性、 我が国の国際社会への貢献という觀点から、 研究開発面における国際協力体制の確立を

図る。

その後、 より一般的な内容を持つ項目①を②に吸収した3項目に関西文化学術研究都市内への立地の具体化に
伴つて 「関西学術研究都市における中核的役割」 を新たに加えた4つが現在のA T Rの基本理念となっています。



(2)設立準備会の発足 ールー .m . , a . ,...
施 li又誘致で思い出深いのが、郵政省管轄の国際電n通僑

関西では、京都大阪奈良の3府県に時がる丘陵地 基礎技術研究所(ATR )。予算推得が難航するなか、

帯に関西文化学術研究都市を建設する構想が進められ 橋本龍太郎さんに相談すると、 「竹下登蔵相に会いに行

ていましたが、 この構想の具体化を促進するための中 きなさい。話はしておきましょう。」 と言つてくれた。

核施設としてのA  T Rの話致活動は、前述のように、 早速、竹下事務所を訪ねると、「大臣折衝にするかなあ。」

特に (社 )関西経済連合会 (以下関経連 )  を中心とし と岐かれた°
. これで決まりだと、その足で左藤恵郵政相に 「大丈央だ

て進められました。
から、最後までがんばり通して下さぃ。」 と念押した。

関経連ではA T Rの設立計画を具体的に進めるための

臨時 '特設組識として、大学、関経連主要会社、NTT、K 元 取 1解役相談役字野 1收

DD、NHK、郵政省に通信関連メーカ一等の参加を得て、 (現束洋紡續相識役・関経連相談役)
1985年3月 「電気通信基礎技術研究所設立準備研究会

(座長 : 熊谷信昭大阪大学総長 一当時)」 を設立しました。

更にその検討結果を踏まえて、 会社設立準備、 研究所マスタープラン、 建設計画等の検討を行いK T Cに対し

て出資申請を行う母体として、 「国際電気通信基礎技術研究所設立準備会 (会長 : 稲山嘉寛経団連会長=当時、 会
長代理: 日向方齊関経連会長 一当時)」 がl985年10月に設置されました。同準備会は学者、 経済団体、 N T T、

K D D、 各種団体の代表、 地方自治体等からの25名の委員で構成され、 準備会の下に技術的事項を検討するため

の技術委員会 (委員長 : 長尾真京

都大学教授) 及び事務局が置かれ

ました。

具体的な準備作業は事務局の下

に設置された技術事務所・束京事

務所 ・大阪事務所に分担され、特に

技術事務所では主として大学助教

授と企業の研究指導者層を中心と

するワーキンググループを組織し、

技術委員会の指導のもとにマスタ

ープランの作成を行いました。

結果_

●知的通信システムの基礎研究

●自動翻訳電話の基礎研究

●視聴覚機構の人間科学的研究

●光電波通信の基礎研究

の4テーマを取り上げるのが適当

であるとの結論が得られました。
A T R設立準備会の組織図

『7人の侍』 - 銀座版
思い出した。 A T R設立準備は花の銀座電話局6階で始まった。

約l0年前11月15目初回技術委員会後、出身母体、専門分野、経歴の異なる、長期外国出張帰り、技術試験途中5Eけっけた者、

関西から赴任が間に合わず後目参加した者達が、 正式辞令は2週間後とぃう状況で集まり、 技術事務所発足。 検討課題膨大、

外部条件不明確、基確・基盤研究、関係者思惑多様に悪戦苦間、その割には平然を装つて業務遂行。各人の深夜に及ぶ活動

目覚ましく、研究計画、基本的組織、;研究体制、研究.棟建設計画を3ヶ月で必死にまとめた。翌年3月全員描1つて 、 A T  Rに

参加。 Last but notleast、技術事務所の『7人の侍』 一粟倉敏博、木本隆三、小林幸雄、束;倉洋一、安川交二、吉川意昭一

の諸氏に感謝します。 皆さんに幸多かれ!

元取締役企画部長吉田補

(現法政大学工学部電子情報学科教授)
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(3 )  ㈱国際電気通信基確技術研究所と

4研究開発会社の設立

このような経緯を経て、198 6年1

月に前述の4つのテーマをK T Cの

出資募集に応募し、認められるとこ

ろとなりました。

これらの準備を踏まえて、先ず

100%民間資本の㈱国際電気通信基礎

技術研究所 ( 以 下 A T R - I ) が
1986年2月の設立発起人会、 同3月20

日の設立総会で設立されました (実

際の設立日は登記の関係で3月22

日 ) 。約 1 ヶ月後の 4月 2 6日 、 A T

R - I を 核 と し て 、 N T T 、 K D D 、
N H Kはじめ多くの民聞企業との共

同提案により、KT Cからの出資を得て、

㈱エイ  ・ テ ィ  ・アール通信システム研究所 (研究費総額167億円 研究期間10年)

㈱エイ ・ テイ・アール自動翻訳電話研究所(研究費総額166億円 研究期間7年)

㈱エイ ・ ティ ・ アール視]1恵覚機構研究所 (研究費総額137億円 研究期間7年)
㈱エイ ・ ティ ・ アール光電波通信研究所 (研究費総額166億円 研究期間10年)

の4つの研究開発会社(以下R&D)を設立しました。

A T Rの設立形態は当初1つの組織体、 即ち電気通信基礎技術研究所として計画されましたが、 A T R構想とK

T C出資制度の具体化が併行して進んだこともあり、出資に限度額が設定されたため、特定プロジェクトの研究

を行う4つのR&D会社と、このR&D会社に対し物的 ・ 人的 ・ 資金的支援を行うと共に、総合的研究推進事業

を行うAT  R - Iの 5社体制となりました。 ここではこれらの総体をAT  Rと記述します。 K T  C出資の限度と
は、1つのプロジェクトに対し「出資を行うことのできる限度額は、 K T Cの全残高の1割以内とする ( K  T C出

資細則) 」、 また、出資対象

となる試験研究に必要な資

金から 「土地取得・造成費

を除く」 とするものです。

右にあるA T Rの組識図

に示すょうに、ATR - I の
4つの部がそれぞれ独立して

4つのR&D会社を形成して

います。これにより、ATR

は運営面からは実質的に1つ

の組識体として機能してい

ると言えるでしょう。

l:

A T Rの組織



( l )  会社のスター ト

A T R - I設立後の1986年4月1日に、大阪城横のツインビルに入居しました。 ツインビルの正式オープンは
確か4月11日と記憶していますが、 A T Rはその前に入居させていただく等何かと使宜を図つていただきました。

これも当時の大阪大学総長熊谷先生他関係各位のご盡力によるものと承つています。

その日の入社式は総員42名で、R&D会社はまだ設立されておらず全員A T R - Iの藉でスター トしました。4
月末に4つのR&D会社が設立され、 株主企業のご理解とご協力により9月頃から順次出向者の受入れが始まり、

1年後には約130名の規模(研究員約110名、事務職員約20名)になりました。その後各R&D会社の社長、室長

の努力により、 株主企業の協力も得て研究員は段々と増加、 加えて客員研究員の受入促進もあり、 現在の関西文

化学術研究都市にある新研究所標に移転する1989年度初めにはプロパ一研究員8名、 出向研究員約150名、 客員
研究員約20名の体制となりました。

各出向元企業のご理解とご配慮により、これら初期の研究員として大変優秀な方々に参加していただけたこと

で、それ以後のR&D会社の研究が順調に滑り出して、今日のこの姿になったものと大いに感謝している次第です。

(2)出資協力依頼

A T R設立に当たって、AT  R - Iの資本金及び
R &D会社への民間出資分(30% )の確保にっいて、

設立準備会で次の如く方針が決められました。

出資依頼方針…
●依頼先は、 発起人、 設立準備会技術委員の各社、

関連業界の有力会社、 関西の主要経済団体の役員

会社とする。

●ナショナルプロジェクトとして広く出資協力を求

めるため、原則として出資依頼はl社最高3億円、

最低1千万円とする。

●原則として出資はATR - I は 5年間、R&Dは
11年間にそれぞれ分割し、 払い込むものとする。

●出資依頼総額はA T R - Iの資本金分200億円と
R & D会社への民間出資分132億円、 合計332億
円からN  T T承諾分200億円を除く132億円とし、

出資各社のAT R - I と R & D 会 社への出資比率
は約60 : 4 0とする。

この方針に従つて、設立に必要な出資額にっいては、

準備会の大阪事務所を中心とするメンバーの努力によ

り出資承諾が得られました。それ以外の残りの分にっ

T W l  N 2 l 時代の思い出
A T  Rは、TW  I N2lビルの第1号‘最大のテナントと

してスター ト。

A T Rは、  '86年4月l日、当時、西目本一のノッボビル

T W I  N 2 l ・ M  I D タ ワー ・ 1 1 ̃ 1 3階の3フロア (最

終的には6.5フロア)を専有して、その産声をあげた。

同ビルの城工は4月1l日であり、正に最終仕上げ工事中

のことで、正真正銘の第l号のテナントと言える。

A T  R - IとR&D各社の仕事は違えど、 目標は同じ
開所を問近に控えたある日のこと、我々AT R - Iの在
大阪常駐メンバ一 4人は、 什器類の搬入等の作業で多忙
を極めていた。 其処へR&Dに着任される研究員が三々

五々と見えられたが、なんと我々と一緒に喜々として机

等の搬入作業の手助けをしてくれたのである。その時の

皆の額が今もって田裏に鮮明に姚きっいている。 今も、

開所当初の希望に満ちた明るい顧が、 そのベースにある

ことを信じっつ、 A T  Rのさらなる飛躍とご発展を祈念

いたしております。

元 総 務 部 総 務 課 長 題 谷 友 幸

( 現 ㈱ エ フェム京都取締役)

いては、 関経連の強力なサポートを得ながらA T R - Iが出資依頼を行いました。以上の方針による出資依頼を
180社におよぶ会社に対して行い、ほぼ1年で130数社からの承諾を得て目標に到達しました。しかしこの計画では

A T R - I の R & D会社への出資額が60億円以上にのぼり、将来A T R - Iの経営基盤に深刻な影響を与えるこ
とを憂慮して、 20億円の追加出資協力を新たな10数社にお願いし、 更に1年余りを費やして目標額に達しました。

1995年3月現在、ATR - Iの資本金は220.4億円、内NTTの出資分は125 .2 億円 ( 5 6 . 8 % ) で あ り 、 A T
R - I は N  T Tの子会社となっています。また、4R&D会社への出資総額は635.8憶円、内K T Cからの出資
445憶円、民間出資190 .8 億円 ( N T T 7 4,8億円、A T R - I 5 9.4億円、それ以外の民間138社56.6億円) となっ
ています。



(3)新研究所棟建設

A T Rが関西文化学術研究都

市の精華 ・ 西木津地区に立地す

るにっいて、計画の段階では数

ケ所が候補に上がっていました

が、住宅・都市整備公団(以下、

住都公団)がこの地区の土地整

備事業を行うに当たり、住都公

団と郵政省との話し合いが持た

れた結果、 A T Rを公団の整備

地区内の具体的な立地施設とし

て大蔵省に予算要求を行い現在

の場所に立地することになりま

した。

設立準備研究会では土地は20

万m2 の予定でしたが、設立後の

諸情勢の変化 (土地代の値上が

り と A T  R - Iの資本金の使途

新研究所棟據工式

計画から見て、 20万m2の取得は過大な資金負担となること等) から、 公団との土地代折衝の段階で11 . 4万m'に

縮小し、 残余の分にっいては公団からN T Tに売却されることになりました。土地の価格交渉は、 折からの土地

高購の兆しが見え始めた頃で、 今後、 進出予定の他の民間研究所の価格交渉に与える影響も懸念され、 郵政省の

支援を得ながら難行の末、 総額67.7億円(59,400円/m2 ) で造成に合わせて3期に分けて引渡されることで決着を

見ました。

研究所の建設に当たっては会社設立当初よ り、 設計

監理をN T T都市開発㈱、  ㈱日建設計、 ㈱日本総合

建築事務所の3社に依頼し、 学研都市第1号として他

の進出予定の研究所のモデルとなるよう、検討を重ね

ていただきました。研究室以外のコ ミ ュニケーション

の場、触れ合い空間、パーソナルな研究居室環境、緑

豊かな外部空間などがその特徴で、 日々快適な研究生

活が営まれています。建設は建築工事、電気工事、空

調・衛生工事毎にジョイントベンチャー ( J V ) を 組

んでもらい競争入札を実施し施工することになりまし

た。

1987年7月7日に起工式を行い、 1年8ヶ月後の1989

年(平成元年)2月28日に竣工式を行うことが出来ま

した。このように短期間に無事故 - 無災害で完成を見
ましたのは、周辺住民の皆さまへの配慮から住都公団

のご支援で現在の木津川台団地に抜ける仮設道路を開

通させていただいたこと、また施工各 J vの献身的な
努力によるものであったことを特に申し述べ、お礼を

中し上げる次第です。

10

「今日、これからある研究所建設のために数地調査にい
ってくれ、資科は新幹線の中で読むように」。 ある目、

このように指示を受けたのがA T Rと私の出会いの始ま

りでした。 学研都市の数地も当時は乾川沿いに山のなか

へ伸びる山道が一本あるだけで、 建設予定地の造成工事

も今だ着手されておらず、 盤本の生い茂る山のなかに分

け入りました。所々天水を溜めておく小さな池があり、

20cmはあろうかとぃうヵラス貝が幾つか水底に見え、

生命の息づく様を感じるとともに、この自然をうまく利

用した計画がたてられなぃものかとの発想が生まれ、 結

果として、今の数地の一郭に自然林が残ることとなりま

した。建物の設計にあたっては、次き抜けホールから自

然林の背景に生動の山が見えるよう「借景」の技法を取

り入れましたが、 研究者の方々が心の安らぎを感じる空

間として役立つていることを願つています。

元企画部主幹研究員下親敏明

( 現 ㈱ エ ヌ ・ テ ィ ・ テ ィ  ファシ リティーズ

都市・建築デザイン部担当部長)



ツイ ンビルからの引越しは約1年前からプロジェク

トチームを編成、周到な計画と準備を進め、中型トラ

ック延べ350台の約1ヶ月半にわたる大掛かりな作業

となりましたが、無事に1989年3月末までに完了、4

月1日に開所することができました。5月30日には各

界の著名人の出席を得て開所披露式を挙行、 5月31日、

6月1日の両日一般の方々に公開し約4,000人が見学に

訪れました。

(4 )  テレコム ・ リ サーチパークの指定
1987年度補正予算による民活法特定施設整備事業に

対する補助金を受けるため、AT R - Iの研究所の整
備計画を民活法 (民間事業者の能力活用による特定施

設の整備の促進に関する臨時措置法) の特定施設であ

るテレコム ・ リ サーチパーク  (電気通信研究開発促進

施設)として郵政省に申請していましたが、1987年7

月23日に認定を受けることができました。補助金は国

(郵政省) から事業費の5%の2/3が交付され、 残り

1/3 は地方公共団体から交付されますが、 出資の形を

とることも可能で、A T R - Iの場合は京都 ・ 大阪 ・
奈良の3府県と協議の結果出資していただくことにな

りました。 補助金の対象は建物建設・建物内据付けの

機械設備取得等(土地取得 ・ 造成を除く )の経費で、

A T  R - Iの場合下表のとおりとなっています。

研究所の移転を担当し、 当初、 事務所移転の大型版程度

に気楽に考えていたが、検討を重ねていくに従い、いか

に大変なものかが判つてきた。 すべて環境がそろった中

での移転ではなく、 各種プロジェクトが平行進捗する中

で、 すべてを脱みながらの移転遂行。 また研究所の特殊

性から膨大な研究用機器、それらの重 - 軽量物、大・小
物、粗・精密物等の混在。これらの分解̃組立調整作業

はほとんどメ ー カに依存のためメー カ相互間の作業調

整。 さらには月9定研究所が他企業との共用建物の関係か

ら、 平日のェレぺータの使用台数、 地下駐車スペースの

制限の中で平日は細々と、士休目に主力をおいた長期間

に及ぶ息の長い移転。細渡りの日々が続きながら、所員

全員の度重なる休日、 深夜作業など長期間に及ぶ積極的

な協力に支えられたお蔭で期間約lか月半、 ト ラ ッ ク 台

数延350台の膨大な移転は事故もなく計画どおり遂行で

きました。この輸送機関中に 「大喪の礼」 が行われ、そ

の当日輸送を取りやめにしたことも思い出深いエピソー

ドです。 今振り返つてみるに、 各種プロジェクトの管理

法にP E R T管理という手法があると葉原副社長から教

えられ、本を購入し猛勉強(? )したことなど限りなく

懐かしく、 貴重な経験をさせていただいたことに深く感

謝しています。

元総務部担当課長梅山藤男

(現日本電信電話l1l1;S 濟川営業所所長)

また3府県からの補助金が出資となったことから、 A T R - I は地方公共団体から出資のある第3セクターとな
り、 「N T Tの株式売却収入の活用による社会資本の整備促進に関する特別措置法」 (l987年9月4日公布施行) に
基づく日本開発銀行の無利子融資制度が利用できることとなり、借入れを行いました。借入額は事業費の37.5%

以内に相当する29.9憶円、借入期間15年、3年据置、 12年均等償還とぃう条件にてなっており、 A T  R - I の経
営にとって大いに寄与したことになります。

また、1987年6月に関西文化学術研究都市建設促進法が制定され、AT R - Iもこの法律の適用を受けるべく、
1988年12月に国土庁長官一苑に同法に規定する研究所用施設であることの証明を申請し、 1989年1月27日同長官か
ら証明されました。 これにより下表の表のごとく、税制上の優過措置を受けることができ、これもまたAT  R -
Iの経営に寄与することになりました。

単位:百万円

事業費 7 ,  7 8 0

助成金 ( 5 % )

国 (郵政省 )の負担

3 8 9

2 5 9

地方公共団体の負担 1 3 0

内訳(再掲)京都府

大阪府

奈良県

8 6 .  5

2 9 .  0

1 4 .  5

補助金明細

1

特別償却 建物及び建物付属設備

率 1 5 / 1 0  0

固定資産税

(精華町)

3年間 1 / 3 の 減税

不均一税

初年度 0 .  1 4  %

2年度 0 .  4 6 7 %

3年度 0 .  9 3 3 %

合 計 1 .  5 4  %

(普通税率) 年 1 .  4 %

特別税制



(5 )  天皇陛下御一家のご視察

1991年5月26日 (日)、 天皇・皇后両陛下におかれては、 京都府宇治市で開確された第42回全国植樹祭にご出

席になられた後、 A T Rをご視察になられました。概要説明を受けられた後、 視聴覚機構研究所で神経回路網に

よる手書き文字認識実験や自動翻訳電話研究所での日本語の話し言葉を自動的に英語の音声に変換する実験を天

皇陛下自らご体験になり、先端技術の開発の一端に触れていただくことができました。

秋德宮、 同妃両殿下は関西文化学術研究都市の交流施設として建設された 「けぃはんなプラザ」 の完成記念式
典へのご出席に先立ち、 1993年4月26日 (月)、 A T  Rをご視察、 目本人の英語R ・ L音の聞き取り能力に関する
研究成果、 臨場感通信会議の実験をご覧になられました。

I TU(国際電気通信連合)全権委員会議が、国立京都国際会議場で1994年9月19目(月)から開催されまし

たが、 会議初日の開会式にご出席された皇太子、 同妃殿下はその直後会場で開催されていた電気通信展をご視察

になり、 A T R プースでは最新のバーチャルリアリティ技術の臨場感通信会議をご体験になられました。

このように3回にわたって、  天皇陛下御一家のご視察を賜り、 最先端の独創的研究の内容をご体験いただき、

研究成果の実用化にも深い関心を寄せられたご様子でありました。私共としてこのことを大変光栄に存じ、今後

の研究活動に一層精励しご期待に応えることを肝に銘じている次第です。

天皇 ・ 皇后両陛下のご視察

ll'

(6)新会社設立

1992年はAT Rがスタートして7年日に当たり 、 A T  Rの4つのプロジェクトの内、 7年間のプロジェクトの

「視聴覚機構の人間科学的研究」 と 「自動翻訳電話の基礎研究」 の2つが最終年度になりました。
基礎研究を続けるA T Rの次のステップとして、新しいプロジェクトをスター トさせるべく準備を進めてきま
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した。 引き続き基盤技術研究促進センターの出資制度を利用すべく、 1991年よ り産 ・学 ・  官が一体となっての技

術的検討を重ねた結果、199l年9月にまず最初の 「ヒューマン コ ミュニケーションメカニズムの研究」 を行うプ
ロジェクトの出資希望書をセンターに提出、認可を受けて、1992年3月26日に㈱エイ ・ ティ ・ アール人間情報通

信研究所を設立し研究を開始しました。 200l年2月に終了する9年間、 研究費総額160億円のプロジェクトで文字

通り 「21世紀の扉を開く 」 プロジ コ::クトです。続いて同様の過程を経て、1993年3月25日に 「高度音声翻訳通信
技術の研究」 を行う㈱エイ ・ ティ ・ アール音声翻訳通信研究所を設立し、2000年2月に終了する7年間、研究費
総額160億円の研究プロジェクトを開始しました。

10年間のプロジェクトとして設立した2つのプロジェクト 「知的通信システムの基礎研究」 と 「光電渡通信の
基礎研究」 は、 1995年が最終年度に当たります。 引き続き新しぃ視点から2l世紀を睨んだ基礎研究を行うという
ことで、数回にわたって、産 ・ 学 ・ 官の関係者による研究技術会議を開催し検討を重ねました。

1994年9月に 「知能映像情報通信の基礎研究」 を行うプロジェクトをセンターに提出、認可を受けて、1995年3
月28日に㈱エイ・ティ・アール知能映像通信研究所を設立し研究を開始しました。2002年2月に終了する7年間、

研究費総額123億円のプロジェクトです。 同様の過程を経て1996年3月27日に、 「環境適応通信の基礎研究」 を行
う㈱エイ・テイ・アール環境適応通信研究所を設立、2003年2月に終了する7年間、研究費総額119億円のプロジ

ェ ク ト が ス ター トしました。

これによりA T Rの新しぃ4つのプロジ .,_ クト力輸つて、21世紀に向けて力強く羽ばたいてテイクオフしたことになり
ます。 これら4つの研究開発会社発足に際し、 大変なご協力、 ご支援をぃただいた関係各方面の皆様、 なかんずく不況

下にもかかわらず、 ご趣旨にご賛同いただき出資協力を賜りました株主企業の皆様に、厚くぉ礼申し上げる次第であり

ます。

試験研究期間を終了した4つのR&Dにっいては、 試験研究成果を管理する会社として存続し、 技術情報等の

開示、 特許権等の実施許諾を業務としています。 またこれら研究成果の普及のために、 1993年4月にAT R - I
内に開発室を設置し、 積極的な成果普及支援活動を行つてきております。

(7 )人材育成・交流

A T Rの基本理念の中に、 産 ・ 学 ・ 官共同研究の場の提供と国際社会への貢献を言區つています。 A T Rのこの

10年間をこれらの基本理念の展開として、 人材育成・交流とぃった面から眺めてみることにします。

電気通信関係の研究機能は、 最近でこそ関西地区に研究所が設立される傾向が出てきていますが、 それまでは

殆ど関東地区に集中しておりました。 当時、 関束に次いで大学の集積の多い関西地区に中核的な研究機関を整備

することが、  人材の育成を目指す上からも、非常に重要であるとの認識から、 学研都市にA T Rを設立すること

が切望されていました。 また電気通信分野の基礎的研究は、 開発リスクが大きく研究開発課題が高度化し、 学際

的課題が增加してぃる状況を考えますと、産・学・官共同の場に方11,いて、それらを手掛けることが望ましいと思

われます。

こうした基礎研究を充実させるためには、 何と言つても第一に人材の確保であり、 それによる人材の育成が必

要であります。 また電気通信システムの利用は、 その特性として国境を超越しており、 今後我が国が先端技術に

よって発展していくためには、 各国と協調して研究開発を進める必要があり、 人材の国際的交流、 例えば 「海外

の優れた研究者の招再専」 「海外の研究機関との共同研究」 などは欠かせない要素となってきてぃます。 A T R と し
てこうした方向で人的な面での研究環境の整備をはかってきており、 「各分野の優れた研究者を集め、 学際的な交

流をはかり、学際的分野の重要性を認識させる」 「国内外の研究機関 , 大学との共同研究の推進」 とぃったことを
進めて来ており、 これらが人が人を呼び、 情報が情報を呼ぶという良い環境を生み出しています。
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(8)情報発信

前項で述べましたように、AT  Rは国内外

に開かれた研究所として人材交流を積極的に

進めている他に、 「自由な国内外での論文発

表の機会を設ける」 「特許取得を支援する」

「学位論文として組めることを支援する」 等
情報発信にっいても強力に推進しています。

会 社 学会発表等 : 内A T R分_
4,833 -

特許出願 :内A T R分_
l , 6 4 9 -鉱 ・ 工業関係

電気通信関係

34

30
l

6 , 1 25  : 4,997
l

- (内海外1,33l)_
10 , 9 58  4,997

l , 1 3 8  l 559
l

: (内海外72)_
2,787 559合 計 64

学会発表及び特許数(1994年3月末現在)

これらが人材育成 ・ 交流と相乗効果を発揮し海外での認知度を高め、延いてはこの分野での我が国の国際的な地

位向上に貢献し、 情報発信源として、 関西文化学術研究都市の知名度の向上に役立つていると考えています。

情報発信として、学術論文、国内外の会議での外部発表は毎年国内が500件前後、国際が200件以上に達してお

り、 それらによる国内外の権成ある学会等からの受賞も毎年10件前後に達しています。 1995年10月にl0周年を

迎えたK T Cの資料により、 1994年3月末までに採択されたR&D会社64社の学会発表・特許出願件数の累計と

A T  Rのそれを比較すると右上表のようになり、 学会発表件数は全体の約45.6%、特許出願件数は同じく約20%

となっています。 これを電気通信関係だけで見ますと、 学会発表件数では約81.6%、 特許出願件数では約49.1 %
とずば抜けてハイレベルな情報発信を進めています。

1993年9月より、 第一線の研究者を招き、 その分野の最新の研究動向等を紹介し、 先端研究情報交流の場を提

供するA T R科学技術セミナーを開催し、 関西文化学術研究都市の第1号施設として地域活性化の役割も果たし

ています。 1996年3月末までの開催回数は、 延べ40回に及んでいます。 また研究員の執筆によるA T R先端テク

ノ ロ ジーシ リ ーズとして、「自動翻訳電話」 , 「視聴覚情報科学」 ・ 「光衛星間通信」 ・ 「ニューラルネット ヮー ク
応用」 の4冊を既に出版しており、「臨場感通信」 も出版準備中です。

あと僅か5年で21世紀を迎える今、 20世紀から21世紀への大きな転換期にさ しかかっています。

私達が生きてきた20世紀は、 「科学技術の時代」 であったということができましょう。科学技術の発展は人間

に大きな福利をもたらす反面、 原子力の開放や遺伝子の研究、 コンピュー タ ーの発達など使い方次第では個人や

社会に損害を与え兼ねない面もあり、 その反省として本来主人公であるべき人間にとってどうあらねばならなぃ

かという原点、 即ち人間尊重の立場に立つて考えるべき時ではないかと考えます。 A T Rの基礎研究が人間に学

ぶことを基本にしてこの10年間やってきたこと、 また新しぃ研究開発プロジェクトもより一層人間専重の立場に

沿つた方向を採つていること等、 時代の要請に応えるものと考えています。

昨年ll月科学技術基本法が成立し、 その第5条には、 基礎研究の重要性が書かれており、 基礎研究に重点を置

いた科学技術の振興の重要性が更に認識されるなど、この分野に追い風が吹いて来ています。こうした中で、A

T Rの研究開発が引き続き関係各界のご理解とご支援をいただきながら、 順調に研究を進展させていくことを心

から期待し、結びの言葉とします。
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●l 0年の歩み

研究所運営の現場から
- 2 l世紀への大きな羽ばたきを視野に一
㈱国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役副社長葉原耕平

はじめに j

A T R発足10年の節目としてこのジャ ーナル特集号を皆様のお手元にお届けできることは、 私共にとって誠に

喜ばしく光栄なことです。 A T  Rでは発足1年後にAT Rジャ ナル創刊号を発行しました。それ以降、関西文

化学術研究都市での本研究所開所、5周年、新研究開発会社発足などの節目毎に外部から御寄稿を頂截し、 また私

自身も小論を述べさせて頂きました。 今、10周年を迎えるに当たってこれらの記事を読み返してみますと、A T R

に対する各界の御期待の大きさと温かぃ御支援に改めて感激と感諾の気持ちを強く抱きます。

言うまでもなくA T  Rの使命は電気通信分野における基礎的先端的研究の遂行で、 それ自身大変チャレンジン

グな事ですが、 私にとってはそれと同時に研究所運営そのものが壮大な実験の連続でありました。 この機会に記

録としての意味も含め、 そして多くの私見を交えながら、 その考え方を多少物語り風に以下に列記致します。

A T R発足の日、 日裏社長から研究所のあり方にっいて意見を求められました。 私は 「研究所には顔が必要で
す」 と答えました。 それは二つの意味がありました。 一つは端的にいえばスタ 一的な傑出した研究者がいること、

もう一つは研究所としての特色を持つことです。 この二つは実は鶏と卵の関係にあり、傑出した研究者の業續に

より特色ある研究所に発展するし、 また特色ある研究所には優れた研究者が集まり勝ちで、 良循環に持ち込むこ

とが重要であるという認識でした。

A T Rにとって大変幸いであったことは、 先ず発足直後から数力月後にかけて、 優れた研究者を結集すること

ができたことです。 これはN T T 、  K D D、  N H K、  郵政省始め関係機関の絶大な御理解の賜物でありました。

こ とに N  T Tは初期にェ ー ス級の研究者を大量に投入して下さいました。分野によっては本体の弱体化が懸念さ

れる程で、 これは大変なインパクトでした。 A T Rに対するこれら関係機関の姿勢が引き金となって各社がこぞ

って優秀な人材を出向させて下さったと理解しています。 この順調な滑り出しが、 その後、 企業だけでなく大学

などからの極めて優秀な研究者の参集にも大いに寄与したと確信しています。 中には派造先の米国から直接A T

Rに参加してくれた研究者がぃたお蔭で、 その異動先であるAT R とは何ぞやということで、  電子メ ー ルを通し

てむしろ国内よりも先に米国内でA T Rの名が知れ渡り、 米国からの研究者の早期の参加に盤がったとぃうぉま

けまで付きました。

次に研究所としての特色の打ち出しにっいては、 結果として私自身の経歴にかなり左右されたと思つています。

私自身はそれまでNT Tつまり電気通信のキャリアとしてサ ー ビス提供側の立場で通信網などインフラの研究開

発に従事して参りました。また、そのような仕事はNT Tで引き続き大部隊で強力に行われるでありましょう。

そこでA  T Rの使命としてそれらインフラの大発展を前提に通信細の使い手である 〔ユ ーザ側の視点〕 から研究

を進めることに重点を置くこととしました。それは必然的に最終のユ ザである〔人間の研究〕あるいは〔人に

学ぶ 〕 とい うキャッチフレ ー ズに繋がりました。今でこそ〔人に学ぶ〕とぃう言葉はよく聞かれますが、当時こ

れらは (われわれが最初に言い出したのではなかったにしても) ぃずれも比較的新鮮なキャッチフレ ズでした。

もうひとっA  T Rでは、 将来必須であり、 かっ世の中で手'掛けられていなぃテ ーマにチャレンジすることもそ
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の使命として陽に意識しました。 古濱洋治初代社長率いる光電波通信研究所でのMM I C ( モ ノ リシックマイク

ロウェ ープ I  C) の研究は、世の中のディジタルI  Cの研究開発の大きなうねりに対していずれその必要性が問

われるであろうァナログ I  Cを対象に早くから手掛けたものでした。携帯電話に代表される移動体通信の爆発的

発展にいつの日にか貢献するものと思います。 これはほんの一例で、 A T Rの各研究所は程度の差はあれ、 いず

れもそうぃう側面を強く持つています。 よ く テ ー マ選定と言いますが、 A T Rではテ ーマ発掘と言う方が似合つ

ていました。

さて、これらのキャッチフレ ー ズの下に具体的に研究を進めること、殊に〔人に学ぶ〕を実行することは口で

言う程容易ではありません。それには多角的な研究が必要で、そのため、工学者に加えて心理学、生理学などの

分野の研究者も糾合し、いわゆる学際的研究に挑戦してきました。世にいうインタ ーディシプ リナ リ ー (学際的)

アプロ ー チです。 人材の確保にはそれぞれ担当の研究開発会社の社長、 室長が懸命な努力を続けてくれました。

そしてこの思想は困難な中にも着実に離成され、 その一つの実りは1990年11月のAT R視覚 - 認知ワ ー クシ ョ
ップに表れました。正直に言つて、私はその時までインタ ー デイ シプリナリ ー という言葉に何か平板さと物足り

なさを感じておりました。 このワ ー クショップで、ある研究者がプログラムの表紙にM.C . エ ツ シャ ーのDa y

and Night と言う題の有名な絵を使うことを提案し、 実際にそれを使いました。 白い鳥と黒い鳥が左右に行き交
っている構図です。これを見て私は目の購が落ちる思いがしました。「インタ ー」 に代えて 「 ト ランス」 と い う言

葉が頭に浮かんだのです。 私だけの解釈かも知れませんが、 「インタ ー」 が異なる分野同士が境界面で単に接して
い る イ メ ー ジであるのに対して 「 ト ラ ン ス」 は一歩進んでお互いに乗り入れ、組合わさっているイメ ー ジを与え

るからです。それ以降 「 ト ラ ン スデイシプ リナ リ ー」 とぃう言葉を使い喧伝することに務めています。7年間の

プロジ . 工 クト期間を通してAT  R視聴覚機構研究所社長を勤めた淀川英司博士(現工学院大学教授)は 「 ト ラ ン
ス」 と 「 ト ランスデイ シプリナリ ー」 に関する記事や発言を国内外から克明に見付けてきてくれました。ここに

きて、ATRのもう一つのキャッチフレ ズが確立しました。「 トランスディシプ リナ リ ー」 です。設立後4年余

を要しました。そして、 キャッチフレ ー ズという面でのA T Rの顔は一応整いました。

M,C.工ツシャーのDay and Night l『copyrlght〇l 9 3 8M.C.Escher
/Cordon Are-Baarn-Holland/HU IS TEN BOSCH』
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余談ですが、 これまで述べてきた 〔顔〕 とは抽象的なものでした。 私自身は、 それが本当に 〔顔そのもの〕 の

研究にまで発展するとは当初は思つてもぃませんでした。 しかし、担当者の熱意で昨年初頭 「顔と物体認識に関

するシンポジウム」を開催するまでになりましたが、まさに阪神淡路大震災の当日とぶっかり、内外の参加者に

は極めて思い出深い出来事となりました。引き続き第2回も今年1月に盛況裏に行われました。

個々の研究、 殊にそれが基礎的であればある程その内容の良否は研究者の資質に大き く依存します。 センスの

良い研究の芽を摘むこと無くぃかに伸ばすかがポイントの一つで、 それには研究者の自主性の尊重が重要です。
しかし、これが放任に繋がることは厳に戒めねばなりません。私の立場としては個々の研究の細部に互つて逐一

指示したりその良否を論評することはなるべく避けてきました。その代わり、 自ら研究のフェ ー ズを常に認識し、

研究方向の軌道修正を行なう習性を身に付けるよう、 自覚を促すように務めてきた積もりです。動物的直観で、

スジが良いと思つた研究テ ーマは無条件で持ち上げました。必ずしもそう思えなぃものにはそれとなくヒントを

示しました。 出だしで多少方向を誤つても適切な軌道修正を行なえば良い成果に繋がる可能性は大きいからです。

研究フェ ー ズとは次のようなことです。例えば同じ石を投げるのでも 「番の中の池らしぃところに初めて投げ
込んでそれが池であることを確認しようとしているのか、池であることが既に判つていて波紋によってより克明

に調べようとしているのか」 といった設問です。前者であれば必ずしも精度は問われなぃが、 直観力と大雑把な
方向性の善し悪し、 つまり経験とセンスの良否が後世論じられるでしょう。 二番手の石を投げるのであれば今度

は精度を問われます。 また、 どこまでが既知で (それは自らの過去の仕事であっても他の研究者の仕事であって

も)、今回何が分かり何が進歩したのかを峻別していくことも重要です。そして、 A T Rの研究者にとって (ある

いは組織として) 望ましいのは未知の池の発見とその概形の把握にチャレンジすることです。今A T Rの売り物

の一つに成長している 『臨場感通信会議』 も、 映像時代を控えて広範囲に及ぶ研究テ ーマを効率よく追求するた

めの共通のシステムイメ ー ジとして、 A T R通信システム研究所の山下紘一初代社長を中心に考えに考え抜いた

末到達した概念とそれを表す言葉で、 その誕生には2年近い歳月を要しました。

しかし、 全ての研究者が一番手の能力を持つとは限らなぃし学問技術の流れのタイミングもあります。 要はそ

れぞれの研究フェ ー ズにより方法論が自ずと異なることを自覚し、実践してくれることであり、そのように意識

付けることに努めてきた積もりです。その具体的手段として、 自分の研究の位置付けや内容を非専門家にも理解

して貰えるよう平易に表わす努力を続けることだけは口を酸つばくして強制しました。 それは物事の本質を理

解・把握していなければ出来ないことで、 研究者自身の頭の整理にも極めて有効だと、 私は信じているからです。

A T Rジャ ー ナル創刊号で、 私はこのジャ ー ナルを研究者にとっての 「平易な表現」 のための修練の、 そして喜

びの場の一つに使わせて頂く旨述べました。 この試みはこれまでのところ概ね成功しているように自負しており
ます。

本質の把握とぃう意味ではズバリではないにしてもァナロジ ーがしばしば有効です。 光電渡通信研究所の成果

の一つである〔光ファイバ・ミリ波通信システム〕はその好例です。このシステムの骨子は、可能なところまで

出来るだけ光ファイバを引き 1廻し、最後のところでミリ渡にしようという移動体通信システムのアイデイアです

が、 あたかも部屋という部屋、 街路という街路には電灯線が行き渡り最後にソケットと電球で明かりに変換され

ているよ うなイ メ ー ジであり、研究者が〔光の電灯線化〕〔電波の暗間の追放〕というフレ ー ズを考え出してくれ

ました。一般の方々にはこれでイメ ー ジをi国んで頂けます。 なお、敢えていえば、担当者にしてみればとかく些

細なことまで気になり、ついつい木を見て森を見なぃ危険もあります。そのような時は私も傍目八目でヒントを

示すことに心掛けてきました。
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先ずはや 、 次元の低い、 しかし実際には日常しばしば説明に苦労する話題から始めます。 A T R構想具体化の

過程で今後国際化が重要であるとの認識から、 それまでの仮の組識名 〔電気通信基礎技術研究所〕 の頭に 〔国際〕

を冠することになったと聞いています。それに伴つて英文名称は原案のATR(Advanced Telecommunications

Research Institute)の後にInternationa1 をっけてATR International と し 、 A T R グル プを統括する、い

わば中核の親会社を国際電気通信基礎技術研究所=ATR Internationa1と呼ぶことで今日に至つています。

これはこれで、 当時として真つ当な考えであったと思います。 ただ、 一般に “ABC Internationa1" というの

は “ABC" とぃう本体会社の国際部門とか国際関係子会社を意味することが多く、お客様殊に外国の方から 「本

体は?」 と聞かれたり、 日本人のお客様の中には 「K D Dの子会社かと思つてました」 という方も結構多く、ま
たAT  Rグル ー プの中核会社があたかもそのAT Rの子会社のような、 矛盾したような誤解も与え兼ねず、 説明

やら解説に苦労しているのも事実です。 また 「国際電気通信基礎技術研究所?ああ、 A T Rですか。 A T R な ら
よく知つてます」 という方も結構いらっしゃいます。  ついでに私の持論を述べますと、 本当に国際的に名の通つ

た会社や組識には 〔国際〕 という言葉は余り付いておりません。 敢えて言わなくても万人の常識となっているか

らでしょ う 。  〔国際〕 を付けるのは国際化したいという願望の現れで、 A T R発足前後のA T Rを取り巻く日本の

状況はまさにそうであったとも言えましょう。  それでは、 今のA T Rが胸を張つて国際化されているかと問われ

れば答えは 「まだまだ」 です。しかし、私はできるだけ早い時期に敢えて〔国際〕と言わなくてもょぃ日が来る
ことを願つております。いずれにしても、 名称は大きな将来課題の一つでありましょう。
国際化の一環として国際協力も重要です。 殊に、 自動翻訳電話研究所やその成果の多くを引き継いでいる音声

翻訳通信研究所では外国語を研究対象とする関係で、 これは必須のことでした。 担当の樽松明初代社長を中心と

した素早い行動で、 極めて早い時期に外国の有力研究機関と密接に連携する枠組みを作ることが出来ました。 そ

の折り、私は、 お互いに対等の立場(reciproca1) であることと、  A T  Rが常に主導的、場合によってはボランタ

リ な貢献もJ目1是わなぃことを陽に意識して貰いました。そして、これらの努力は国際研究コンソ ー シ ア ム C -
STARの形で国際共同実験に成功するなどの成果に結び付きました。

ともあれ、 『国際社会への貢献』はA T Rの4つの基本理念のうちの一つであり、 極力その具現化に努めていま

す。研究所の神髄は研究の質であり、 可能な限りレベルの高い国際の場で重点的に発表することを英1111llしてきま

した。その際、 例えばその国際会議の主性学会に対しては最低限その会員になるなど、 礼を尽くす1餐勢を半ば強

制してきました。これは対等な大人の行動の原点であるとの認識によるものです。また、国際会議、会社訪問は

人脈を作る絶好の場でもあります。 研究リ ー ダ ーには国際会議始め種々のチャネルを通して内外の優秀な研究者

の招聘活動の自由度を与えました。 ギブ ・アンド ・テイク とい う こ とではA T Rのプレゼンテ ー ションには魅力

的な内容が多く、 また、 A T Rが公的性格が強いことも手伝つて、 会社訪問も敷居は比較的低く、 むしろ期待さ

れ歡迎される場合もあります。 その結果、 「あの人がぃるなら私も行きたい」 という  「類が友を呼ぶ」 良循環の兆
しもみられ、 A T Rの知名度は国際的に高くなってきていると思つています。 今では、 限られた予算枠の中で機

器を求めるか人材を求めるかで、 お断りする事例も発生しています。 情報化時代とはいえ、 欧州を中心に 〔 A  T

Rの研究員に採用されるのは大変な難関だ〕 という誇大評価が既に一人歩きしている分野さえ出てきております。

A T Rにとって幸いしたことの一つに、 関西に立地したことが挙げられます。 もし、 A T R程度の規模の研究

所が有名研究所のひしめく関東地区に立地していたとすれば恐らく請ど話題にもならなかったでしょう。 しかし、

幸か不幸か関西では〔電気通信〕 を標榜する研究所は稀少価値があります。多くの訪問者は関西に足を伸ばしさ

えすれば(他になぃので否応なく) A T Rに立ち寄つてくれました。その方々の口コミ効果は總大です。 A T R

訪間は関西へ足を伸ばす恰好のロ実にもなったと思われます。 かくして、 世界のV I PがA  T Rに関心を持つこ
ととなり、国際的知名度の向上に大いに寄与して頂きました。その仲介役の各国大使館、領事館とは持ちっ持た

れっ大変良好な関係を続けさせて頂いております。

また、 各国が計画実施している各種の国際交流プログラム、 殊に学生の実習なども可能な限り受け入れること

としています。また、 できるだけフォ ー マルなルー ト (たとえば国レベルの相互協定など)に乗せるよう 1努めて

います。 これはとかく外国人研究者に対する基礎部門への門戸開放が少なぃのではなぃかという一部の国の批判
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への積極的反論の材料も提供している積も りでもあります。 また、 長期的にみてA T Rで同じ釜の飯を食つた若
い研究者集団の世界的な輪が広がるという期待にも業がっています。

お蔭でA T Rでは常時2割強の外国人研究者が参画しており、国際色豊かです。 そうは言うものの、これだけ

大勢の外国人研究者を常時受け入れて行くのは事務的にも決して容易なことではありません。 試行錯誤の連続で

した。しかし、今では概ね諸手続きを含め定着化してきました。その間、入国管理局始め関係機関の大変な御理

解、 また、 子弟の教育問題、 日常生活の面などでは地元自治体、 学校の絶大な御理解も忘れる訳には参りません。

異文化交流とぃうのも口で言う程簡単ではありません。 初期の外国人研究者の一人から 「私は何のためにA T R

に招聘されたのか」 とぃう率直な質問が出されたことがあります。 ベテランなので全般的な助言を期待していた
のですが、 そのような阿吽 (あうん )  の呼吸というのは必ずしも通用しません。「あなたには全般的な助言を期待

しています」「あなたはこの期間にこのアルゴリズムを別の言語系で実証して下さい」 などと具体的に 〔契約〕す

ることが後々の問題を少なくします。 プロ野球の契約条件と同じ様なものです。違いはプロ野球ではそのシ ー ズ

ンで即結果が出るのに対して基礎研究ではその評価が難しぃことで、 それだけに各マネ ー ジャ ーの力量が間われ

ます。 いって見れば当たり前のことです。 本来は研究施設の整備とでもぃった項日を起こして述べるべき事かも

知れませんが、 ここで国際化とぃう意味で一つだけ付け加えておきたい事があります。 今ではあまり目新しい事

ではないかも知れませんが、 A T Rでは発足時に各グル ー プがコンピュ ー タ環境を整備するのに当たって先ず国

際性を第一に考えてもらいました。簡単に言うと、内外の研究者がお互いに行き来するとき、自分のフロッピ ー

を持ち歩くだけで、着いたその日から自分のオフィスと同じ環境ですぐに仕事が出来るようにしようということ

です。 これは、 その後の研究の効率化に大きく寄与したものと思つております。

マルチメデ'ィア とマルチモーダル

l .で 〔人間の研究〕 あるいは 〔人に学ぶ〕 がA T Rが初期に打ち出したキャッチフレ ー ズの一つであることを
述べました。昨今、マルチメディアが声高に叫ばれるようになりました。この事を私なりにもう少し ]1歯み砕いて

申しますと、 コ ミ ュニケ ションの究極の姿は、 どこにぃても、あたかも日常のface-to-faceあるいは藤を交え
たような自然な形での、更には言語の壁を超えたインタラクションであろうかと思います。ところが、 これまで

はどちらかと言えば使い手である人の方が通信網や機械の機能に合わせてきました。 これからの通信網や機械は、

ユ ーザがその存在を意識しなくてもょぃレベルにまで機能が高度化されるのが理想かと思います。 私はこれを

「通信網の隠廠」 と呼んでおります。日常のface-to-f a ceのコミュニケ ー ションでは、人々は視覚やl德覚のような
五感からゼスチャ ー まであらゆる機能すなわち 「モ ー ド」 を効果的に動員しております。つまり、 face-to-face
というのは 「マルチモ ー ダル」 な世界です。 従つて、 通信網の使い手であるユ ーザが通信細の存在を意識するこ

となく相互に 「マルチモ ー ダル」 なコ ミュニケ ー ションが出来るためには、通信網の方はもっともっと柔較かっ

頭健に発展することが望まれます。これが取りも直さず 「マルチメディア」の今後の課題であり、「マルチメディ
アの飛躍的 ・ 多角的発展」 によって提供される目には見えなぃ通信細こよって、 ユ ーザ相互の 「マルチモ ー ダル」
な生き生きとしたコミュニケ ー ションが可能になる、 というのが私の考えであり、事でもあります。従つて、

「ユ ーザである人」 とお互いに鏡像関係にある 「通信網」 の基本的あり方を探究することは極めて本質的なことと
思います。

A T Rの立地している関西文化学術研究都市やその周辺殊に京都 ・ 奈良は古い仏像、 木造建築などぃわゆる文

化財の宝庫です。 これらの文化財は改めて考えてみるまでもなく、 当時の最先端のハイテクの固まりです。優れ
た鋳造技術無しには仏像は有り得なぃし、 車越した建築技術無しには法隆寺も現存しなかったかも知れません。
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飛鳥大仏(飛鳥寺提供)

と絵の具と筆は画家にとって重要です。

それでは近未来を展望したとき、 かっての鋳

造技術や印刷技術や絵の具に相当するハイテク

は何でしょうか。その一つは間違いなく通信 ・

情報処理の技術です。ハイテクは新しぃ文化の

創造に業がる可能性を秘めております。私達は

その可能性の一つはア ー ト (あるいは :合l]作活動)
との融合だと思つております。たとえば、 これ

古代の知識人はこれら最先端のハイテクの開発とその利用に

極めて熟心で、 これが今に残る文化財を生み出したのであり

ましょう。もし、技術と文化を異なった概念だと提えるとす

れば、 当時はむしろこれらは潭然と融合していたのではない

でしょうか。

この種の例は古今東西を問わずぃくらでも挙げることがで

きます。前大阪大学総長熊谷先生は 「印刷技術と製本技術の

画期的進歩が文学を広く普及させるのに役立つた。 いい小説

が書かれるようになったから印刷技術や製本技術が発明され

たのではなぃ」 と喝破しておられます。 安価で抗張力の優れ

た鋼の開発はピアノからフオルテまで強弱差の極めて大きい

音が出せる楽器ピアノ (<1コピアノフォルテ )を生み、作曲

家と演奏家そして聴衆に福音をもたらしました。 キャンバス

インタラクティプアー トの一例

までのア ー トはどちらかと言えば制作者からの情報を鑑賞するとぃう受け身の形態であるのに対して、 鑑賞者も

一緒になって制作に加わるという 〔 イ ン タ ラ ク テ イブア ー ト〕などの誕生が考えられます。 A T  R通信システム

研究所の臨場感通信会議や奈良リサ ーチセンタ ーの〔電子水族館] と B - I S DNの結合実験などにその兆しを
見ることができます。

レオナルド ‘ ダ・ヴィンチのような両刀使いの天才なら一人で何もかも出来るかも知れません。しかし、一般

には、技術者には技術者の、ア ーチストにはア ーチストの、お互いの得意技があります。「技術者は技術面から

種々のシステムを開発提供していこう。 これらにア ーチストの感性や直観を組み合わせれば、 これまでに無かっ

た新しぃ使いやすぃシステムが出来るのではなぃだろうか。 これは、 21世紀以降の新しぃ文化の創造に繋がる可

能性がある。 それにはお互いに始めから一結に仕事をするのが手つ取り早いし、 いいものが出来る」。 この発想は

昨年春A T Rの新しぃ研究開発会社 〔知能映像通信研究所〕 の発足に結実しました。 今A  T Rには内外から若手

の新進ア ーチストが参集して意欲的に仕事に取り組んでいます。断つておきますが、このような企画・発想は私

のものではありません。 若いリ ー ダ 一連の提言が基になっています。 若いパワ ーの時代です。 私は年の功という

か動物的直観でその芽を摘むことなく後押しをすることを心掛けただけです。



これら古今の具体例に見るように、 文化の中には技術が作り込まれ、 また技術の中には国民性や文化が作り込

まれるものだと私は思つています。 A T Rでは、 分野や文化背景も異なる研究者が一箇所に集まって切磋塚磨す

るという優れた環境を作るよう常に努力してきました。このような、国際的且つ(超)学際的な人材と研究環境

が、 A T  Rにおける創造的研究の原動力であると思つております。そして、 私は、 A T Rでは技術の中に国際的

な文化を作り込んできたと信じております。昨年はAT Rの若手研究者・ア ーチストに対して国際的な賞が幾つ

か与えられました。国内でも、権威ある〔日本文化デザイン大賞〕が与えられました。若手の快挙に快哉を叫び
たい気持ちが一杯です。

エピソ ー ド的ですが、 ここで是非A T Rの建物のことに ;触れておかねばなりません。 A T Rの建物はお蔭様で

評判がよいようです。 これをデザインするに当たって、 文化学術研究都市の第1号研究施設にふさわしぃもので

ありたいという一般論に加えて、 私は御担当頂いたNT T都市開発㈱の関谷社長に予め 「キャッチフレ ー ズ」 を
お考え頂くょう、特にお願いしました。その結果〔温個知伸〕とぃう素暗らしい言葉をお作り頂きました。 これ
は

〔温かい触れ合い空間〕

〔個性化〕

〔知、情報化〕

〔伸展性〕

の頭文字の集合で、 A T Rの建物はこれらの思想が具現化されたものです。 また、 ㈱日建設計の薬袋 (みない)

社長 (当時) は直々タイルの色にまで細心の気を配つ.て下さいました。 日々の研究生活に雰囲気の影響は無視で

きません。

また、 A T Rの建物は研究施設であること、 それに何よりも内外のかけがえの無い優秀な頭月置を守るためにも

充分な強度を持たせて設計施工して頂きました。仮に阪神淡路大震災級の直1準を受けても恐らく健在であろうと

思います。 研究者に与える安心感は極めて大きぃものと思つております。 蛇足ですが薬品を扱う研究室などでの

薬品瓶の滑落対策始めロッカ ーの固定なども、意りなくゃってきました。これは、毎週のように揺さぶられてき

た関東からの研究者集団の自営本能でもありました。震災の後、 地元消防署などからもお褒めを頂く結果ともな
りました。

建物といえば、 A T R創立直後は完成したばかりの大阪のツインビルの一郭に入れて頂きました。 オ ー プンの
セレモニ ー を待たずに入居させて頂いたり、 更には暫定研究所にも拘らず実験設備のためにビル施設に特別の改

造をして下さるなどの御配慮のお蔭で、順調なスタ ー トを切ることができました。ただ、実験用の遮音ブ ー スを

幾つか用意しましたが、オフイスビルの階高では収まらず、寸詰まりの特注品になったのはお愛媽でした。その

一部は今でも現役で使われています。

いずれにしても、 これら多くの関係の方々の御尽力がこれまでのAT Rの成果に大いに寄与していることは疑

う余地がありません。改めてお礼を申し上げます。

研究の進化論一結びに代えて一

この小論もこの辺りで終わりにさせて頂きます。

l . で A T Rのキャッチフレ ー ズの一つが 「 ト ランスデイシプリナリ ー」 であることを述べました。しかし、この

言葉自身既存の領域(discipline)が前提です。 異領域が本当に融合すればそれ自身が新しぃ領域(discipline) を生



み出す筈です。 とすれば 「 トランスディシプリナリ ー」 はそこに到る過渡状態であって究極の姿ではありません。

〔個別のディシプリン群〕 匸;> 〔 インタ ー デイ シプリナリ ー 〕r : :1> 〔 ト ランスデイシプリナリ ー 〕そして 〔フュ ー ジョ
ン〕を経て〔新パラダイム ( =新ディシプリン ) 〕というのが進歩の道筋でしょうか。  AT Rでは〔新パラダイム〕

の一つとして 〔進化〕をテ ーマとしています。 ATRにおける研究内容の変遷、そして組織 ・ マネ ー ジ メ ン ト 自
身さえ進化の研究の具体的対象かもしれません。

4.で通信網の基本的あり方の探究が今後重要だという考えを述べました。 これからの通信細を取り巻く環境は

想像がっかなぃ程日まぐるしく変化するでしょう。その様相は複雑多岐にわたります。 そして人類は否応なくそ

れに対処していかねばなりません。 〔複雑多岐にわたる環境への適応的対処〕 これは途裁も無い厚い壁かもしれま

せんが、 今後を展望するならば極めて重要かっチャレンジングな魅力的課題のように思われます。 A T Rでの研

究の次の柱の一つと心得ています。10年を経た今、 A T  Rのキャッチフレ ー ズの一つは 〔次々に新しぃ (キャッ

チフレ ー ズ) を創出していくこと〕かも知れません。

この10年を一言で総括しますと、 言わば新しぃ鉱脈探しと遮二無二原石を掘り出す努力をしてきたと言えます。

これからも更にその努力が必要です。 と同時に原石の中から光り輝く宝石を研ぎ出すことも併せて重要となりま

す。それにはこれまでの手法とは異なった、新しぃチャレンジの要素が多々ありましょう。研究現場を統括する

立場で、 これまでの私の石の投げ方が良かったかどうかは私自身には判りません。 間違いも多々あったと思いま

す。 しかし今AT Rは改めて設立の精神に立ち戻り、 次の飛躍に向けて心を新たにすべき時期であることは間違

いありません。

あと5年で21世紀を迎えます。 いや、 その1年前に時計の針は1000年代から2000年代に変わります。 たまたま

とはいえ、 千年に一度じか起こらなぃことです。干年とは気の違くなる時間かも知れませんが、 ここ  〔京阪奈〕

にはそれを超える歴史があります。 今は次の千年に思いを.馳せる絶好の時です。 千年後の池の様子は私には想像

もっきませんが、 だからといって 1諦めることはありません。千年後までも視野に入れるという姿勢がまず大切で

あ りまし ょ う 。  ますます複雑化する社会で、 この地球の未来と更には人類の幸福を願う時、 情報通信技術の発展

への期待は極めて大でありましょう。

次の干年であるthird millennium(millennium:ときに千年紀とぃう文字を日にするが残念ながら百年に相当す

る世紀のような一語の日本語はなぃ) を念頭に置きながら直近の百年である21世紀を展望し、 その中で具体的に

今後の10年、 20年を模索するのに、 これまでの10年はそれなりに重みと価値があろうかと思います。 一口に10

年と言つても、 それは一日一日、 一年一年の絶え間無い積み上げです。 1991年5月に、 A T R生みの親の一人で
いらっし ゃる真藤恒前N T T会長がお見えの折り、 芳名禄に 〔創立以来五年光が見えて来た〕 と書いて下さいま

した。 その3ケ月後に竜谷大学の山口昌識先生からも 〔葆光〕 (自己の智を覆い隠す) という含蓄のある言葉を頂

戴しました。5年という時を経て外部の方々の目にも漸くそのように映るようになったものと思います。

積み上げと言えば、 A T Rでは研究者の多数を占める出向研究者は平均3年で出向元に復帰します。 A T Rの

研究成果はこれら大勢の研究者の努力の積み上げです。 プロジェクト終了報告会で前記の淀川社長はこれを駅伝

に警えました。 「最後にテ ー プを切るのはひとりだけれど、 その前には何人ものランナ ーがたすきを繋いできた」
と。  これを敷衍しますと、 これからはプロジェクトからプロジェクトへと更に一回り大きいたすきを業いで行か
ねばなりません。まさに〔継続は力なり〕を痛感します。

A T R初期10年間の研究の具体的動きは本ジャーナルでプロジェクト別に紹介します。 その際、 裏に流れてい

る考え方の理解にこの小論が少しでも役立てば望外の幸いです。

引き続き関係各位の大所高所からのご理解、ご支援の程お願い中し上げる次第です。
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●研究成果

視聴覚機構の人間科学的研究

㈱工イ・ テ ィ ・ アール視聴覚機構研究所
元代表取締役社長 1i1足川 英 司
(現工学院大学大学院情報学専攻教授)

( l )  試験研究の目的

機械と人間の融合がさらに増大する今後の高度情報社会では、初心者・ 事11i・練者の区別無く 、 誰でも容易に使う

ことができる情報通信機器が求められます。 このためには、 機械に人間と同様の情報入出力機能をもたせること

が必要であり、 人間中心のマンマシン・インタフェースを開発することが必須の用件となります。

本試験研究では、 人間中心のマンマシン・インタフェースを開発するための基礎研究として、 人間の情報通信

機構として最も重要な視聴覚をとりあげ、 その情報通信と処理のメカニズムを解明することを目的に研究を進め

ました。

(2)試験研究の概要

人間の視聴覚情報処理の仕組みに学ぶということを基本方針として、「視覚機構の研究」、 「認知 ・ 行動の研究」、

「聴覚機構の研究」 の3つのサプテーマのもとに3研究室(発足当初は2研究室)体制で進めました。
紙面の都合上、 得られた結果の中から主要なものを4つだけ選び、 概要を述べたいと思います。

まず、第一は 「新しい眼球運動計測 , 解析技術の構築とその応用」 です。これは、 眼球運動を頭部運動と独立
に計測することによって、視線の動きを精度良く求めることを可能としたものです。 この技術は眼球運動特性に

ついての新しぃ知見を得るのに貢献しただけでなく、 アルツハイマ一病の早期診断にも応用され、 その波及性が
期待されています。 この研究の成果により取得した特許に対し、 科学技術庁より、 注目発明賞を受賞しました。

第二は 「ニユーラルネットを用いた手書きひらがな文字認識法の考察」 です。これは、ニューラルネッ トの構
成法に独創性があり、90%を越える高い認識率を達成し、注目を集めました。 この成果はニューラルネッ ト を用

いた文字認識の研究分野で先導的役割を果たしたものです。

第三は 「視覚認知系の計算理論と神経計算モデルの構築」 です。 これは、 視覚系全体の処理を統一的に説明で
きる計算理論と神経回路を世界で初めて提案したもので、 この成果に対し、 関連学会から最優秀論文賞を受賞す

るなど、 きゎめて高い評価をいただきました。

第四は 「最小分類誤りを与える統計的パターン認識・学習理論の提案とその音声認識への応用」 です。パター
ン認識に本質的である 「分類の誤り確率を最小にする」 とぃう基準を満たす新しいパターン認識理論としての最

小分類誤り/一般化確率的降下法(MC E / G  P D) の構築に成功したものです。 この成果に対し、 I E E Eか
ら論文賞を受賞しています。

プロジェクトをふりかえって

1986年4月、 大阪城に近いツイ ン21ピルM I Dタワ一内にスタッフ6名とぃう小グループでA T R視;聴覚機構

研究所の研究活動がスター トしました。 発足間もなぃ時、大販大学総長(当時)の熊谷信昭先生より「成功する

かどうかは人で決まる」 というお言葉を頂きました。幸いにもプロジェクト期間を通して、 N T T始め多くの企

業や他の機関から優秀な研究員を派遺していただいた結果、 多くの成果を生み1993年3月にプロジェクトを終了

することができました。研究者を派遣していただぃた各企業や機関におかれましては、大所高所からのご理解 ・



ご支援をぃただきましてありがとうござぃました。  こ こに

改めてお礼を中し上げます。

研究所開設から2̃3年は、 研究計画の遂行に必要な研

究員を増員すべく奔走いたしました。 視聴覚機構研究所の

研究テ ーマは基礎的すぎて研究員を集め難いのではなぃか

とぃうご心配をいただきましたが、プロジェクトの重点課

題として取り上げたニュ ー ラルネッ ト ヮ ー クの研究に対し

て世界的なニュ ー ロコンピュ ー タブ ー ムが追い風となり、

研究員をうまく集めることができました。 NHK放送技術

研究所からの三宅誠氏 (現同ヒューマンサイ ェンス研究部

長)、 京都大学から乾敏郎氏 (現京都大学大学院文学研究

科教投)、 大阪大学から川人光男氏 (現A T R人間情報通

信研究所第三研究室長) 等のこの時期におけるプロジェク

ト参加が、 その後の若手研究員の確保に非常にプラスとな

りました。

基礎研究は、国際交流が特に必要とされる分野でありま

す。 そこで、 外国にも開かれた国際的な研究所にしていか

なければならなぃと考えました。まずは、研究スタッフの

持つ国際的な人脈により、積極的に外国人研究員の招聘 ・

採用を進めました。また、フランスの電気通信関係の大学

であるE  N S T や I  N Tからの実習生の受け入れも進め、

プロジェクト期間 (7年間) における外国からの研究員は

延べ約30名(研究員の総数は延べ約120名)に連し、この

数からも、 国際的に開かれた研究所をめざしての基礎は作

ることができたのではないかと思つております。

研究成果の概要にっきましては、研究成果総括のところ

で述べさせていただきましたので、 ここでは研究成果を基

に、現在、国際電気通信基礎技術研究所(ATR - I ) に
より商品化され、販売されているものにっいて触れたいと
思います。

まず、一つは 「目本人における英語/ r ,  l /昔の知覚

特性の解明の研究」の具体的課題の一つとして行つた / r ,
1/音の聞き取りに関する音声特徴の学習と訓練にっいて

の成果です。この成果は、現在「A T R  Hearing Schoo1」
という品名で販売されております。二つめは、「新しい眼

球運動計測 ・解析技術に関する研究」 に対して、アルツハ

イ マ一病の早期診断法の観点から札幌医科大学神経精神科
の高畑直彦教授のグループが強い関心を示され、 共同研究

に近い形で効果的に進めたための成果です。 この成果は

「頭部・眼球運動分析システム」 として販売の準備を進め
ております。

これらの他に、プロジェクトの研究成果を、ATR先端

テ ク ノ ロ ジ ーシリ ーズ、 「視聴覚情報科学 一 人間の認知の

本質にせまる 一 」 および 「二ユー ラルネ ッ ト ヮー ク応用」
の2冊にまとめて出版いたしました。
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A T Rが発足した1986年は、 その後の世界的な

ニュー ロブームのまさに前在にあたる。 視聴覚

機構の研究では 11lllの神経回路 (一 ューラルネッ
ト )  のモデルを計算機で検証することが重要に

なるが、スー パ ーコンピュータでも能力が不足

するほど計算量が膨大なのが悩みの種であった。

そこで、 世界で唯一の、 最大で6万5子個もの多

数のプロセッサを連結した超並列計算機である

コネックションマシンの導入を計画した(購入

は1万6千個版)。値段も大変高価なものであり、

関係者の理解を得ることはもちろんのこと、  米

国側の輸出許可、 日本における輸入や保守など

の受け入れ体制、使用法のトレ一= ングなど幾
つもの高いハー ドルがあった。研究者の情熱と、

研究を大きく促進するためには總対必要である

という視聴覚機描研究所の判断が一致して大決
断をしたのである。 これは結果的にも大成功で

あった。

元認知機構研究室室長中根 一 成

(現 目本電信電話㈱ マルチメデイア総合研究所

主幹研究員)

A T R設立翌年のl月 l日付けで第1期プロパー

研究員として入社しました。右も左もゎからぬ

まま「目をっぶって飛び込んだ」 とぃう感じで、

すべてが私にとって初めての経験でした。 職場

も老考i化した大学の建物から高層のインテリジ

ェントビル (ツイン2 1 ) へ。研究室長の梅田さ
んから研究計画の線表を書けと言われて2重の

ショックを受けました。まず線表とはどんな表

なのかがゎからなかったこと。 大学では1年以

上のスケジュールでしか考えないのに何月に何

がわかるか。 そんなことわかったら解けたも同

然と思つたものでした。 予算も大学とは桁違い

でした。私にとっては今まで書いたこともない

高額の書類を恐る恐る出したところが、 まだ l

桁勘違いしたり。でもッインではよかった。 N

H Kから出向の三宅さんを先頭に地下タクシー

乗場から南へよく故みに連れていってもらいま

した。 いろいろな会社から出向されている人た

ちとおっきあぃでき、 ともかくぃろいろなこと

を学ばせてもらった4年問でした。

元認知機構研究室主幹研究員乾敏郎

l現京都大学大学院文学研究科教授 )



プロジェク  ト終了間近の1993年2月、 1985年にっく

ばで開催された科学万博の政府テーマ館に一本で一万

個以上の実をっけたトマトの木を出展された協和株式

会社の野澤重雄会長の訪問を受けました。 「ハイポニ

カ水気耕栽培により、 トマトの生命力を大きく引き出

すことに成功しましたが、今の科学では説明できなぃ

のです。 ぜひ、 A T R研究所で心や意識の研究を行つ

て下さい」 と野澤さんは言われました。ご本人から直

接お話を伺い、ハイポニカ栽培法は、21世紀に向けて

の新しぃ生命思想を中心とした科学の誕生を明確に示

していること、そして、 「組織における理想的マネー

ジメントのありかた」を教えてくれていることを直感

いたしました。

このところ、 「イ ン ターネ ッ ト」 はマスコミがェクサイ
トするトビックになりました。実は、このインターネッ

ト が 「私のATRで働く幸選」 を運んでくれたのです。

私は10年以上前から電子メールの愛用者でした。 大学

内の電子ニュースグループで知つたATRに興味を持ち、

研究室長の東倉さんと連絡を取ることが出来ました。 電

子メールで 「日本では、私の体のサイズに合う自転車は

買えますか」 と質問したのをおぼえています。当時の私

の身長は193センチでしたから (ATRに来た後も少し

伸びた気がします)。答えは確か 「No problem」でした。

しかし、 ATRに動めて8年以上たった今、 私の乗つて

いるのはアメリカで買つてきた自転車です。 笑つてくだ

さぃ。

元 聴覚研究室研修研究員 ェ リ ッ ク  マクダーモット

(現人間情報通信研究所滞在研究員)



にの優れた視覚メカニズム、情報理解能力に学び、柔軟な適応力をもつ視覚情報処理の原理の解明と l
モデルの構築を図り、新しい眼球運動計測・解析技術とその医療診断への応用、 ニユーラルネットを用
いた手書きひらがな文字認識法の考案、 図形概念認識特性の解明とそれを利用した画像検索システムの

開発などの成果を得た。

注視点の動きのパターン

●ニユーラルネットを用いた手書きひらがな文字
認識法の考案

多様な変形のため認識が難しぃ手書き文字に関して、

ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの学習能力に着目した手書

き類似漢字、 手書きひらがなの高性能認識モデル、

さらには手書き漢字を対象とした大規模モデルを提

案し、 有効性を実証。

ニユーラルネットによる文字認識過程のシミュレーション



●図形概念認識特性の解明とそれを利用した画像検索

手法の提案

図形を思い浮かべる、すなわち、月l11内の理形概念形成の特性

を利用し、気に入つた顔を選ぶ課題を具体例にとった画像

検索手法を提案、その有効性を実験的に検証。

画像検索によって好みの顔のイメージを明らかにする
認知科学実験風景

l 人間の持つ優れた認知・学習・行動に関する情報処理メカニズムの原理解明とそれらのモデル化を進め、
視覚認知系の計算理論と神経計算モデルの構築、 ニユーラルネッ トワークによる画像処理モデルの構築、
運動制御メカニズムの神経計算モデルの構築などの成果を得た。

●視覚認知系の計算理論と神経計算モデルの構築

外界からの視覚情報である2次元網膜画像から物の形、 動

き、 記憶像などの3次元画像を脳内に復元する神経計算機

構のモデル化に成功。

3 次元視覚世界の
推定と再構成過程

内野
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光学過程(多 一一1 )
次視覚野内
( 3 次:1ii; )

I R: 網膜イメ ー ジ
( 2次元)

e光学過程 (多一-1 )
S R: 視覚の実世界
( 3次元)
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3次元画像脳内復元のモデルとシミュレーション



●二ユーラルネ ッ ト ヮークによる画像処理モテル

濃淡画像の特徴抽出、 情報圧結、 復元などの処理をニュー ラルネッ ト

ワークを用いた並列処理モデルと並列計算アルゴリズムで行う手法を

提案、その有効性を検証。

3次元画像脳内復元における知識の働きを示す陰影バ
ターン:写真の陰影パターンは、中央が〇に見える。
しかし 、 上下を逆転させると中央が凹に見える。 これ
は、 「光は上から」 という知識の働きによる。

ニューラルネッ トによる画像'l'言報圧縮 ・復元のシミュレーション実験
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●連動制御メカニズムの神経計算モデ

ルの構築

人の随などの運動軌道生成や運動制御に

おける神経計算の解法を= ユー ラルネッ
ト ワ ー クを用いて行う学習モデルを提

案。

腕の動きの柔らかさの計測

l 聴覚・音声知覚機構を解明し、人間の優れた機能に学んだ音声自動認識、合成などの新手法を開発する l
ことを目的とし、聴覚末梢系における周波数分析機能のモデル化と音声認識への応用、日本人による英

語/ r、 l/音の知覚に関する基本特性の解明、音声特徴の学習法、最小分類誤りを与える続計的バター
ン認識 - 学習理論の提案などの成果を得た。
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'' r jght'' ''l jght''

時間

r と l の音響的相違

●日本人による英語/ r、 I/音の知覚に関する

基本特性の解明

日本語と外国語の知覚を比較するクロスランゲージ的

な研究手法により、音素知覚の手がかり、知覚能力獲

得訓線などの視点から研究を進め、 日本人の英語/

r、 1/音の聞き取り訓練を効果的に行うための基本戦

略を明示。

/ r .  l / 音の聞き取り訓練
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●研究成果

自動翻訳電話の基礎研究

㈱工イ ・ ティ - アール自動翻訳電話研究所
元代表取締役社長 ;博 松 明

( 現電気通信大学教授 )

( l )  試験研究の目的

これからの日本にとって、 国際化が最も重要な課題であると言われていますが、 外国人とのコ ミ ュニケーショ

ンが充分にできているとはまだ言い難い状況です。 このような背景から、 郵政省自動翻訳電話システム開発推進

協議会が、 1985年に自動翻訳電話の開発に関する提案を行いました。 その提案によれば、 自動翻1訳電話の開発に

は15年の期間が必要であると述べられていました。 「自動翻訳電話の基礎研究」 プロジェクトは、  A T Rの発足

時のテーマの1つとしてl985年に開始されました。 プロジェクトの研究目標としては、 「自動翻訳電話を構成する

音声認識、 言語翻訳、 音声合成の各要素技術を高度化し、 これにより自動翻訳電話の実現性にっいて見通しを得

る こ と」 としました。また研究期間は7年に設定しました。

(2)試験研究の概要

研究開始当時、 一般に実現されていた要素技術はまだ充分なものとは言えませんでした。 音声認識にっいては、

単語を連続して発声した音声の認識が可能になりっつありましたが、 単語数は数百語程度の小規模なものに止ま

っていました。 言語翻訳は、 マニュアルや新聞記事などの書き言葉を対象にしたものが開発されていました。 し

かし、 日本語では、話し言葉は書き言葉と大きく表現が違うため、 そのままの技術を用いることは出来ませんで

した。 音声合成にっいても、 まだ充分滑らかな音声の合成は出来ていませんでした。 さらに、  これらの要素技術

を統合して1つのシステムとして動作させる試みは、 小規模のものを除いてほとんどありませんでした。

このような状況におぃて、本プロジェクトでは、①音声情報処理の研究、②言語処理の研究、③システム統合

処理の研究、 といった3つのサブテーマを設定し、 3研究室体制で研究を進めました。 この結果、 多くの研究成果

を挙げることができました。個々の研究成果の具体的な内容は、 各サブテーマごとに分類して後で述べますが、

大まかにまとめますと、 以下のような成果を達成することができました。

●プロジ .-,:. ク ト開始当時アメリカで提案されていた音素のHMM(隠れマル
コフモデル)をいち早く導入するとともに、このモデルの精密化を進めま

した。 さらに、 このHMMと高速単語予測解析手法であるLR解析方式を

結合したHMM-LR手法を提案しました。 これにより、数干語規模の連続
音声認識が可能になりました。

●可変長の音声単位を用いた音声合成方式(AT R v -Ta lk方式)を提案
しました。 これにより、滑らかな音声の合成が可能になりました。

●話し言葉に適した語彙主導型の日本語解析手法を具体化しました。 また、

文末の意図表現などを適切に翻訳できる意図伝達翻訳方式を提案しまし

た。 これにより、省略や複難な敬語表現などを含む日本語話し言葉の表

現を、適切な相手言語の表現に翻訳することが可能になりました。
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●以上のよう な要素技術を組合せ、 入力された音声を翻訳し、 相手言語の音声で合成して出力することのでき

るシステムを構築しました。 またこのシステムを用いて自動翻訳電話の国際実験を行い、 成功することがで

きました。



●研究の過程で作成した音声データベース、 言語データベースを外部にも公開し、 多くの研究機関で利用して

頂きました。

プロジェクトをふりかえって

プロジェクト開始当時は、 「自動翻訳電話」 という概念自身かなり目新しぃものでした。 このため、 A T  R が
「自動翻訳電話の基礎研究」 プロジェクトを発足させたことは、世界の多くの研究者の注日を集め、その成果が期

待されることとなりました。また、それまで音声処理技術と言語処理技術は異なる研究分野とみなされ、独立に

研究が行われている状況でしたから、 A T Rで双方の研究者が同一の目的に向かって研究を行うことにっいても

大きな関心が寄せられました。 とぃっても、  プロジェクトの開始当時は、 全く異なる研究背景を持つ研究者が互

いに相手を理解することはかなり困難であり、毎日カン力ンガクガクの議論が行われました。しかし、プロジェ

クトの進行に伴い、 音声処理と言語処理を統合的に行うという問題への意識が高まっていき、 これが最終段階に

おける音声翻訳実験システムの構築を円滑に遂行するのに大いに役立ちました。

研究の推進に当たっては、 出資企業から出向して頂いた研究員の大きな努力があったのは言うまでもありませ

んが、 この他に国際的な研究協力が大きな力になりました。 自動翻訳電話の要素技術には、言語によらない共通

的な技術と、言語に依存した技術に分けることができます。まず、海外から多くの研究員に客員研究員としてプ

ロジェクトに参加して貰い、前者の技術開発に寄与して買うことができました。これと同時に、米国の力一ネギ- ・ メロン大学、  ドイッのシーメンス社研究所/カールスルーエ大学と、後者、すなわち言語に依存した技術に
関して研究協力を行うことにしました。具体的には、各研究機関は、自国語の音声認識、自国語から相手言語へ

の翻訳、自国語の音声合成にっいて技術開発を行うこと、これらを相互に接続することにより、双方向のシステ
ムを開発すること、にしました。この結果、プロジェクトの最終年度には、日米独の3ケ国間で、世界で初めて

の 「自動翻訳電話国際実験」 を行うことが出来ました。 この実験は多くの関係者や報道機関の方に集まって頂い
て、公開で行いましたが、実験は無事成功に終わり、大きな反響を得ることができました。

自動翻訳電話の日米独三か国国際共同実験

3 2



音声認識技術としては、 音声スぺク ト口グラムの特徴を利用した工キスパー トシステム、 高い判別能力

を有するニユーラルネットを用いたTDNN、 続計的な音声のモデルとして主流となったHMMの3つの

異なった研究を進めた。 工キスパー トシステム、 ニユーラルネットの考え方は各々音声特徴パラ メータ
の探求、認識モデルの判別学習へと発展し、 HMMは話者適応法、 SSSアルゴリズムを用いたモデ'ル作
成法といった多くのオリジナルな技術を生み出しながら、 最終システムに用いられた。

i 1l l

●時間遲れ神経回路細(TDNN)による音声認識

一ユーラルネットを音声認識に利用する世界初の

試みとして 、頑健なニューラルネッ ト  (TDNN)

を考案した。 = ユー ラルネットにみられる判別能
力の学習は他の統計的認識モデルにも;取り入れら

れ、 これ以降の認識技術に大きな影響を与えた。

TDNN:Time-Delay NeuralNetwork

I remember my stay at ATR as one of the most productive and

happy times in my  workingl i fe as a scientlst.As one of the

0.0.B.'s(old, old boy), I 1oined, when ATR was stil l in the Tw in

Tower.on thelnvitation of K. Shikano, who  had just previously

been with us at Carnegie Mellon.The stay at ATR exceeded

my expectations. In today's world of ever shorter R&D cycles, it

is becoming increasingly rare to find an envlronment that

makes it its mission to promote science with a1ong - term
horizon, a place to create, a  place to discuss,brainstorm, and to

1-)1ay. It is fertile ground for innovation and for future industries.
ATR has provided me this window of opportunity . leading to
our originalwork on the Tlme-Delay NeuralNetwork(TDNN), a
techni llLue by whic1l NeuralNetworks could first be applied to

time varying signals.The method waslater awarded the lEEE

senior best paper award, and sti11is being used for a number of

rea1-world applications. Since those days . 「 now  direct the
Interactive Systems Laboratories at both Carnegie Me1lon

University and at University of Karlsruhe . from where we
continue to maintain a strong collaboration with ATR. 0ur  joint

project also grew into C-STAR . which now involves many
1aboratories from allover the world. I t  gives me great pleasure

and satisfaction to1ook back on a lm o s t l 0  years of joint

exp1orations.brainstorming,exchange of ideas and joint

demonstrations;l0 years of sharing of resources and visions,by

whic], we  a11were enabled and inspired to do greater thing.
元 音声情報処理研究室客員研究員 Alexander Waibel

(現 力一 ネギー ・ メ ロ ン 大 学教授 )  ( ア メ リ カ )

●書声スぺク ト口グラム上の音響

特徴知識を用いた音声認識

昔声スぺクトログラム (時間軸、周渡数軸の2次元上に音

声エネルギーの大きさを濃淡によって表現) 上に視覚的に

表現される音響特徴の知識を基にェキスパー トシステムを

構築した。 この認識アプローチは言語制約なしでの認識実

験で有効性が調べられた。 スぺクトログラムに現れる特徴

知識の利用は、 認識に有効な特徴バラメータを探求する上

で現在でも重要な指針となっている。



●少量データでの高速な話者適応

いろいろな人の声を認識するために、 発声者の少量のデー

タで適応するぺクトル量子化符号帳マ ツ ピング法による話

者適応法を提案した。 またこれに引き続き、 音響モデルの

高度化にあわせ、 移動べクトルの内挿と平滑化による移動

べクトル場平滑化法(VFS)を開発した。 これらの手法によ

って高速な話者適応が可能になった。

VFS:Vector Field Smoothing

初期モデル

コンテキス ト方向への分割

時間方向への分割

HMott/ 、、
、、l

/

/ /

●逐次状態分割法(SSS)による

高精度音響モデルの作成

高精度で頭健なHMM音素認識モデルを生成するために、

運次状態分割法(SSS)を開発した。 この方法では、 学習サ

ンプルに音響的な広がりに応じてモデルの精密化を進めて

いく。  この手法により、 隠れマルコフ網(HMnet)と呼ぶ表

現効率の高い音素環境依存HMMが実現される。

HMM:Hidden Markov Model

SSS:Successive State Splitting

l 音声合成では客観尺度に基づいたシステム構築、 合成規則の最適化を追求し、 ATR v -Talk合成システ l
ム、 ぺクトル量子化を用いた話者変換といった種々の合成技術を開発した。 これらによって音声コーバ
スに基づく音声合成手法を確立した。

●非均一音声単位接続型音声合成システム
ATR v -Talk
接続歪み、接続点コストなどの客観尺度に基づいて、 目的

の音素系列に最も適する音声単位を音声デ ー タベース中か

ら自動的に選択する手法を確立し、 自然性の高い音声を合

成できるATR v -Talkシステムを開発した。音声デ ー タベ
ースから選択される単位は、 単一の音素から長い音素系列

までの種々の大きさの単位が使われる。 上記手法の確立に

より、異なる音声デー タベース (例えば、異なる話者や異

な る デー タベース ・サイズ)を用いた場合にも自動的に自

然な合成音声が得られるようになった。

ATR:Automatic Tuning of Prosodic Rules

v (NUU) :Non-Uniform Unit
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●ベクトル量子化を用いた声質変換

スぺクトル、 パワーおよび音声基本周波数をそれぞれ独立

にベクトル量子化またはスカラ一量子化しておき、 異話者
のコー ドブックに対してすべてのコー ドベクトルの対応関

係を求めることにより声質変換を行う方法を開発した。 コ

ー ドベクトルの対応関係は学習音声デ ー タをDPマ ツチン

グして求め、合成時には話者Aの音声を量子化し、コー ド

に対応する話者Bの音声データを復号化することにより、

話者Aから話者Bへの声質の変換を行う。

/ :k /

s /

話者Aのコ ドブック i着者Bのコー ド プ ッ ク

●音声データベース

音声認識および音声合成の研究には正確に音韻ラベルが付

けられた音声データが極めて重要である。 このため、 男女

両方の多数の話し手による重要単語(約5,000語) ゃ音韻

バランス文(約50 0文 )などの音声を録音し、音韻ラべリ

ングを行うとともに、音声基本周波数分析結果やアクセン

ト位置、係り受け解析結果などのデー タを整備した。本デ

ー タベースは現在、 日本語の標準的な音声デー タベースと

して広く国内外で研究に利用されている。

a:-

私にとって、 A T Rでの3年2ヵ月問は疾風怒涛のよう

な、しかしまことに充実した日々でした。先代室長が前

半約4年で音声認識技術を立ち上け'られた後を受けて、

後半3年間で独自の高度技術を確立し、 7年問のプロジ

ェクトを国際公開実験の成功で館るとぃう役割は大きな

プレッシャーでした。20人以上の研究員がほぼ全員入

れ替わる中で、3人しかいない管理職は200%働くしか

なく、150%働いても50%分は叱られ通し。研究員もよ

く il重張つてくれ、 本当に感謝しています。3ヵ国問自動

翻訳電話公開実験では、技術内容とともに記者説明から

司会まで担当し、大変好意的に報道されたことが、うれ

しく印象に残つています。

元音声情報処理研究室室長鞋蛾山茂樹

( 現日本電信電話㈱と ューマンインタフェース研究所

音声情報研究部 音声処理方式研究グループリーダー )

設立当時、 メ イ ンの計算機はDEC社のVAX8600でした。

この当時最高速ミニコンの性能も、現在ではェン ト リ ク

ラスのパソ コンにも劣つています。 計算機の進歩がまさ

に飛躍的であったこの時代に、 7年間を通じて常に最先

端かっ良質の研究用計算環境が維持されたことは、 プロ

ジェクト成功の大きな要因だったと思います。研究所幹

部の先見性・決断力と、サポー ト部 ltli1の地道な努力に深
く感謝しています。

元普声情報処理研究室研究員武田 一裁

(現名古屋大学工学部電子情報専攻助教搜)



l 日本語の話し言葉を解析し翻訳する技術を開発することを目標として、希望や依頼などを表す意図表現 l
や主語 ,目的語を省略する表現などを適切に翻訳する手法を実証的に示した。特に、語彙主導型の文解

析手法と日本語対話文翻訳手法は音声翻訳実験システムの翻訳処理部を構成した。

●日本語対話文解析手法の開発

書き言葉と違つて、  話し言葉特有の文法規則を提え、話し

手の意図に関する様々な表現を扱うことが不可欠である。

そのために、 新しぃ日本語対話文解析手法を提唱し、

具体化した。その手法では、語から句や文を自動的に構成

できる語集主導型の文法モデルを採用して、 日本語対話文

の解析を可能とした。さらに、 日本語に良く見られる 「わ

たし」 や 「あなた」 などの語を省略する表現に対しては、

文末に現れる待過表現などの使われ方を解析し、 省略語を

補完する方式を開発した。

意l要l伝連翻訳方式

西
(例文:会構に参加し
たいのですが)

解析

●用例利用型翻訳手法の研究

音声対話を翻訳対象とすることから、 言語表現のゆれや多

様な言い回しの表現、 ならびに断片的もしくは不完全な文

にも対処できる柔軟な翻訳処理技術が益々必要になる。 そ

のために、 翻訳処理の高速化と柔軟な能力を実現する新し

い翻訳技術の探究を進め、 人間の言語活動を反映する連想

メモリなどを利用した新しぃ用例利用型翻訳手法にっいて

その有効性と将来性を示した。

36

●日本語対話文翻訳手法の開発

発話内容を適切に翻訳するために、 発話の命題内容と発話

の意図を分離する新しぃ対話文翻訳の手法 「意図伝連翻訳

方式」 を提案し、 従来技術では取り扱いにくかった発話の

意図に関する助詞や助動詞の複合部分の翻訳を見通し良く

翻訳できるようにした。

「もしもし」 と入れで'He1lo'と出て< るまでに10秒はか

かったでしょうか。初めて動いた翻訳実験システムです。

これには、 やはり初めてのフランスからの研究生、 才色

兼備のナディンさんに因んでNADINEという愛称をっ

け、かなり長い問使いました。その彼女も今は3児の母。

音声グループとのカンカンガクガクも今となってはなっ
かしい。

元言語処理研究室室長相沢輝昭

(現広島市立大学情報科学部数授)



●対話理解型翻訳手法の研究

話し手の意図の表現は、質問・応答などの発話のやり取り

を明示し、 円滑な対話進行を司つている。 その意図を把握

することにより、発話間の関係付けが可能になり、対話全

体に渡る話の流れを捉えることができることを示した。プ

ラン認識技術を拡張して、 そのための具体化技術を実現し

た。その手法により得られる文脈情報を使うことにより、

音声言語翻訳システムにおいて次に現れる発話タイプを予

測する手法を実現した。

l 各要素技術である音声認識、言語翻訳、音声合成を1つのシステムとして続合するための技術について l
研究を進めた。 HMM -LR連続音声認識手法の考案や、意図伝達翻訳方式に基づく翻訳システムの開発を
進め、 最終的には約l ,500語の語彙を取り扱える音声翻訳実験システムA S U R Aを構築した。

●HMM-LR連続音声認識手法の開発
音声認識では、母音や子音などの音素モデルと、 日本語の

構造を定義した言語モデルを用いる。 A T Rでは、音素モ

デルとしてHMMを、  言語モデルとして文脈自由文法

(CFG)を用いた新しい連続音声認識手法であるHMM-LR法
を開発した。 この方法では、 LR構文解折手法とぃう方法

により、  文脈自由文法の情報を用いて次の音素を予測しな

がら音声認識を行う。 このため、 高い精度で認識すること

ができる。

CFG:Context Free Gramrnar

●営語データベースの構築

自動翻訳電話の研究においては、 実際の会話にはどのよう

な表現が現れているかを充分に把握しておくことが重要で

ある。このため、模提的な電話会話を行い、その内容をデ

ー タベース化した。 このデータベースには、 会話の内容そ

のもの以外に、 各単語の品詞や、 対応する英訳などが付加

されている。



●音声翻訳実験システムASURAの構築

日本語の音声を認識し、英語、 ドイッ語へ翻訳し、相手言

語の音声を合成して出力する音声翻訳実験システムA S U

R Aを構築した。 A T Rで開発したHMM-LR連続音声認
識手法や、意図伝達翻訳方式などの技術が用いられている。

「国際会議への参加問い合わせ」 の会話をサンプルとして、

約1,500語の語彙数を取り扱い、 80%ほどの高い精度で相

手言語まで翻訳することができる。

ASURA:Advanced Speech Understanding

and Rendering System at ATR

●自動翻訳電話の国際共同実験

アメ リカのカーネギー ・ メ ロ ン大学 、  ドイッのシー

メ ンス社研究所 /カー ルスルーエ大学と共同で、

1993年l月に自動翻訳電話の国際共同実験を行つた。

各研究機関が開発したシステムを相互に接続するこ

と に な り 、 A T  R は A  S URAを用いて日本語音声

の認識と、 相手言語への翻訳を行い、 また A T  R で

開発したATR v -Talkを用いて日本語の音声合成を
行つた。実験は成功裏に終わり、多くの関係者や報

道機関の方から、 将来の自動翻訳電話の実現に向け、

明るい展望を開いたという費辞を頂いた。

A T Rには3年間お世話になりましたが、 最も印

象に残つているのは、 日米独三力国を結ぶ自動翻

訳電話の共同実験です。 この実験では実施責任者

として準備にあたりましたが、直前までトラプル

続きでほとんどバニ ツ ク状態でした。しかし、担

当者の必死の努力と、索良の神仏の御加護l?に

より、  当日の実験は予想以上の大成功を収めるこ

とが出来ました。

元 データ処理研究室主幹研究員 谷戸 文廣

(現国際電信電話㈱研究所音声言語処理

グループグループリーダー )

7年間のプロジェク トを実施し、 音声認識、 言語翻訳、 音声合成の各分野で大きな成果を挙げることが出来ま

した。 また、 これらの技術を統合した音声翻訳システムを構築しました。本プロジェクトの成功は、 将来の自動

翻訳電話の実現に向け、 大きな一歩となったと考えています。 また、 本プロ

ジェクトは内外にも大きなインパクトを与え、その結果、近年、各国で類似

の研究が開始されています。 しかし、 誰でもが手軽に利用できる自動翻訳電

話を開発するには、 まだまだ多くの問題を解決する必要があります。本プロ

ジェクトの成果をバネに、 新たに発足した 「音声翻訳通信研究所」 では自然
な話し言葉を対象に、 さらに発展的な研究が進められています。

l:f:1

プロジェクト概要
試験研究期間 : l986年4月
̃1993年3月

(7年間)

試験研究費総額 : l66億円
研究員 : 延べ147名



●研究成果

知的通信システムの基礎研究

㈱工イ・ティ  ・ アール通信システム研究所

代表取締役社長 寺島 信義

( l )  研究の目的

21世紀の高度情報社会を展望したとき、 私達にとって情報通信サービスが、 益々重要な役割を果たすことが予

想されます。情報通信サービスが、私達にとってなくてはならない物になればなるほど、誰にでも使い易いヒュ

ーマンフレンドリーなサー ビスが求められます。 そこで本試験研究では、各種通信システムにおいて、ソフトゥ

ェアに重点を置いた基礎研究を行い、 通信システムの高度化、 知能化を図ることを目的としました。

(2)研究の概要

研究期間10年を前期(4年)、中期(3年)、後期(3年)に分け、前期では、関連要素技術にっいて幅広い研究

を展開するとともに、研究目標イメージの具体化を図りました。中期では、研究目標イメージに沿つて重点化し

たテーマに展開を行い、後期では、これらを集大成し、基礎技術の評価と確立を行うこととしました。

この間、基盤技術研究促進センター よりl990年、1993年の2回にわたる中間時技術評価において、高い評価を頂

いたところであります。

研究の目的を達成するため、 ①通信ソフトウェアの生産性向上、 サー ビス間の競合検証、 ソフトゥェア改造時

の渡及範囲の抽出等をねらぃとしたソフトゥェアの自動作成、 ②受け手主体の次世代テレビ会議システムの構築

をねらいとした臨場感通信会議への知能処理応用、 ③臨場感通信会議のための画像処理等の信号処理、 ④ネッ ト

ワー ク や デ ー タ ーべースでの情報漏洩を事前に検出するセキュリティの4つのサプテーマに分けて研究を行い、

これらの研究テーマにっいて、 10年間精力的に研究を進め、種々の成果を得ることができました。

プロジェクトを振り返つて

( l )具体的な目標イメージの創造

2̃3年毎に変る出向研究員が研究の中心を占めること、 しかもぃろいろな機関、 会社から出向してくること、

外国からの研究員も多いこと、研究が時眼研究であること等を考慮すると、研究目標のイメージが明瞭で具体性

があることが望ましぃことは言うまでもありません。 そこで、この試験研究では、つぎのような目標設定を行う
こととしました。

まずソフトウェアの自動作成に関する目標設定にっいてであります。今後、通信の高速化、高機能化により通

信サービスの多様化が予想されます。 そこで本研究では通信の専門家でなくともサービス仕様を記述し、 サー ビ

スをシステムに導入できることを目的に 「誰でもがサービスを定義し、 その動作を確認できる」 仕様記述、動作

確認の研究を目標に設定しました。 また、 同時に 「新規にサー ビスが導入された時の既存サービスとの競合検証
が自動的に行える」 ことなどを目標に置き、 このような目標に向かって研究者がそれぞれの創意工夫を行い、 研
究を行える環境を整えました。

また、 もう一方の研究の柱として 「3次元画像の認識、記述、再構成」 を日標として設定しました。私達は
「臨場感通信会議システム」 という新概念を世の中に先駆けて提案し、 この具体イメージの下に画像の認識、記述、
再構成、表示の研究を行うことにしました。このような具体的イメージを各研究者が念頭において、それぞれの

テ ーマを研究することで、最終的に同じぺクトルに収束することが期待できるからです。



そして、 具体的イメージを持つことにより、  「ソフトゥェアの自動作成」 にしても 「臨場感通信会議システム」
にしても、要素技術を続合してプロトタイプが容易に構築でき、 要素技術の評価に役立てることができたものと

思われます。 さらに、  このような基本概念が各自の脳裏にあるために効率的な研究のブレークダウンが行われた
ものと評価しています。

(2)日に見える研究所

基礎研究というのは、 息の長い、 目立たない研究の積み重ねであります。 しかし研究所が国を始め多くの民間

の企業からの出資をいただぃて成り立つ以上、 研究活動が目に見える形になっていることが望ましいことも確か

で、研究が目に見える形になれば、外部の方にもご理解いただくことができょうというものです。そこで、前節

に述べた具体イメージの明確化による効率的な研究推進と相まって、 この具体イメージ'を具現化することで研究

所の顔が見えてくるわけで、その1つが 「ソフトゥェア自動作成システム」 であり、その1つが 「臨場感通信会議

システム」 であります。「臨場感通信会議システム」 は1994年9月に京都で開催されたI TU(国際電気通信連合)

の全権委員会議の展示会に出展し、大変好評を頂いたところであります。こればかりではなく新 l l1l1取材、雑誌取
材、 見学等で取り上げられ、 わが研究所の顔としての役割を果たすところまできたといっても過言ではなぃと思

います。

研究成果があがるにっれ、 研究成果の普及も大切になってきます。 世界的に成果が知れわたるにっれて学術的

国際学会から招待講演の依頼も舞い込んできます。 このような機会を積極的に活用して、 講演やデモを行うこと

で成果の世界的な普及に役立つのであります。研究者、 マネージャと色々なレベルで対応することで、 われわれ

の成果の普及がきめ細かい世界的な拡がりを見せることになりました。

( 3 )  出向期間に見合つた:i-ーマ設定
研究を実際に行うのは出資企業から派造される研究者であり、 外国からの研究員であり、 プロパーの研究員で

す。 これらの研究員が十分に力を発揮できる環境作りが極めて重要であり、 そのために研究所にきた時に問題意

識を持たせることが大切です。 出向研究員であれば出向期間中 (2̃3年) に何を日標に研究を行うかを意識づけ、

最低限の目標として論文、特許、国際会議、それぞれに少なくともl件投稿することとしました。このような問

題提起を行い、 あとは研究者が自分なりに計画をたて研究を実現して行く訳で、 概ねこの目標は達成されたもの

と評価されます。 そしてこのようなノルマを具体的に設定することで、研究者のやる気もでてくるのであります。

( 4 )  柔軟なチャレンジ精神

研究にあらかじめ答は用意されていません。 答が判つていることは研究をする価値はなぃと言えます。

テ ーマによっては難しくて打開の系ロが見い出せないものもあるし、 研究を進める中で別な視点から研究した方
が良いものなどが判つてきます。 しかし、 これはやってみなければ判らない、 ある程度やってみて初めてそのテ

ーマの難しさ妥当性が見えてくるものです。 また、 その時点で別なァプローチが良ければ果敢に方針変更する勇

気も必要です。そして、 それまでの成果をまとめ、 より目標設定に近いテーマにチャレンジする、研究にはこの

ようにダイナミックな取組みが要求されます。勿論、研究によってはどんなに難しくてもチャレンジすべきテー

マもあります。この判断は研究者のセンス、研究マネージャのマインドによる所が大きく、まさに試線の繰り返

しです。

(5)国際的な研究交流の推進

国際的なレベルで研究交流を行うと研究活動に役立つことが多く、 文化、 言語や慣習などの違いが研究の進め

方、知見などにバラェティをもたらし、これがわれわれの研究に良いインパクトを与えることになります。交流

の仕方としては、分野の相互補助的な研究分担やポスドク、大学院学生などの受入などがあります。

たとえば画像認識技術をとりあげて見ます。私達は人物像の認識を対象としています。 しかし自然界や別の対

象の認識技術の研究を行つている研究者と研究分担をすることで、 人物像とは別の対象の認識技術の知見が私達

の手元に入り、これが研究に大いに役立ちます。 また、受け入れた外国の大学院生を交えた研究でも、 テーマ討論

などで、別の視点からの見解が示されることが多く、このことが大いに刺激材料になります。 このように国際的

な研究交流の促進が、 研究所の人間を剌激するだけでなく、 研究成果の構築にも大いに役立つことになりました。

4 0



設計者

●E-Rモテルにもとづくプログラム生成
対象とする世界の概念を直接記述し、それからプ

ログラムを生成するシステムを開発し、従来手法

に比べて4倍の生産性があることを確認した。

サービス仕様記述例

図形による記述支援

(端東0とR通話申1
キャッチホン仕様の
,...アニメーション表示

端末a話申呼び出し)

端末Pと0通話中)

アニメーションによる記述確認

ソフ ト ウェアの開発においては、 仕様が不正確なまま下流工程に進み、 下流工程で膨大な手戻を生じて
いる。 開発の初期段階でできるだけ正確な仕様に仕上げることを狙いとし、 さらに非専門家とのインタ

フェースまで考盧した上流工程における正確な仕様の獲得のテーマに世界に先馬区けてチャレンジした。

●設計情報の蓄積と再利用

ソフトウェアの保守に必要となる、設計時のノウハウを蓄

積し、 再利用するための支提システムを開発し有用性を確

認した。

概念による対象世界の認識

入出力
フ ァ イ ル

通信料金計算の仕様記述例

●通信サービス仕様記述言語

要求仕様記述の内部表現として、通信サービス仕様記述に親和性のあるプロダ

クションルールに基づく仕様記述言語STRを開発し、その有用性を確認した。

●図形による仕様記述とアニメーションによる確認
非専門家が要求を記述し、結果を確認できるよう図形による仕様記述

とァニメーションによる結果の確認手法を確立し、 28個のサー ビスに

ついて記述実験を行い有用性を確認した。
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設計上流工程を攻めろ

テーマの截り込みには大変;送労しました。あれこれと思

い悩んだ末、 ソフトウェア開発に当たっては、仕様に誤

りが発見された場合の手一良 りが非常に高価なものにな

る。 即ち、上流工程における正確な仕様盤得がキーであ

ることを考意して、ATR在籍中は設計上流工程を支援

する技術の検討に的を被ることにしました。非専門家で

も簡単にソフトゥェア作成ができるのでは…。そんな事

を追いかけあっという間に過ぎてしまった4年間でした。

元 通信ソフトゥェア研究室 主任研究員 平川 豊

( 現日本電信電話㈱ソフ ト ゥェア研究所ソフ ト ゥェア

技術研究部主幹研究員)

『 e  主要な研究成果一主要な研究成果
通信ソフトウェアの自動作成 .
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日本語から内部表現への変換例

●要求理解

1曖昧・断片的な要求仕様から完全な仕様を獲得するための、 誤

り検出・ 修正手法として、既存ルールとの照合、抽象モデルを

用いたモデル推論、ぺトリネットを用いた高速推論手法等を確

立した。

ーキャッチホンサービスと着信転送サービス
を合成した場合一

趙合前の状態 つ
-
・

●プロ トタイプシステム概要

キャッチホンサービス

.1l lt転送サービス

自然言語と図形を用いて記述された要求仕様からC言語の

プログラムを生成するプロトタイプシステムを構築し、要

素技術の有用性を検証するとともに従来の手法に比べて、

生産性が4倍になる事を確認した。
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入力

●日本語による仕様記述

非専門家が記述し易い日本語による仕様記述を

可能とするため、  自然言語で記述された要求仕

様をコンピュー タが処理できる内部表現(形式

言語) に変換する手法を開発し、 有用性を確認

した。

→要求

↑補完

盾を除去した
サービス性組

( 1 )  正確なルール
( 2 )必要なルールが

全て完備

能 :ルール記述誤り富0,'- -
断片的;ルールの欠落 .: j ' 二 .

要既存ルールデータぺ' ース

既存ルールを用いたルールの入れ替え、挿入

●サービス競合検証

単独でサービスを提供する場合には問題がな

くとも、他のサービスと同時に提供する場合に

は異常な振る舞いをする場合がある。 このた

め、異なるサービス間の仕様の不整合を検出し、

修正を支援する手法を確立するとともに、国際

会議に本手法を提案し高い評価を得た。

●国際会議

1995年10月、 国際会議 ( I E EE第3回フイーチャインタラ

クシ ョンワー クショップ )  をATRに誘致し、研究成果を

アピールして高い評価を得た。



l 違隔地にいる会議参加者が一堂に会している感覚で会議をしたり、 共同作業を行うことができる会議環
境である 「臨場感通信会議」 の実現を目指し、臨場感表示、人物像処理、協調作業環境、画面データベース

等の要素技術の研究を進め、所期の成果を得た。 本テーマでは、 人間にとって自然な考え方、 やり方で
システムを利用できることを目指し、言葉、手振りによる3次元物体の操作、生成などの成果を得た。

言語と指差しによる地図案内の例

●マルチレベルオントロジーによるイメージの可視化
本研究は、人間が頭のなかで思い描くメンタルイメージを、

日常の表現手段である自然言語や手振りを利用して可視化

する手法に関するものである。自然言語による表現を2レ

ベルオントロジー と呼ぶ概念と形状に関する2つの知識体

系を利用して解釈する手法を提案し、 一般的な基本形状の

組み合わせで表現することにより、 最終的にはそれら基本

形状に対応するグラフイックスコマンドのレベルまで翻訳

するメカニズムの有用性を確認した。更に、手振りによる

補助的な表現を可能とした。

43

●言語指示と指差し動作による地國案内システム

位置関係の指示語を対象に、人間にとって使いやすぃ自然

言語の指示語における曖昧性を考慮し、たとえば 「右」 と

いう指示語に対応する位置を数値に変換する技術を考案し

た。この技術により、言語による位置指示に基づいて、画

像上の指示された対象を同定し、 地図画像が対象に関して

持つている情報を表示出力できることを確認した。

メンタルイメージを言語と手振りで可視化する概念図

研究室の立ち上げ

A T  R発足と同時に出向したが、オフイスには最初の仕事である物品調達で手に入れた机、精子、電話、書棚しかなく、A

TRの研究は、実に紙と鉛筆からスター トした。特許出願を出すことになっても何の決まりもなく、明細書作成、特許事務

所の選定・契約、事務処理要項の作成、そして出願と言う一連の作業を進めることによりA T R第1号 (から第4号 )の栄書

を得た。また研究テーマの発掘を目的に毎日、毎日ハイレぺルの識論をし、その中からl臨場感通信システムの研究テーマの

骨格が出来たように記憶している。今後もAT R発足の時のような、自由な発想、夢を追つて仕事に取組みたい。

元知能処理研究室主任研究員秋山性二

(現日本電信電話㈱マルチメデイア推進本部マルチメデイアサー ビス部アプリケーション開発プロジェクト担当部長)



l 「臨場感通信会議」 実現のため3次元画像を対象に要素技術の研究を進め、 眼鏡無し立体表示、 画像処 l
理による手振り認識、 実時間人物像の認識 - 合成などの成果を得た。

●非接角lll視線検出

額と幢孔の3次元空間位置をァクティブカメラで計測し、

眼球の回転中心と幢孔から視線を検出するアルコ°リズムを

考案し、機器非装着の高速、高精度な視点 ・視線検出技術

を確立した。

非接触の視線検出例

●実時間手振り認識

手の重心等、 画像から安定して得られる特徴による手の位

置・姿勢および各指の曲げ認識アルゴリズムを提案した。

3台のカメラにより

オクルー ジ ョ ン な

く、 パ イプ ラ イ ン

型の画像処理装置

を用いて、  毎秒約

10回の手振り検出

を実現した。

非接触の仮想物体操作例

●実時間衝実検出

効率的な階層的空間分割法を考案することによって、3次

元空問内の衝突面を実時間で検出する技術を確立した。 複

数の複雑な一般形状の物体が変形しながら自由に運動する

環境で、物体の術実する面の組を特定でき、4000ポリゴン

程度の物体同士の衝実面を約70ミリ秒程度で、 検出でき

ることを確認した。

この結果を、  仮想

空間の物体操作の

高度な支援などに

利用する こ とがで

きる。

街突面の色変化による提示例
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●視点追従眼鏡無し立体表示

従来の観察位置が画定されていたレンティキュラ方式に対

し、観察者の視点検出機構と投影画像の拡大 ・縮小および

左右移動機構を設けた視点追従日良鏡無し立体表示を考案し

た。75インチ大画面スクリー ンおよび高精細投影光学系を

設計・試作して等身大の人物表示を実現した。

レンティキュラスク リーンの表示例

グラフ イ ッ ク ス  幌点検出装能

ワークステーション

視点追従眼鏡無し立体表示構成図

ヒューマンインタフェースへのVRの導入
私が入社した設立後1年のA T Rには様々な剌激を受

けた。 今でも思い出すのは、 社長から研究員まで参加

して定時後会社でビールを:度i11みながらの識論を (ほぼ

毎日)したこと(当時は研究所は大阪の京橋にあった)。

もちろん自由な家囲気で自身の三次元ユーザインタフ

ェースの研究に打ち込めたことも忘れられなぃ。この

ような環境の中で小林室長の「面自そうだから買お

う l 」 の二つ返事の許可で東大の廣1lllll先生に紹介され

て日本で3番目に離入したDataGloveが、 いろいろの

アイデイアのネタとなり i反想物体操作の研究に役立つ

たのは間違いなぃ。 V R技術の進展はめざましく、今

後のl0年でどうなるかまた楽しみである。

元知能処理研究室主任研究員竹村治雄

(現奈良先端科学技術大学院大学情報処理学専攻助教授)



●力覚フィードバックと小型ディスプレイによる

仮想物体操作

超音波モー タを用いた力覚フイ ー ドバック装置を開発する

とともに、小型ディスプレイと組み合わせ、仮想世界での

高精度作業インタ ー フェースを実現した。本装置により、

ユー ザ ーは違方にある物体をあたかも面前にあるかのよう

に操作できる。力覚フイードバックによる操作反力は、重

量や材質、 :衝実とぃった不可視情報を提示し、操作性の向

上に寄与している。

iEの表情接出
(マ一カ追跡)

、、、
据の動き枝出
(テ 'ータグロー ブ )

体の画転移動検出
l磁気tンサ)

人物像の実時間認識 - 生成

3地点間会議の実現例

人体の
各パーツ

3 [1

ワ イ ヤ ー

フレーム
モテ'ル

ヤーフレーム

:、 ーツ

●マ一カ不要の顔表情検出 ・ 再現
従来、 実時間表情検出のために顔に貼付していたマーカを不

要 と す る 表 情 検 出 法 と し て 、  DCT(Discrete  Cosine

Transform)を利用する手法を開発し、 24フレーム/秒の処理

速度での正確な表情検出を実現した。また、 リアルな表情再

現のために種々の表情表出時の顔の3次元形状計測結果に基

づく新たな再現法を開発し、 任意の表情を20フレー ム/秒の

速度で再現できることを確認した。

人物像3D
モデルの生成

カ ラ ー

テクスチ' l ,

力覚フィー ドパックと
小型ディスプレイによる操作例

●人物像実時間生成

会議参加者の表情と体の動きを検出して、

顔だけでなく、上半身も含めた3次元人物

モデルにおいて、高速の汎用グラフイック

スワークステーション上で、約6フレーム /

秒の速度で検出された表情と動きを再現す

るシステムを実現した。

CG顔画像の再現例

●3地点聞実験システム

要素技術の研究成果を組み合わせ、「臨場感通信会議」 の総合評価

を行うとともに、提案システムを多くの人が体験できる場を提供

するため、 3地点を結んだ実験システムを構築した。

本システムは、 人工現実感による仮想空間を複数の人間が共有

して協調作業を行える例としては、世界初である。なお、本シス

テムは、 l994年9月に京都国際会館の展示会場と会場から約40km

離れたATR研究所内の2つの部屋の計3ヵ所を1.5Mbps1回線で結

んでの実演が行われ、 その有効性が確認された。
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セキュ リ テ ィl 通信網のオープン化により、 企業や個人の大量のデータが通信システムを介して伝連・蓄積・処理される l
ようになってきた事に鑑み、 企業機密やプライバシーの漏l演l ・改ざんを防止する手法について研究し、暗

号化アルゴリズム、 データベースへのセキュ リテイ設計支援システムを開発し、 その有用性を確認した。

●セキュ リティ設計支援
デ ー タベースのセキュリテイ設計支援システムとして、ア

クセス要求と機密要求が与えられた時に両者を満足するア

クセス制御デー タを自動生成する手法を確立した。

「間題点は?」
「で、 問題点は何?」 とATR出向中によくっっこまれま

した。担当テーマはシステムのセキュリテイ評価。初め

ての分野で、どこから手を着けて良いかわからず、 いろ

いろ文献を調べ、 あれこれ思い悩んで研究方向を決めた

つもりでも、 大抵この言葉でっき返されるのでした。

しかし、 やはり対象分野の問題点をしっかり把握しなぃ

ことには良い研究は始まらなぃんですよね。 問題点を自

ら発見することの重要性、 難しさを認識させられた

ATRでの3年間でした。

元 通信ソフトウェア研究室研究員 荒木禎史

( 現 ㈱ リ コ一 研究開発本部情報通信研究所
マルチメデイア研究センタ651研究室主任)

研究のまとめと今後への期待

抽出

対象システム
m計

tl キ ュ リ,・ ィ 般 計

y8
平文_

セキュ リティレベル設定支援

非線形シフトレジスタを用いた
ス ト リ ーム暗号方式

シフトレジスタ

;,l8 __,14 1K3 't2x1

非線形変換部

y= a x+bmod28

暗号文

●ス ト リーム暗号方式

画像情報の特質を考慮し

た、 安全で効率の良い暗号

アルゴリズムとして、非線

形シフトレジスタ形のスト

リーム暗号方式を確立し、

従来に比べて、 非常に効率

が良い事を確認した。

この試験研究も関係各位のご協力によ り、 数々の成果を挙げ予定通り終了することができ ま した。

この研究では、試験研究の当初は、未開発であった技術が開発され、具体的な姿を現してきました。 これらの最先

端の技術が生み出された結果、学術的にも大きな役割を果たすことができました。

たとえば、ソフトゥェアの自動作成の先進的研究が契機となり、1993年1月に電子情報通信学会に「通信ソフトウ
ェアの新しい方法論」に関する時限研究会が発足し、わが研究所はこの中で大きな役割を果たすことができました。

また臨場感通信会議システムのプロジェクトにっいては、IEEEのR0-MAN (ロポットと人間のコ ミュニケーショ
ンに関する国際会議)、ACCV (アジア地域のコンピュータビジョン国際会議)  などで主導的役割を果たしました。

皇太子殿下ご夫妻のご来臨をぃただいたITU全権委員会議 (京都開催) の電気通信展での臨場感通信会議実験シ

ステムの展示もェポ ッ ク ・ メ ーキングな出来事でした。 本研究で得られた新しぃ概念や、 それを実現する要素技
術は今後、 学術的にも産業応用的にも大きな役割を果たしてゆくものと思います。 これらの数々の要素技術は、

将来の高度情報社会の構築に貢献するものと期待しております。

さらに本研究を発展的に展開し、 新分野を開拓することを目的に、 1995年

3月に設立された(株)エイ ・ ティ・アール知能映像通信研究所に対しても、 引き

続きご指導ご相更撻たまわるようぉ願いいたします。

最後に、 この10年間変わらぬご支援をいただいた基礎技術研究促進センタ

一及び出資企業の関係者の皆さん、 ご指導いただいた内外の諸先生方はじめプ
ロジェクトの関係各位のみなさんに深甚の諾意を表し、ご挨拶といたします。
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プロジェクト概要
試験研究期間 : l986年4月

̃1996年3月

(10年間)

試験研究費総額 : 167億円
研究員 : 延べ190名



●研究成果

光電波通信の基礎研究

㈱工イ ・ ティ  ・ アール光電波通信研究所
代表取締役社長 猪股 英行

本プロジェク トは、 将来、 無線通信が最も重要な役割を果す移動通信、 衛星 ・宇宙通信の分野に重点を置き、

これらに共通に必要となる高機能伝送系及び小型・軽量化通信系のための基礎技術の確立を目的に、 研究期間10

年、研究費総額165億7,300万円の計画で1986年4月26日に開始され、 1996年3月末日をもって終了しました。将

来の高度な通信インフラストラクチャーの一端とともに、 その実現に必要な種々の研究テーマを図1に示します。

それらを整理して以下の五つのサブテーマのもとに研究を進めました。 それらは、 将来の高度な通信インフラス
ト ラ ク チ ャ ーが備えるべき、 グローバル、 パ ー ソ ナ

ル、 大容量の情報伝送を高速で可能とするための要

素技術の研究であり、①小型・軽量、高効率、大容

量の通信が期待できる 「光衛星間通信」、②複雑な電
波環境におけるインテリジェントな機能の発揮が期

待できる 「アクティブアンテナ」、③移動通信に特有

の厳しい電波伝搬条件を克服するための 「信号処

理・干渉除去」、 ④携帯型端末の小型化等に必須な、

無線周波数帯における (アナログ)  「回路小型化」、
⑤新しい物性や物理現象を利用し、 従来に無い新し

い電子デバイスや光デバイスの実現を目指す 「通信
用デバイス」、の研究です。 図 l  研究テーマ

研究内容の具体化にあたっては以下のことに留意しま した。 それは、 短いタイムスケールで或る程度の進展が

見込めるような従来技術の延長線上に位置する研究(これも実用化に際しては重要) では無く、新しぃ観点から

の段階を一歩一歩積み上げるような(その過程が研究であり、センス、時間、努力、忍耐を要する)、そして、一
歩一歩積み上げることがうまくできた暁には、結果として大きなブレークスルーが得られるかもしれなぃような

研究とすることです。

具体例として通信用デバイスの研究を考えてみます。 現在幅広く実用化されているGaAs半導体デバイスは

GaAs結晶を垂直に切り出した面((1,0,0 )面 )を用いており、また、今なお、この面が有する物性を高度に利用

するための研究に多くの研究機関がしのぎを削つていますが、 本プロジェクトではGaAs結晶を斜めに切り出し

た面 ( ( 1,1, l )  面等)、 いわゆる高指数面の研究を取り上げることにしました。その当時、 高指数面の研究はまさ

しく基礎研究段階で、 (1,0,0) 面に比べて発光効率などの物性値が優れているとの指摘がなされているに過ぎませ

んでした。 しかし、 高指数面は優れた物性を有するとぃう点でポテンシャルの高い材料であり、 このボテンシャ

ルの高さを徹底的に追求してデバイスに利用することができれば、 従来のデバイスがやがて突き当たるであろう

技術的な壁に対するプレークスルーに成り得るものと判断しました。

さて、 GaAs高指数面の優れた物性を利用できるようにしてやろうという信念のもとにMBE装置等を導入して

実験的な研究を開始しましたが、 その第一段階となる、 「きれいな膜面」 が得られるようになるまでにも大変な試
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行錯誤と年月 (約4年) を必要としました。 そして第二段階として、 GaAs高指数面にSiを不純物に用いてできる

伝導型 (p型かn型) を、 膜を生成する際の諸条件によって精密に制御する技術を確立できたのは大変大きな成果

でした ( (1,0,0) 面半導体では伝導型の制御に異なる不純物を必要とするので、 p型とn型の接合を得ようとする

場合の工程が複雑となる)。 これらの成果の積み上げが幸いにもうまくできたことによって、 簡単な構造と工程に

よる横型トンネル接合トランジスタを実現でき、 エサキダイオー ドの発明以来の長期にわたる懸案であった、 ト

ンネルデバイスの三端子化に大きなブレークスルーとなり得る答を出せたものと考えています。 GaAs高指数面の

研究を第一歩から始めたことによって新たな知見やノウハウを多々得ることができ、 また、 それらの成果を国際

会議等で積極的に発表したことにより、 現在では本分野における世界をリードする力量がATRに在ると広く認め

られています。

以上、 テーマ発掘のポイントをGaAs高指数面の研究にあてはめてご紹介しましたが、 次頁以降で述べる主要

な研究テーマにおぃても、このポイントを強く意識して取り組みを進めました。

プロジェク ト をii、りかえって
本プロジェク トを実施した1986年度からl995年度までの研

究者数、研究発表件数、特許出願・登録件数の推移を図2̃4

に示します。 これらの結果には以下のような運営方針が反 ]1央し

ているものと思います。

(1)発足当初の研究員の確保に大変な努力を払いましたが、そ

(2)

(3)

(4)

(5)

の甲斐が早く も2年目の1987年には現れ、 研究者の数はほ

ぼ40人の定常状態に達し (図2)、 直ちに活発な研究が開

始され、新たなァイデアが生み出されました(図4)。

研究の1サイクルとして、 或る程度の見通しが得られた段

階で可能なものは特許出願し、国内学会で発表し、さらに

深めて研究会で討議し、 国際会議発表で自信をっけ、 論文

にまとめて投稿するというステップを階むように指導して

きましたが、ほぼ達成されていることがわかります(図3)。

研究者の約8割を占める出向研究員の滞在期間が約3年で

あるため、 対外発表の件数には3年周期の傾向が見られま

す。出向の初期にアイデアが多く出(図4)、出向期間の後

半以降に研究発表が多くなっており (図3)、 上記の研究サ

イクルが順調に進んだことを示しています。

特に、国際会議での発表にしりごみしないように注意して

おり、年に1回の国際会議での発表は、“義務に近い権利

である”  と位置づけて指導してきたことが徐々に実つてい

ます(図3)。また、その機会を利用して代表的な研究機関

を訪問し、 交流を深め、 見聞を広めることを奨一1意111してきま

した。その結果、1回の外国出張の平均は10日を越してい

ます(但し、最長でも2週間)。

1989年度に研究発表件数が微減し、 特許出願件数の減少が

見られますが、 これは、 日々の研究の舞台を発足当初のツ

イン21ビル(大阪)から、現在の関西文化学術研究都市

の本舞台に移行した際の諸々の制約が現れたものです。
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図 2  研究者数

図 3  研究発表件数

図 4  特許出願・登録件数



レーザのビーム幅が極めて狭いことを利用して衛星間の通信を高効率に行うために必須となる、lｵ

rad以下の捕捉 , 追尾精度を有する高性能光アンテナ、 高速信号の高出力・高感度送受信の技術確立
に重点を置き、 装置の試作開発を行つた。 また、  これら装置の性能を地上実験室内において評価するた

めの 「自由空間レーザ伝送シミュレータ」 を開発し、 実環境を模擬した総合実験を通じて、 光衛星間通
信方式の基礎技術を確立した。 さらに、 光衛星間通信が重要な役割を果たす2層構成衛星通信ネットワ

ークを提案し、 その有効性を示した。

●小型捕捉追尾系

高精度非球面鏡を開発す

るとともに、独自のジン

バル軸配置により20 k g

とぃう小型軽量化を達成

した。

●高速高出力光送信器

波長0.8µ m帯のLDによ

り2.5Gbpsの高速動作と

60mWの高出力を連成。

●高速高感度光受信器

Si-APDとGaAsプリアン

プを一体実装し、2.5Gbps

の高速、 一27dBm(BER:

10- f ) の高感度動作を実

現した。

-,,'●i :・

●レーザ伝送シミュレータ

光コンパ ク ト レ ン ジ法に よ り 、

姿勢変動のある衛星間での狭ビ

ーム伝送を短い距離(17.5 m ) で

正確に模擬できる。

光送信器

光受信器

●ネオジウム添加ファイバ型光増幅器

LD励起Nd:YAGレーザの高い安定度を有する

1.06µ m光を30dB以上増幅でき、 光送受信器の

特性を大幅に改善できる[レーザ一学会優秀発

表賞受賞]。

●2層構成グローバル衛星通信網構想
マルチメデイアの通信に適した2層軌道構成によるグ

ローバル衛星通信システムを提案し、 この中で重要な

役割を果す光衛星間リンクの基本特性の検討を行つた。

研究立ち上げ時の思い出

10年前 「光電波通信の基礎研究」のサプテーマとして選ばれ

た 「光衛星間通信」 の研究に着手した時、参考文献も(特に
日本には)ほとんどなく、 最終的なシステムのイメー ジは比

較的はっきりしているものの何から手を付けるべきか、手探

りの状態が続いたことは今でもよく覚えています。とりあえ

ず、 半導体光源の調査結果と回線設計をまとめョーロッパの
国際会識で発表した論文が (まったく )  意外にも好評であっ

たため少し自信を持ち、 その後は通信総合研究所から来られ

た荒木さん (現同所字宙技術研究室長) を始めとする文字ど

おり産・官・学の優秀な研究者に意まれて何とか研究を軌道

に乗せることができたと考えています。

元無線通信第一研究室室長安川交二
(現国際電信電話㈱グローバルマルチメデイア推進室担当次長)
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アクティブアンテナ _1

移動体搭載を想定し、 送受信号分離度の良いアンテナ素子、 干渉波除去アルゴリズム、 信号処理部の

AS IC (専用LSl) による小型実装法等の技術の確立に力点を置き、 次世代のアンテナとして期待され

るディジタルビームフォーミング(DBF)アンテナの有効性を実証した。また、超広帯域信号のビーム

形成機能を有する光制御アンテナ (光の空間並列信号処理機能を利用したマイク口波アンテナ) の基礎
技術を確立した。

●移動体衛生通信用L帯DBFアンテナ

所望波

◆
受信信号

◆
送信信号

電波暗室でのDBFアンテナ評価実験や衛星

電波の移動受信実験によりDBFアンテナの

高機能性 (移動体がその進行にっれてどの

ように向きを変えようとも、衛星等基地局の

位置情報を必要とせずに自動的に所望渡を

捕らえ、干渉渡を除去できる)を実証した。

●光制往l1アレーアンテナ

MMIC一体化に適したスロ ツ ト結合で、 送

受分離度の高いセルフダイプレクシングア

ンテナ(単体性能で分離度40dB)を開発し

た [電子情報通信学会学術奨励賞受賞]。

マルチビーム形成やアダプティ ブビーム形成のための

信号処理部を小型に実現するASIC実装技術を確立し

た。インテリジェントァンテナとしてのDB Fアンテ

ナの移動通信への導入可能性を実証した。

通信用ディジタルビームフォーミングアンテナの実用化

DBFアンテナの研究開始当時は、 学会のアンテナ研究会で発表すると

「ディジタルビームって電波がデイジタルで出ていくんですか?」など

と質問を受けたが、 DSPを用いた通信用のl6素子フェーズドアレーの

開発までこぎっけ、 東京工業大学の後藤尚久教授からも 「DBFはもの

になりそうだね」 と言われるまでに成長した。その後の研究員のみな

さんの努力により、適応化アルゴリズム、さらにASICを用いた小形化

も実現し、 通信用として実利用の道が開けた。実用化に向けた今後の

課題としては、 数の多いAD変換器の小形・低消費電力化やL0信号の

分配方法、 それからコストも含めた適用システムの問題が挙げられる。

元無線通信第一研究室主任研究員中條渉
(現郵政省通倍総合研究所企画部主任研究員)

光の空間並列信号処理機能に着目 した新しぃタイプのマ

イクロ波アンテナ。光給電部は周波数依存性が無い(1.5

zで実験的に確認) ので、 超広帯域の複雑形状ビームが簡

単な構成で実現できる可能性を有する。 実用までには、 光 ・ 電気変換効率の

改善等克服すべき課題はあるが、基本的機能は実証された。
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l 移動通信で問題となる多重波干渉による劣化をディジタル信号処理により改善することを目的に、 二ユ l
ーラルネット等化器やアダプティプアレ一基地局アンテナを提案し、優れた特性を明らかにした。 また、

高性能干渉除去方式を提案し、 干渉除去と波形等化の両機能に優れた効果が得られることを示した。 さ

らに、 これらの手法を応用してレーザマイクロビジョンの実用化技術を確立した。

マルチパス伝搬路

等化信号
「ll l」一L

●ニユー ラルネット等化器

並列処理による高速化が有望な .ニユー ラルネット技術を適用した

波形歪:等化器を提案した。シミュレータによる リアルタイム等化

実験で、 高速な収束性を確認した。

●アダプティブアレ一基地局アンテナ

セルラ 一基地局にァダプティブアレーアンテナを適用し、 干渉波
除去に非常に有効なことを明らかにした。隣接したセルでも同じ

周渡数が使え、 周波数利用効率がl6倍程度改善できる。

パス選択 パス合成 シンボル推定

f 1

f2

f f、 、、/
同じ周波数の

無線ゾーン

●高性能干渉除去方式

アダプテイブアレーアンテナと等化器を有機的に結合した干渉除

去方式を提案した。 干渉除去と波形歪等化の両者に大きな効果が

あり、  現行の100倍程度の高速化が可能になる。

●レーザマイク口ビジョン

半導体や光学部品に含まれる10µ mオーダの微細な3次元内部構造

を、数分以内で非接触・非破壊に診断し、表示する装置の実用化

技術を確立した。さらに数10分の信号処理により1µ mオー ダの分

解能で3次元像が得られる見通しを得た。

カ

内部

ハマチの目l?
「束京の人は生き馬の目を抜く様な事をするから気を付けなさいよ」、 との母の忠言を振り切つて駆け落ちした東京の女性が

現在の女房である。今も書労が總えなぃ。さて、生き馬の目ではなぃが、我々はハマチの目を抜いて実験台に国定し、3Dレ

ーザマイクロビジョンの医療機具への応用を考えてみた。最近、近視の治癌法として、角膜の表面をェキシマー レーザで削
って矯正する手術がある。500ミクロンある角膜を100ミクロン程度削る。 しかし、エキシマーレーザは女心と秋の空どころ

でない。 非常なお天気屋で、 経験的デー タから照射時間を定めている現在、 レーザがヒステリーを起している日に出喰した

ら正しく目もあてられない。そこで、3Dレーザーマイク口ビジョンのプローブ光をレーザメス光の中に忍び込ませ、削り量

を測定しながら手術する方法を思い付き、 ハマチの目をくり技いて実験台に使つた次第である。 やっている内に、 図のよう

な構造が浮かび上がった。屈折率が周期30ミクロン程度の鋸の刃状になっている。表面反射を防ぐための神の造形、 もしく

は自然の神秘をマイクロビジョンが果いたのか、 それとも既知の事実か。 眼科の専門

医に尋ねてもハ ツ キリとした答が頂けなぃ。結論が出なぃうちが花なのかもしれない。

招聘研究員 トロント大学教投 飯塚 啓吾

l;i



l ァナログ回路の小型化に必須なMM IC (モノリシック ・ マイクロ波集積回路) の高集積化、 高周波化を l
目指して、 線路一体化FETや多層化等の新たな構造を提案し、 小型化と共にミリ波帯への高周波化を
連成した。さらに、光と電波を融合した光ファイバ ・ ミ リ 波バーソナル通信の伝送実験により、移動通
信でもマルチメディア化が可能なことを明らかにした。

●線路一体化FET (LUFET)

線路とFETの電極を一体化する構造を提案し、 小型化 ( 集 積 度約

3倍)を達成した[ IEEE  Microwave Prize受賞]。この構造により各

種回路の広帯域化も実現した。

●光/ミリ波変換器

今後の光ミリ波集積回路などの重要性を捉え、光電波融合

技術の検討を進めた。 HEMTやHBTの光応答性を利用し

た光/ミリ渡変換器を開発し、 ミリ波信号を光に乗せて光

ファイバで伝送する基礎技術を確立した。

●光ファイバ ・ ミ リ 波バーソナル通信
ミリ渡無線通信と光ファイバ通信を融合して両者の特徴を

活かしたシステムを提案した。モデルシステムの構築・伝

送実験(40GHz帯、伝送速度100Mbps以上)により、動

画伝送など大容量パー ソナル移動通信の可能性を示した

[電波功績賞受賞]。制御局からミリ波電波を光ファイバで

直接伝送することにより、無線基地局を小型化・経済化で

きる。

浮避導体

1- 一 一:===:- - 
、 解a路 一 - ' 

la農 Cポリイミ'ド')- 
? 空lf き一
開 導 体  接地導体

(iaAs基板

方向性結合器の構造 平衡型増幅器
(縦l .2mm、 横2.3mm)

●多層化MM IC

半導体基板上に誘電体層を設け、 その上に受動回路を積層

する多層化MMICを提案し、さらなる小型化(集積度 : 約

10倍)と設計自由度の增大を達成した[電子情報通信学会

論文賞受賞]。 また、 多層化構造を活かした高性能な方向

性結合器の開発により、 各種機能回路を実現した。 これら

のMMICは50GHzまで高周渡化できた。

高周波回路小型化技術の研究

「次世代移動体通信基盤技術」 の要素技術として、脱時

計レぺルの超小型携帶機等の実現に向けたMMICの研

究を発足時からスタートした。その具体的な研究企画の

段階では、 他に類のない独創性、 高い効用のある将来性、

および学術的ならびに産業界への大きなインパクト、 の
三つの視点から当時の限られた数人で検討を重ねて、 「3

次元MMIC」 を世界に先駆けて取り上げた。 これと並

行して考案した 「線路一体化FET(LUFET) 」は 、そ

の新新なコンセプトが認められて 「IEEE Microwave

Prize」 を受賞したことは大変幸理であった。現在、

LUFETは応用が着実に進みっつあると共に、 3次元

MMICは1チップ送・受信機の実現ができるレベルま

で、さらにはミリ波フォトニクス技術へと大きく展開し
つつある。 研究所発足時の関係者の一人として大変喜ば

しい限りである。

元無線通信第二研究室室長相川正義

(現 日本電信電話㈱ ヮイヤレスシステム研究所

主席研究員)



新しい物性や物理現象の解明およびその利用に重点を置いて、これまでに無い新しい通信デバイスを実
現することにより通信デバイスの高機能化、 高性能化への新しい道を開くことを狙いに研究を進めてき
た。 具体的には、 新物性を示す材料の探索、 高機能光デバイスに聚がるデバイス構造の開発、 更には計
算物理の手法のもとに非線形 (複雑系) ダイナミックスを利用した新デバイス概念の創出という課題に
取り組んだ。

●横型 トンネル接合 トランジスタ

GaAs高指数A面の特性である、シリコン

不純物の伝導型をp型またはn型に制御

できることを利用して、横型のバンド間

トンネル接合を実現した。更に、簡便な方

法でゲート電極を形成し、集積化に適し、

高速動作、多機能性が期待できる横型ト

ンネル接合トランジスタを実現した。

ドレーン ゲー ト

断面構造図

●面発光レーザ

GaAs高指数面((311 )A面)が持つ優れた光学特性とそ

の異方性を利用して、 世界最小レベルのしきぃ値電流密度

(160 A/cm2)とレーザ光の偏波細御性を有する高性能面

発光レーザ ( 渡 長 : ̃950nm)を実現した。

↓光出力
断面構造図

A105Ga05AS

nGaAs SL-DQW
A10.5Ga05AS

AIAs/GaAs DBR
(bottom mirror)
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電流電圧特性

幻の研究所一A T Rツイン2 l
私がATRに赴任したのは10年前の1986年3月、 まだッ

インビルもオープン前の時で、 研究所とはぃえオフイス

ビルの部屋に机と電話があるのみ、 ここでどんなデバイ

ス ・材料の研究をやれるのかと不安でした。 通信デバイ

ス研究室は最初私一人で、 光素子と計算物理のテーマで

人集めから研究計画立案、 役所対応など目の回る忙しさ

でした。そのうち研究者も增えてきましたが、ハー ドの

研究には測定機器や材料処理のための実験設備が欠かせ

ません。西日本一の最新のオフイスビルのなかにドラフ

トなどの特殊設備を入れるとぃう一見無理なこともビル
側の理解により可能になり、 実験室の整備が進んで実質

的に研究を始められたのですが、 これらの具体的研究の

実組iが新研究所の設計に役立ち、 また現在のATRに受

け継がれていることを思うと皆の努力も報いられるので

はなぃでしょうか。 このほか計算物理の立ち上げゃ新研

究所の建設など思い出は山のようにありますが、 きっい

仕事も、 11,、人数の家族的業がりと(当時はATR全体で

週1回夜に社長などと一結にテニスを楽しんだりしまし
た)、何ごとも初めてで自分たちが途をっけるというゃ

りがいに支えられ、 結構楽しぃ日々を送ることができま

した。ツインビルからの引つ越しの日に、光電渡全員で

寄せ書きをしました。私は「燃えっきた靑春」 と:書き、

皆からひやかされましたが、 今か .ら考えてもその思いが

します。今はそのツインビルに跡形もなぃ「幻の研究所」、

それは間違いなく現在のATRのなかに生き続けていま

す。 ATRのますますの発展をお新り致します。

元通信デバイス研究室室長藤本1照1

(現日本放送協会放送技術研究所研究主幹)



●超格子キャ リア輸送の新しい素過程の解明

超格子内の光動起キャリア輸送において、 従来不明であっ

たバリァ中のx量子準位(破線の準位)の働きを、新たに
発見したX準位を経由した輸送機構 (赤の実線で示した経

路)をもとに解明し、キャリァの捕捉、輸送遅延に影響を

及ぼすこととともにx準位が関与する発振現象の存在を明
らかにした。

電気系 機械系

超伝導 -・口- 超潤滑
摩擦がゼロの状態

a A s井戸層

G a A s / A I A s超格子のバンド図

●超潤滑

電気抵抗がゼロとなる超伝導状態と類似した、 物質が接触する

面内での運動摩擦がゼロとなる超潤滑状態が存在することを理

論的に予測するとともに、その存在を実証した。

●光力オスデバィス

カオスが有する変化の多様性、 自律性を利用したカオスデバイスを提案した。 非線形遅延帰還型システムにおける光カオ

スの発生機構、制御法を明らかにし、光カオス利用の自律的信号発生、記憶、検索機能を実現した[科学技術庁第53回注

目発明]。更に、高速光ヵオスデバイスのプロトタイプ回路を試作し、通信系への適用を図り、光ネットワー クの合流器

における光パケッ ト信号の術実の自律的回避をデモし、 その有効性を実証した。

光電渡通信の基礎研究として10年間にわたって取り組んだ五つのサブテーマの概要と主要な研究成果をご紹介

しました。それぞれ当初目標を達成するとともに世界の注目を集める成果をあげるなど、 学術的、 工学的に大き

く貢献することができました。  また、 これらの成果の中には早期の実利用が

期待できるものもあり、  それらにっいては実用化に向けた展開を図つており

ます。世界の技術開発動向、社会・経済動向等を踏まえますと、本研究分野

は今後ますます重要性を増し、 さらに発展させる必要があります。

最後に、10年間にわたり多大なご支援・御協力をぃただいた内外の関係機

関の皆様に厚く御礼申し上げます。

カオス

レーザ強度 ( µ )

非線形遅延帰還型システムの発振特性
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プロジェクト概要
試験研究期間 : 1986年4月

̃1996年3月

(10年間)

試験研究費総額 : l66億円
研究員 :延べ154名



●研究成果

ヒューマンコミュニケーションメカニズムの研究

㈱工イ・ ティ , アール人間情報通信研究所

代表取締役社長 東倉 洋一

「@日経サィ工ンス」

( l )  試験研究の目的

コミュニケーションの理想は、情報や環境の 「共有」 による場所、時間、言語、文化、 メディアの壁を超えた
インタラクションです。その具体的な姿は、ユーザがネ ッ ト ワー クやコンビュータの存在を意識することなく、

視覚、聴覚、触覚のような五感から表情、ジェスチャーまであらゆる機能(モー ド)を効果的に動員したマルチ

モーダルなコミ ュニケーションの実現にあります。 このような前提のもとに、ユーザである人間の優れた機能 -
行動に学び、 人間の情報生成 ・ 処理機構と充分な整合性をもっヒューマン コ ミ ュニケーションの要素技術を確立

することが本試験研究の日的です (図1)。

( 2 )  試験研究の概要

言語やイメージなどの情報は、どのようにして頭の中に創り出されるのでしょうか。これらの情報は、 どのよ

うな形で神経を伝わり、 どんな仕組みで音声やジェスチャーなどとして表現されるのでしょうか。 また、 目、 耳

などの感覚器官からの情報が理解されるためには、 どのような形で神経を伝わり、 頭の中にどんな情報を創り出

すのでしょうか。本試験研究では、 これらの問題を解明し、 その研究成果を利用したヒューマンコミュニケー シ

ョン要素技術の確立を目的として、(1)音声言語情報生成機構の研究、(2)視覚情報生成機構の研究、(3)情報生成

統合機構の研究、 の3つのサブテーマを設定しました。 初年度は3研究室、 二年日からは6研究室体制で研究を進

め、 4年が経過しました。本試験研究の研究フェーズは図2に、 これまでの成果の具体例は表1に示すとおりです。

図 l  試験研究の目的 図 2  試験研究の研究フェ一ズ



プロジェクト前期をふりかえって
先雖の 「ATR視聴覚機1能研究所」 との一年問の同居生

活。所帯は別々であったが同じ屋根の下で、 姑、 小姑も

ATR人間情報通信研究所を設立し、 A T Rの5つ目 ぉり当初は普労の連続であった。 また、 rネ ク タ イ . ヵ
のプロジェクトとして本試験研究 「ヒューマンコミュ  バン ・日本人 ・サラ リーマン 」の世界から、 r ノーネク
ニケーションメ力ニズムの研究」 を実質的に開始した タイ ・ナップザック ・外国人 ・研究者」の世界へと異国

のは1992年度です。研究期間は2001年までの9年間 に来たような、 一種のカルチャー ショツクがあったが、

であり、文字通り r21世紀の扉を開く」 研究プロジェ いずれも月日が経つにっれ徐々に解消された。慣れたと
ころで、 企画課のカウンターの中から研究者を見ている

ク ト と してのスター トでした。
と、なぜかシルクロードの交易の町を、異情報、異文化

本試験研究の内容は、 l993年3月末で研究活動を終 とぃぅ宝物を1l1事え往き来する旅人のように思えた。
了した視聴覚機構研究所が積み上げてきた成果を充分

に利用しっつ、さらに発展的な新規分野を開拓するこ 元企画課長川畑芳彦

とを基本としています。工学、心理学、生理学などの (現目本電信電話㈱大阪研修センタエンジニアリング

異分野間の壁を乗り超えたトランスディシプリナリ  研修部門担当部長)

(超分野的) な手法による本試験研究の遂行は、 視聴

覚機構研究所が行つた基礎研究の壮大なる実験の結果、 産み出された重要な研究理念です。

本試験研究では、ユーザである 「人の機能・行動に学ぶ」 研究の具体的な展開に当つて、新しい視点の導入を
図りました。第一は、1の( 1 )で述べたように 「人のコ ミュニケー ションは本質的にマルチモー ダルである」 と

する視点です。第二は、 「情報の生成と知覚の密接な係り」 を重視する視点です。例えば、話すことと聞くことの
関係が具体例です。第三は、「月選コ ミュニケーション」 として、人の月置の構造や機能に迫る新しい研究アプロー チ

の採用です。進化システムや人工生命を具体的な切り口としています。

本試験研究では、前述の3つのサブテーマを設定し(1の(2)参照)、研究を実施してきました。1995年5月には、

基盤技術研究促進センター ( K  T C) の規定に基づき、 研究内容と進捗状況などをまとめた中間時試験研究報告

を提出しました。 この報告に対する技術評価結果によれば、研究の進捗、 プロジェクト運営共に高い評価が与え

られ、 今後の研究の一層の進展への強い期待が示されました。 本試験研究開始以来4年間の主な研究成果は表1の

とおりです。

表 l  研究成果の具体例

( l )  人材への重点投資
研究の具体化にあたり、研究期間の前期3年間を新

しい研究の視点やアプローチによる研究計画具体化の

期間と位置付け、 「研究は人なり」 の考え方のもとに

研究費の人材への重点投資政策を採りました。研究員

の流動性を雑持しっつ重要テーマおよび研究方針の継

承を十分に行うためには、 研究室長を含む研究指導層

によるプロジェクト期間中の一貫した指導体制が必要

です。このため、プロジェクト初期における研究指導

層のプロパ一研究員としての確保に努めました。また、
歴史が浅く研究成果の蓄積が少なぃ新規開拓分野の効

率的な立ち上げを狙い、 世界からの適材の確保を積極

的に進めました。 これが 「進化システムと人工生命」
の国際的研究チームの結成として実つたゎけです。 こ

の結果、 トランスデイシプリナリな研究アプローチに

必要なバランスのとれた研究者構成を実現できたこと



が、 その後の活発な研究活動と質の高い成果を生むための原動力となり ま した。 研究者の国際化も一段と進み、

海外研究者の比率は通年で約30%に達しています。 しかし、 これら異質性と流動性に富む研究環境の定着には今

後の継続的努力が必要と考えています。3研究室体制、 約20名の研究員でスター トした体制は、2年目からは6研

究室、研究員60̃70名の定常規模で推移しています。

(2)  情報発信基地として

情報発信基地としての役割を強く意識した運営を行つています (図3)。 学会、 国際会議、 学術誌への積極的な
研究発表は、4年間(1996年2月末まで)で総計819件に達しています。しかも、発表数だけでなく、工技院電総

研との研究交流による小脳の運動制御機構の研究における理論と生理実験を融合したトランスディシプリナリな

成果が英国科学誌ネイチャーに掲載されるなど、 質の面でも高い評価を受けています。

主たる研究テーマに関連するワー クショップやシンポジウムなどを積極的に開催することによって、研究の成

果を世界に間うとともに広く国内外に研究協力ネッ ト ワークの構築を行い、このネットワークを活用した研究の

加速的推進に努めてきました。

「顔と物体認識」 に関するシンボジウムを3回に渡つて企画 ・ 実施しました。 視覚の計算理論、 認知心理学、

神経生理学などの分野で世界的に活躍している第一線の研究者の参加を得て、 顔の認知に関する国際的な研究ネ

ッ ト ワーク作りに重要な役割を果しています。また、「音声知覚・生成における生物学的基礎」 に関するワークシ
ョップを企画 ・ 実施しました。本試験研究の研究視点

の一つである 「人間の音声コ ミュニケーションを支え

る音声の知覚 ・ 生成能力は様々な感覚と密接に結び付

いており、 人間の総合的環境把握能力の上に構築され

ている」 という考え方を国内外にアピールし、 音声の
知覚 ・ 生成研究に新しぃ流れを生み出すことに成功し

ました。更に、「進化的計算論に関する国際会議」 及

び「第4回人工生命ワークショップ(Artif icialLife IV)」
への積極的成果発表が国際的な関心と注目を集め、 当

研究所が進化システム - 人工生命研究の世界的拠点の
一つであることが国際的に認められた結果、 「第5回人

工生命ワークショップ(Art i f i c i a lL i f e  V)」 を奈良に
誘致することに成功しました (1996年5月開催予定)。

(3)研究活動の評価

本章で述べた研究所運営上の積極的な施策が、 「人
が人を呼び、 情報が情報を呼ぶ」 好循環な環境を実現

すると共に、 研究員の展用に関しても買手市場を形成

し、プロジェクト前期における研究の進捗に結び付い

たものと考えています。結果として、当研究所の研究

活動と成果に関する新聞、 放送などマスメデイアの報

道も研究進捗に伴つて增加し、 1992年3月末から1996

年2月末に到る約4年間の新聞報道は231件、 T V放送

は20件を数えました。また、本試験研究の成果等に対

して受けた学会等外部団体からの表彰も、 すでに16件

( 2 2名)に達しています。主な賞に、平成5年度科学

技術庁長官賞 (研究功績者賞)、 第11回大阪科学賞、

1995年度日本文化デザイン大賞などがあります。

古都とハイテクは相性が良いようだ。 1992年2月に新プ

ロジェクトの準備のためにATRに異動し、奈良に引つ

越して、まず家族が喜んだ。ちょっと散歩に出れば、教

科書でしか知らなかった史跡にすく'に出会う。 家内は早

速奈良の歴史教室に通いだし、 専門家のガイドっきで寺

社めぐりを始めた。私の方は、家族が古都を楽しんでい

るのを幸いに、 家庭サー ビスを放り出して研究プロジェ

クトの具体化に頭を被ることができた。数千年の歴史を

昨日のように感じることのできる環境の中では、「人間

は、進化、発達、適応等の様々な時間スケールの環境と

の相互作用を通じて動的に変化するシステムである」 と

いう言業が自然に響く。この4年間の様々な研究成果は、

この言葉に科学的な要付けを与え、 この言葉は、 プロジ

ェクトの成果を将来の社会に還元するための座標を与え

る。やはり、ハイテクは古都に限る。

第一研究室室長河原英表'

図 3  戦略的な情報発信



l 音声言語情報生成機構の研究では、肉声の響を作り出す音声合成技術、人の音声言語認知能力に迫る音 l
声認識技術に向け、鼻腔の精密3Dモデル、 「変換聴覚フィー ドバッ ク」 を利用した音声の基本周波数制
御における知覚・生成相互作用の基本特性の定量的解明などの成果を得た。

●鼻E空の精密3Dモデ'ル
MR I  (磁気共鳴画像法)

を 用い る こ と に よ り 、 未

知領域であった生体の鼻

1ll空の3次元形状の精密計測

を可能とした。これによっ

て、 従来の死体解剖デー

タによる知見を塗り替え、

肉声の持つ鼻音の音響特

徴再現の可能性を明示。

声の高さに伴う声道の変化

(a )咽頭後壁面から5.4cm前方 (b)l因頭後壁面から8.4cm前方 MRlデータによる鼻腔の精密3Dモデル

MRlデータによる豊腔の3次元計測

●声の高さと音色が調和した母音生成モデル

人の発声発話器官で行われる声の高さの変化とこれに伴う声道 (舌、咽、口蓋で囲

まれた声の通り道)の形状の相互作用の基本特性をモデル化し、 声の高さに調和し

た自然な音色をもっ母音を生成できるコンビュータモデルを実現。

母音生成のコンピュータモデル

● 「変換聴覚フィー ドバック」 の開発と声の高さ制御の生
成/知覚相互作用モデル

音声の生成と知覚 (話すことと聞くこと )に関して、新しぃ実

験とデータ解析の手法 「変換聴覚フイードバック」 を開発。こ

の手法を使つた音声の基本周波数制御における知覚 ・ 生成相互

作用現象の発見と基本特性の定量的解析に成功。

5 8

変換聴覚フィー ドバックの実験イメージと得られた相互作用特性



び、ぽ、ば、といった3つの音を聞いたときにできる音のマスキングパターン

●音声スぺクトル情報の聴覚的表現法
音声に対する聴覚の性質の中で最も重要なマスキング

特性の時間周波数的な適応機能を効率良く表現する新

しいパラメー タを提案し、 音声認識性能向上における

有効性を検証。

l 視覚情報インタフェ一スにおいて重要な 「自然な立体視」のための要素技術の確立、環境の認識 ・理解 l
のための視覚基本情報の抽出などを目的とし、 連動残効現象を利用した奥行き運動知覚機構の解明、 複

数の物体の形やその動きが重なり合つた多重 ・ 多義的視覚情報抽出の続一的な数学理論の提案・体系化、

顔認知に関する基本的諸性質の発見などの成果を得た。

● 「自然な立体視」 に必要な視覚特性の解明
視覚パターンの生成過程では、 運動残効現象を利用した新

しい実験による奥行き通動知覚機構の解明、 両眼融合視で

の知覚1:'・ずみの定量的把握など、「自然な立体視」のため
の要素技術に向けた基本モデルの構築と検証。

大画面スクリーンを用いた奥行き運動知覚の実験

人工的な画枠 (バーチャルフレーム) によって
奥行きの知覚ひずみを除去した自然な立体視



●藤認知に関する基本的語性質の発見

額 イ メ ー ジの形成要因となる顔の形態的特徴に関する

実験的検証。 顔を見る角度によって同定能力が変化す

る顔認識の視点依存性に関する基本的性質を発見。

同 一人物の顔の視点による見え方の変化
優しい 明るい

怖い 暗い

顔の印象を左右する形態的特徴の計算機による合成

I 連動制御の学習の本質に迫る基本モデルの提案とモデルの有効性に関する生理学的、実験的検証、連動 l
制御と学習に関して 「見まね」 学習(人の動作を見てまねる)モデ'ルの提案とけん玉学習口ポットによ
るモデルの有効性検証、さらには、進化システムや人工生命などの未開拓分野への挑戦によるソフトウ
エア進化とハー ドウェア進化に関する具体的な可能性を示すことに成功した。

〇学習と行動の神経計算モテルの生理学的 , 実験的

検証

未熟な運動と望みの運動との誤差を減少させる学習機能に

よって逆モデルを習得し、 俊敏な運動も望み通りに連成で

きる逆ダイナミクスモデルの提案とその生理学的検証に成

功 (通産省電総研との研究協力)。

多関節運動にお[jる制御原理の解明



表面筋電位入力による腕の運動軌道予測の計算機シミュレーション

● 「見まね」 学習モデルを提案
順モデル(運動神経情報から腕の動きを推定する)と逆モ

デルの繰り返しによる運動軌道生成のモデルに基づく 「見

まね」 学習(人の動作を見てまねる)の原理をけん玉学習

ロボットによって検証。

-
・

．
・

・
'1

●筋電位入力による仮想身体運動モデル

表面筋電図から腕の通動軌道を予測する身体

運動モデルをニユーラルネッ トワークで構築

し、筋電位データを訓線データとして使用す

る学習によってヒューマンインタフェース要

素技術としての有効性を確認。

「見まね」 学習モデルを使つたけん玉口ポット
@安友康博/Newton

このl重i、 私の住んでいるジョージア州アトランタで開催されるオリンピックから  「けぃはんな」 での未来オリンピックがひ
らめぃた。それはロボットオリンピックであり、最初の競技ロボットを作るのはATRである。 様々な人の動きが可能で、

「見まね」 や実際の練習から学習するのは勿論、 コーチや熟練者からのアドパイスを活用できるヒューマノイドロボットであ

る。はたして我々は人間より利口なATRロボットを作れるだろうか。答えは多分イェス。では人間より優雅で軽快な動きを

するロボットはどうか。 これは非常に難しい。なぜなら筋肉のように柔軟で、 鞋いモータがないからだ。しかし、人や生物

に学べば、 重いモータでも大丈夫な制御理論を作れるだろう。

けぃはんなオリンピックのルールはどうなるだろう。ロボットと人間が競い合うのだろうか。答えは多分ノ一。競技ロボッ

トの大きさやパワーへの制限はどうか。ヨット設計の革新を競うァメリカズカップのように、  どんな設計でも許すことがよ

いロポッ ト作りのキーポイントだ。ロボットは競技に向けてどんな学習をするのだろう。練習も必要なぃほど完望なプログ

ラムが開発されるのか、 人間の技術者チームの手助けを借りるのか、 はたまたロポット自身の練習によって学習するのか、

興味津々である。 いずれにせよ、我々がここATIRで、 人の学習のメカニズムを理解し、 利口な学習理論を開発できることを

期待する。

米国ジョージア工科大学 教授 Christopher Atkeson 〔 A  T R 1llfl究滞在歴4回〕



●ソフトウェア進化の実験的検証
自已複製機能を基に新しぃ機能を自律的に生成・ 整得する

ソフトゥェア進化の可能性を検討するため、実然変異と自

然淘汰をモデル化した板想環境を超並列計算機上に構築

し、計算機シミュレーションによって、新しい機能を自ら

生成 ・ 1醒得するプログラムの進化が、 自然淘1太によって可

能であることを実証。

ニューラルネッ トの発生・成長シミュレーション

本試験研究で積極的に採用してきた ト ランスデイ  シ

プ リナ リ  (超分野的) な研究手法が効果的に働き、研

究期間前期の研究成果に結び付いたことを評価し、今

後のより一層の充実を目指します。

プロジェクト中期以降の課題である月国 ・ 神経系の高

次機能の解明に向けて、 非侵襲性月置活動計測技術等の

研究遂行に必要な技術が成熟に達してきました。した

がって、 総合的な情報処理過程の神経計算論的アプロ

ーチによる大胆な仮説と非侵襲性脳活動計測技術によ

る仮説検証を併用する研究手法が有力と考えていま

す。 また、人間の情報生成 ・ 処理機構の解明への具体

実然変異と自然淘1i1をモデル化した仮想環境ティ工ラのイメージ図
(lmages by Anti Gravity Worksho」o;courtesy of the Santa Felnstitute)

●ハー ドウェア進化の実験的検証
セルオー トマトンをベースに、任意のニュー ラ ル ネ ッ ト を

ハードウェアとして発生 ・ 成 長 , 進化させる画期的なアイ

デアCAM-Bra inを提案し、動作シミュレ ション実験に
より、原理的な有効性を確認。

図 4  今後の研究視点

的アプローチにおぃて重視してきた3つの視点 (マルチモー ダル処理、 生成と知覚の相互作用、 月i,liコミュニケー
ション機構) とともに、  一見受動的と思われがちな聴覚や視覚の能動的な働き、 人間と機械(コンピュータ )  と

自然 (環境) の共生といった視点を重視する考えです (図4)。

21世紀には、 マルチメディア社会のインフラ整備はより一層進展し、 コン

ピュータのハードウェアが人間の頭:1ll、?に迫ることが予測されます。 インフラ
整備の完了とハー ドウェア技術の成熟に調和するソフトゥェア技術、インフ

ラの性能を十二分に発揮させ、 人間の感性に訴えるヒューマンコ ミ ュニケー

ション要素技術として、本試験研究の成果を活用することに照準をあわせた

研究の達行に尽力する所存です。
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プロジェクト概要 (予定)

試験研究期間 :1992年3月

̃200 l年2月

(9年間)

試験研究費総額 :160億円



●研究成果

高度音声翻訳通信技術の基礎研究

㈱工イ - ティ  ・ アール音声翻訳通信研究所
代表取締役社長 山崎 泰3ム

( l )試験研究の目的

A T R音声翻訳通信研究所は 「高度音声翻訳通信技術の基礎研究」 をテーマに、 2000年までの7年間の研究活

動を予定しています。 前身のA T R自動翻訳電話研究所は、 朗読調の話し言葉を対象に自動翻訳電話技術の研究

を遂行しました。当研究所の目標は、 この先駆的技術レベルをバネに、 日常の会話に現れる自然な話し言業を対象

として、音声翻訳通信の基礎技術を確立することです。すなわち、運続的に喋られた音声を認識し、相手方の言

語に翻訳し、個性豊かな合成音声を生成するための要素技術とそれらを統合化する技術の確立を目指しています。

(2)試験研究の概要

日常の話し言葉には特有のくだけた発声があり、 時には言葉が省略されたり、順序が倒置されたりします。 ま

た、話し手とlill「き手の常識、習慣

に基づき、 敢えて言業で表現され

ない意図もあります。もう少し詳

しく見てみますと、図1に示すょ

うに認識を難しくする音声現象と

して、話者によって異なる声色、

抑揚 , 強調のある発音などがあげ

られます。また、翻訳を難しくす

る言語現象として、会話の状況に

依存した多様な表現、省略、倒置

などのくだけた表現などがありま

す。 これらを解決するために次の

ような視点で研究を進め、音声翻

訳通信の基礎技術の確立を図つて

います。 図 l  プロジェク ト  「高度音声翻訳通信技術の基礎研究」の目標

●自然音声認識

通常の会話では、話す速さ、音の大きさ、スぺクトルなどに音響的変形が生じたり、会話の途中に 「え一」、「ん

ー」 ・ ・・といった間投詞や無意味な音が挿入されたりします。このため、認識精度を上げるためには話し手や

話し方のバリェーションにすばやく対処できる音響モデルや発話状況にあゎせて自由な話し言葉を受け入れられ

る言語モデルを確立することが必要です。 具体的には、 話者の違いを系続的にモデル化した認識方法、 入力され

る音声の性質に基づいて認識システムを時々刻々動的に変えながら認識を進めていく手法、 話し言葉のデータか

ら音声認識に有効な統計言語情報を自動的に抽出する手法等の研究を進め、 不特定話者の自然な話し言葉の認識

を目指しています。

●発話韻律処理

人間が喋る音声には、文字で表記できる狭義の言語情報以外にアクセントやイントネー ションのような額律情報
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が含まれています。 自然な会話では、 このよう  な韻律情報が意味や意図を伝える重要な役割を果たしています。

そこで入力音声に含まれる額律情報を抽出し、 それから意図を推定する方法、 また音声合成時に適切な韻律を付

加する方法にっいて、 研究を進めています。 更に、 話し手の声の特徴になるべく近い音声で合成音声を生成する

手法にっいても研究しています。

●協調・融合翻訳

自然な会話では発話の状況や相手の知識を想定した断片的な表現、 挿入句、 更には倒置、 言い直しの表現などが

現れます。 このため規則に基づく規則主導翻訳だけでは限界があります。 そこで、 句や節の対訳用例を収集して

おき、 入力された表現を句や節のパター ンに分解し、 最も似た用例を手がかりに翻訳する用例主導翻訳が有効で

す。翻訳しようとする表現とびったりの表現例がなくても似通つた表現例を選び出し、 それに対応する訳文を手

がかりにこなれた表現で翻訳します。翻訳を行う対象言語として、 日本語と言語構造が大きく異なる英語と独語

を、 さらに類似の言語である輯国語を選び、 本手法が多言語翻訳においても有効であることを実証します。

●音声・言語統合処理

自然な話し言葉を正しく理解するためには音声処理と言語処理の情報を互いに利用し、 その相乗効果により精度

を高めることが有効です。 例えば、 不用語とみられがちな間投詞や副詞の言語的機能から後続の音声表現を予測

し、音声認識率を高めることが期待できます。 また逆に、音声の抑揚や強調などの韻律情報を用いることにより、

言語処理での構文や意味の曖昧さを解消したり、特別な意図を抽出することが可能となります。 また会話の流れ

を把握し、局部的には意味が取りにくぃ表現でも、前段からの係り関係により意味、意図を抽出し、正しく翻訳

することも可能になります。

プロジェク トを振り返つて

( l )  要素技術の研究成果

本プロジェク トはスター トして3年経過したところですが、既に、いくっかの先駆的且つ有望なァイディアや

方式を実証的に確認することができました。例えば、①話し始めてから4 ̃5秒で話者の特性を把握し、不特定

話者認識への適用が期待できる話者クラスタリング方式、 ②ポーズ情報を利用し、 連続発声の音声認識を可能と

した音声翻訳システム、③基本周渡数、 音體の長さ、パワーを制御することによる個性的声質の音声合成法、④

用例主導翻訳の中核技術である高速類似検索法、 等です。 全体の研究成果を件数でまとめると論文発表456件、

特許申請57件となります。 このような研究活動は国内外で高く評価され、科学技術庁長官賞、情報処理学会論文

賞などを受賞しました。

(2)国際研究協力

音声翻訳通信の研究には、 そ

の性格上、 国際協力が必要です。

当研究所はC - S T A R II (音

声翻訳国際研究コンソーシアム)

に設立段階から中核メンバー と

して参画し、組織、活動の拡充

を図り 、議長として取りま とめ

にも努めています。現在、図2

に示すょうに十数の研究機関が

参加しています。日本語、英語、

独語、  韓国語などを対象に、

1996年に要素技術の検証、1999

年に国際翻訳通信実験を予定し

ています。 図2  音声翻訳国際研究コンソーシアム
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l 日常会話での多様な口語体表現を含む音声の認識精度を高めるため、不特定話者に対処する話者適応法、 l
話し言葉に漕在する言語規則の自動抽出法、 単語グラフを用いた大語集音声の実時間認識技術を考案し

た。また各手法を用いる上で、リアルタイム性を失わずに種々の実験を行えるように、個々の機能をモ

ジュール化した音声認識システムを構築した。

●木構造話者クラスタリングを用いた

M A P-V FS話者適応
階層的にグループ化した複数人の音響統計モデルを開発し

た。さらに、最大事後確率推定法と移動ぺクトル平滑化を

統合した話者適応方式(MAP-VFS法)を考案し、既存の
話者の指報を利用して、 話し手の音声デ ー タは少量でも安

定して効率的に話者適応を行うことが可能であることを実

証した。

MAP-VFS:Maximum a Posteriori-Vector Field Smoothing

●単語グラフを用いた音声認識

大語彙の自由発話音声を効率良く認識するシステムを開発

した。 認識候補数の爆発を抑えるために認識結果を単語グ

ラフで表現し、 認識候補の併合方式や言語スコアの導出法

を改良することで、 大語彙の自由発話でもヮー クステー シ

ョン上で実時間処理が可能になった。

●BLlアルコリズムによる言語モデル
文 alil1自由文法の規則を例文から自動的に見つけ出す方法
(BLIアルゴリズム)を考案した。この方法では、文法規則を

全く知らないところから出発し、 データベースから例文を

読み込みながらその木構造を解析し、 徐々に規則を学習し

て、音声認識候補の絞り込みを行う手段として用いられる。

BLI:Bayesian Language Inference

我々の日常生活の中で、 新しい会社の発足に立ち合う こ

とのできる機会など、めったにありません。私にとって、

l993年のA T R音声翻訳通信研究所の発足は、 出向期

間を一年間延長して臨んだ、 正に一大イベントでした。

発足前は、 人的環境が替わることに対して多少の不安も

ありましたが、実際には良き指導者や仲間に恵まれ、 と

ても有意義な時を過ごすことができました。日々の研究

を進める中、研究所紹介のためのバンフレ ットやビデオ

の製作委員の一人として、その製作現場に立ち合い、そ

の出来栄えに一喜一要したことなども今ではとても良い

思い出です。 A T  Rに在籍できたことを誇りに思つてい

る一人の0Bとして、ATRの更なる躍進を心より願つ
ています。

元第一研究室研究員購見淳一
(現日本ビクター㈱技術開発本部中央研究所

第一研究部第一研究室研究員)



●モジュール化による音声認識
実際の使用環境下で容易に実験や研究を実施できることを

目指して、サーバ‘ クライァント方式のモジュール化によ

る音声認識システムを構築した。 この方式により、 新しい

知識源の追加等を、従来よりはるかに容易にリァルタイム

で実現できるようになった。

I 発話額律処理では、多様な合成音声の生成と、談話管理及び言語翻訳への韻律の利用について研究を進 l
めている。多様な合成音声の生成では、個人性の伝達、再現、意図(強調箇所や発話タィプ、感情など)

の伝達が主たるテーマとなる。一方、韻律の利用は、文字列で表現すると同一でも言い方によってまっ
たく異なる意味・意図を有する発話を的確に識別し、訳し分けようとするものである。

●汎用音声合成ワークベンチCHATR

音声翻訳システムにおいては、 入力発話から ・11由出した韻律

情報や構文情報、 さらには会話の流れなどの情報が利用で

きるため、 従来のテキストからの音声合成に比べて豊富な

情報を利用し、 より自然な音声を合成することができる。

そこで、 いろいろな入力形式に対応できる汎用音声合成ワ

ークベンチCHATRを開発した。本ワークベンチでは、発

話タイプ、文中の強調箇所などの情報を用いて自然な領律

を生成するとともに、前後の音の並びや韻律に基づいて、

自然音声データベー スの中から最も適した音素系列を選

び、それらをっなぎ合わせて、人間の声に近い音声を合成

することも可能となる。

CHATR:CHatterとATRの結合語

●続計的手法を用いた韻律制御モテル

音声基本周波数パターンの制御と、 ポーズ位置などの韻律

句境界位置の決定は、合成音声品質に大きな影響を与える。

自然音声の分析結果から自動的に制御規則を抽出するため

に、 基本周波数パターン制御に対してはMSRを、 韻律句

境界の制御にっいてはSCFGを用いた方法を提案し、 合成

音声品質の向上を日指している。

MSR:空問多重分割型数量化法

SCFG:確率文脈自由文法



●話者選択とVFSを用いた発話特徴模攝システム

複数の話し手が参加する会議形式の音声翻訳システムにお

いては、 発話者の識別が重要となる。 発話者の音響特徴を

反映させた合成音声で翻訳結果を出力するために、 発話特

徴模擬システムを開発した。 発話特徴は、 話す速さや声の

高さ、スぺクトルなどに現われる。そこで、発話者の声を

スぺクトル分析し、 あらかじめ用意した標準話者の音声の

中で発話者に最も近いものを選択し、 さらに合成音声と発

話者の音声の音響特徴の差を移動べクトル場平滑化(VFS)

で求める。 また、 話す速さや声の高さも入力された音声と

合成音声を比較し、 修正する。

VFS:Vector Field Smoothing
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●韻律構造の記述

より自然な音声の合成には韻律情報の利用が必須である。

そこで、  韻律情報を付与した音声デー タベースの構築を行

っている。 韻律情報の付与は、 世界的に利用され始めてぃ

るToBIの日本語版J_ToBIを用いる方法と、 藤崎型音声基
本周波数制御モデルを用いるものを併用した。 前者を用い

て大規模な音声データベースを構築するとともに、後者を

用いて精密な制御方式の開発を行つている。

ToBI:Tones and Break Indices

●韻律に基づく発話タイプの識別

自然発話では、 文字で書くと同一の表記でも韻律によって

意味の異なる発話がしばしばあり、 これを的確に識別する

ことが必要となる。そこで、通常の叙述発話に比べて、部

分的に音の長さが伸びたり、 語尾が上がったりする箇所を

検出し、入力された発話が 「躊購」 であったり、 「疑問」

であったりすることを自動的に検出する方法を考案した。

元第二研究室研究員岩橋直人

(現ソニー㈱中央研究所第二基盤研究部研究員)

いづ

Tem loorjz

, l llll l1 l l l l l l

l .m 1 l・l・l・ a2 _ _ 「「 ii l i

s O Ll i s.u .1l a

自分と違うバラダイムを持つている研究者らとの議論

は、時にはなかなかハー ドでしたが、それだけにとても

貴重なものでした。 出向元企業内ではあまり経験できな

いことです。 議論を通して良質な問題に容易に出会える

ことはとてもありがたいことで、 それらの問題に正面か

らチャレンジできたことが、 自分の可能性を信じる機会

を与えてくれました。



l 自然な話し言葉を翻訳するためには、規範文法上正しい表現だけが翻訳できても不十分であり、一方、
自然な話し言葉を捉える文法規則を予め用意することも困難であることから、 与えられた文法や表現例

から最もふさわしい表現を創作する技術を追究している。 用例主導の翻訳手法や大規模言語データから

の語法の特徴抽出法などの研究を積極的に進めている。

●対訳例を利用した多言語話し言葉翻訳手法の開発

計算機に日本語と対応する英語や韓国語の対訳例を覚えさ

せ、それをうまく活用して話し言葉を翻訳する用例主導の

翻訳方式の研究を進め、 文法に基づく解析法との組み合せ

により柔軟かっ適切に自動翻訳を行う協調・融合翻訳方式

を提唱した。 また、 これを用いて旅行会話を対象とする

5,000語規模のプロトタイプシステムを実現した。

●論理と続計に基づく自然発話の解析法の提ロ昌
冗長語、言い直し、助詞の欠落などを含む自然な発話を解

析するために、 確率的仮説推論法を提唱した。 入力文中の

不完全な部分は、 規則を参照しながら様々な仮説を設ける

ことによって補完する。それぞれの仮説の確からしさはコ

ーパスの統計情報を基に評価するため、 多面的な情報を使

った精度の高い解析が可能となった。

l_ 1 x54 )
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●決定木学習を使つた文中単語への品詞自動付与の実現

辞書を使わずに、 テキスト上の単語の品詞を自動決定し、

付与する手法を実現した。 部分的な綴りゃ前後の単語など

の情報を使つて、 品詞決定を行う。決定木学習法とぃう手

法を用いて、 英語を対象にして2,000種以上の詳細な品詞

体系を取り扱うことにより、同音異義語の曖昧さが無くな

るなどの効果的な品詞付与を実現した。

I came to ATR in the spring of l992a量er finishing my

doctorate at Cambridge University. I t  was therefore

my first step in my professiona1life and I was unsure

of what I could expect.Fortunately,settling in was

made  very  easy by the f r iendly, casua1 and

in ternat iona latmosphere at ATR . T h e  work ing

environment too, was a nice surprise. Coming from a

place where I always had to w:atch my disk space and
carefu11y t ime m y  processes, I  found that the

resources at ATR gave me some much appreciated

freedom. Not only that, also my supervisors al1owed

m e  to pur sue  the research that  I l i k e d . which
eventuallylead to some theoreticaldiscoveries in the

theory of stochastic modeling.

I le f t  ATR to take up my asslgnment at Philips GmbH

in Germany,because after spending10 years abroad(7

years in Cambridge,3years at ATR ) I  felt that the

t ime wa s  r ight  to return to my  home country.

Nevertheless I often warmly remember the friendly

academic environment at ATR and I look forward to

visit ATR again some time in the future.

元 第一研究室英動研究員Helmut Lucke
( 現 フ イ リ ッ プ ス社研究員 ) ( ド イ ッ )



●意味的類似度を使つた 「類似検素」 技術の実現
予め蓄積しておいた大量の文や句で作られる言語デー タの

中から、 指定した表現に最も類似する表現を検索する手法

を実現した。超並列計算機上に、並列処理技術とシソー ラ

ス (意味分類辞書) の構成を利用した索引利用技術とを考

案し、大規模なデー タに対しても十分高速に実行できる技

術とした。この手法は、同時に、メモリ効率、デー タ追加

の容易性などの点で優れている。試作したシステムは10

万件のデー タに対して、 最適な表現を1ミリ秒程度で検素

できる能力をもっている。

l 自然な話し言葉の認識や翻訳を実現するためには、 音声認識や言語翻訳などの要素技術を高度化すると l
ともに、それらを有機的に続合する技術を確立する必要がある。このような音声 ・ 言語続合処理技術と

して、音声認識と言語解析の続合処理、発話状況管理、 マルチモーダル通信の研究を進めている。また、
音声翻訳通信の各研究に用いる共通的な基礎資料として、 音声言語データベースの構築を進めている。

●音声認識と言語解析の統合処理

音声処理と言語処理を続合的に処理する一つの方法とし

て、 音声認識と言語解析を有機的に統合する手法の研究を

進めている。 従来の方法では、 音声認識からは文字列だけ

が出力されていたが、 この方法では、 構文構造に関する悄

報までも出力される。一方、崩れのある話し言葉を認識し、

理解するため、 音声認識では句単位の認識を行い、 言語解

析で各句に対応する部分的な意味を取り出し、 それらを結

合することにより全体の意味を求める。

文末表現(例えは'、 ̃ですか、 ̃です )  により 、発話関係 (例えは、
質間一応答) を確定し、適切な解釈、補完を行なう。

.f _ iil し 、'VI C°?_?'。 . .  (道切な照応の解釈
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●発話状況管理

自然な音声を認識したり、正しく相手言語に翻訳するには、

会話が行われている状況を的確に把握しておく必要があ

る。このため、ある時点における話題や、発話同士の関係

を認識したり、 またこれらの情報を使つて省略された語句

を補つたり、次の発話を予測する手法の研究を進めている。



●マルチモーダル通信

音声だけでなく、話題となっている事柄に関する図形・画

像情報(例えば、道案内の会話では、地図情報)を用いて会

話できれば、話し手同士の情報伝達が容易になる。 このよ

うな通信形態はマルチモーダル通信と呼ばれている。 この

ような通信手法の効果的な利用方法や、その実現方法の研

究を進めている。

●音声言語データベース

自然な話し言業の認識や細訳の研究を行うための基礎資料

として、実際に人が話した会話を多量に集めた音声言語デ

ー タベースの構築を進めている。現在、旅行に関する600

の会話(延べ語数で、約30万語) を収録し、データべ一
ス化している。 このデー タベースには音声データと言語デ

ー タの双方が格納されているので、 自然な発話における音

響的な特性、 言語的な特性、 およびそれらの相互関係など

を調べることができる。これに加え、音響、言語の各特性

をさらに詳細に調べるため、 600会話の音声データベース、

1,300会話の言語デー タベースを収録した。

A T Rの良さはいろいろな機関からの出向者の集まり

とぃう点にあります。 同じ整の飯を食う仲間ですから研

究員同士は自然と親しくなれます。「たばこ部屋」 で

様々な研究員と激論を交わしたことが懐かしく思い出さ

れます。 その上、 国内外との交流も多いわけですから

色々な人と出会えました。私が得た最大の蓄財はこうし

た人的ネットヮークです。私の感想を一言で述べるなら、

「A T Rで拡げよう友達の輪」 です。

元第四研究室主幹研究員浦谷別好

(現目本放送協会放送技術研究所先端制作技術研究部

主幹研究員)

本研究プロジェクトは、 研究期間7年のうち3年を終了し、 中期に入つています。 前期 ( 2年 )  には、 自然な

話し言葉の音声的、言語的特徴をデータ分析し、基本アルゴリズムの確立を図りました。現在の中期(2年)で

は機能モデルを構築し、各要素技術の検証を行い、 中間評価に備えることとしています。後期 ( 3年 )  では総合

実験システムを構築し、 C - S T A R II国際共同実験を含め、 総合評価を行います。本研究プロジェクトの最終

目標は音声翻訳通信の基礎技術を確立することですが、 上記研究期間において得られる要素技術の研究成果及び

データベース、 ソ フ ト ゥ .エア等はその都度、 需要に応じて外部への普及を図つてぃきます。

また音声翻訳技術が一般の人々に身近に感じられるよう機会をとらえ説明に努めています。例えば実験システ
ムをけいはんなフェステイバル (1994年10月) ゃ A  P E C ' 95大阪会議に併設された展示会 (1995年11月)

に出展しました。 マイクから入力された日本語が英語や独語の合成音声となって出力されると見学者は額いたり、

にっこりするなど好評で、 音声翻訳システムへの興味と期待をうかがぃ知る

ことができました。来る21世紀においては、経済・社会・文化活動の国際化

がますます促進され、 「異なる言語間のグローバルコ ミ ュニケーション」 が現
実的な要求になるものと思われます。 本研究プロジェクトの高度音声翻訳通

信技術がこのグローバルコ ミュニケーションを支える中核技術となるよう全

研究員が一丸となって研究にチャレンジしています。
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●研究成果

知能映像情報通信の基礎研究

㈱工イ ・ ティ  ・ アール知能映像通信研究所
代表取締役社長 中津 良平

本来のコミュニケーションは、 人間同士が向かい合つて、 音声 ・ 身振り ・ 手振りなどを用いて自分の感情・意

思を相手に伝 .えるインタラクティブで全感覚的なものです。 通信の歴史は、 空間と時間をこえて相手とあたかも

膝を実き合わせて話し合つているかのような臨場感あふれる コ ミ ュニケーションを可能にしようとしてきたもの

であるといえます。 印刷術の発明は空間 - 時間をこえたコミュニケーションをある意味で実現しました。しかし
ながら、本来のコミュニケーションの持つインタラクティブ性が失われ、一方向的なものとなりました。また、

用いられるメディアが文字に限定され、 本来の全感覚的なコ ミュニケーションからすると大きい制限を受けるこ

と とな りました。電話の発明により、距離を超えたインタラクテイブなコ ミュニケーションが可能になりました。

しかしながら、 用いられるメディアが音声に限定されているとぃう制限があると共に、 時間の克服に関しては不十

分です。 このように、従来の通信は、用いられるメディアの種類が限定されて 、ると共に、距離・時間の克服が
不十分であるという2つの制限を持つていました。

近年の電気通信技術・ コンピュータ技術の急速な発展により、従来の文字・音声を対象とした通信に加え、大

量の映像情報の蓄積・伝達が可能になりっつあります。 このことは、文字 ・ 音声に加え映像 , 音などのメディア

をふんだんに利用することにより、距離・時間さらには言語 - 文化の壁をこえた全感覚的なコ ミ ュニケーション
を可能にするという通信の究極の目標を実現できる可能性が生じてきたことを意味しています。 マルチメディア

に対する期待が急速に高まりっつあるのはこのような状況を反映したものとぃえます。

上のような状況のもとで、 1995年3月に7年間の研究プロジェク トとして設立されたA T R知能映像通信研究所

では、マルチメディアを駆使して従来なかった新しぃコミュニケーションの方式を創出することを狙つた、マル

チメデイア通信技術の研究を行つています。

研究の狙いは2つあります。 1つは、 距離が離れた場所相互でface-to-faceに代表される自然なコ ミュニケー シ
ョンを実現しようとするものです。従来の通信では相手側の情報を正確に伝達・再現することのみをめさ'してき

ました。これに対し、人間同士の相互理解がコ ミ ュニケーションの本来の目的であるとの認識に立ち、コンピュ

ータが積極的に コ ミュニケーションにかかわり、相互理解を援助することをめざします。これは、距離・時間をこえ

た相互理解の達成という通信の究極の目標に向けた研究を行なうことを意味します。もう1つは、現実のコ ミ ュ

ニケーションの限界を超えた新しいコ ミ ュニケーションの創出にっながる技術を追及することです。映像・音や

その他のさまざまなメディアを駆使することにより、  現実にはなぃ環境を作り出したり、 現実の環境では考えら

れなかった新しぃ通信の可能性を開くことが期待されます。

具体的な研究内容、 および、 これらの研究の成果として得られる通信方式のイメージにっいて説明します。

( l )  コミュニケーション環境生成技術
コ ミュニケーション環境生成は、臨場感あふれるコ ミ ュニケーションの場を生成したり、現実にはなぃような

コ ミュニケーションの場を生成する技術を研究します。従来の臨場感研究では、違隔地間のコミュニケーション

を対面型のコ ミ ュニケーションに近づけるため、通信相手の姿形・声や背景の映像 ・ 音などを正確に伝送・再現



することをめざしてぃました。 現状の技術はまだ十分とはぃえないため、 眼鏡なしで3次元映像を生成したり、

人物像のみならず、 背景の複雑な物体をCGで生成 - 制御する研究等を行う必要があります。 それと共に、 現実世
界における コ ミュニケーションを超えるために、従来なかった新しぃコミュニケーションの環境を生成すること

も試みます。具体的には、現実とは異なるが人間の感覚・感性に強く訴える環境の生成を試み、このような超リ

アルな環境によって現実世界では不可能な新しぃコミュニケーションの可能性を探ります。

図にコ ミュニケーション環境生成技術の適用例を示します。 ここでは、 リアルな3次元の人物像や背景映像の

生成、映像と同期した3次元の音場の生成、さらには、おとぎ話の世界や現実にはなぃ世界などの超リアルな環

境の生成とそれらとリアルな環境の自然な融合などが実現されており、 このような仮想的なコミュニケーション

の場において遠隔地の通信相手との意志球通

( 2 )  ェージェントインタフェース技術
人間同士のコミ ュニケーションのプロセス

をコンピュータが支援することによって、コ

ミュニケーションを促進 ・ 活性化し、相互理

解の促進を図ります。具体的には、コンピュ

ータの作り出した仮想的な人物 (エージェン

ト ) を介在させることによりコ ミュニケーシ

ョンの支援をさせることを狙つています。 こ

のためには、人間の姿 - 形をしたェージェン
トを生成・すると共にその動作を制御する技

術、エージェントが人間の会話を理解する技

術、 およびその結果に基づいてコ ミュニケー

ションを活性化する技術、 を研究する必要が

あります。たとえば、専門家の議論の際、少

相互理解が図られます。

コミュニケ ーション環境生成技術の適用例
(仮想的な環境におけるコミュニケーション)

し違つた観点からの意見が出ると議論が活発化することは私たちが日常しばしば経験することです。 人間と同様

の機能を持つエージェントを作ることは極めて困難ですが、 このように人問の機能の一部の代行によってもコミ

ユニケーションの促進 ・ 活性化を図ることは可能であり、そのような立場から具体的なェージェントの機能実現
を狙つています。

図にェージェントインタフェース技術の適用例を示します。ここでは、コンピュータの作り出したェージェン
トが遠隔地間のミーティングを支援する様子を示しています。

( 3 )  ィ メージ表現技術

イメージ表現は、私たちの持つ 「イ メージ」

を言語を介さずにダイレクトに映像や音など

のメデイアを用いて表現し、相手に伝えよう

とするものです。日常生活では、言葉で言い

表しにくい考えを図などを使つて相手に伝え

よ う とすることがしばしばあります。 また、

感情 ・ 色彩などは言葉では伝達が困難である

場合がよくあります。これに対しァーティス

トは、音楽・絵画などの手段を用いてイメー

ジ・概念などを相手に伝える能力に優れてい

ます。 このような能力を一般の人が使えるよ

うになるとコ ミュニケーションはより豊かに

なると考えられます。そのためにはまず、イ

メージを表現するための種々の映像・音のデー

エージェントインターフェース技術の適用例
(エージェン ト ミーティング)

タべースが必要です。 さらに、  これらを自由に変形 ・ 合成する技

術を開発することにより、 頭の中にあるイメージを容易に表現出来る方法を開発します。
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イ メージ表現技術の適用例(イメージコミュニケーション)

図にイメージ表現技術を用いたアプリケーショ ンの

例を示します。これは、コ ミ ュニケーションを行う者

同士が相互の持つイメージを言葉に加え映像や音など

のメデイアを積極的に用いて表現・伝達しようとして

いる様子をあらわしています。

( 4 )  コミュニケーションの人間科学
以上述べた研究を進めるにあたっては、 人間がコミ

ユニケーションをどのように行なっているかを理解す

ることが必要です。

まず、 イメージの伝達が重要な研究テーマになっていることから、  映像・音と人間のイメージの関連を研究す

ることが必要です。種々の映像 ・ 音メディアを被験者に提示し、それらが被験者に与えたイメージを心理学的手

法により測定することにより、  メディアとイメージの関係を明らかにすることをめざします。
次に、 コ ミ ュニケーションの行なゎれる環境が人間に及ぼす影響を明らかにすることをめざします。 また、 コ

ミュニケーションにおける人間の行動原理を明らかにすることも必要です。社会学や心理学の分野では、 現実の

環境のもとでの人間の行動を観察 ・ 分析する研究が行われていますが、 ここではむしろ従来なかった環境や超リ

アルな環境のもとでの人間の行動原理を明らかにすることをねらっています。 コンピュー タの作り出した非現実が

近い将来我々の生活に入つてくることを考えるとこのような研究の必要性は高いと考えています。

1995年3月の研究所設立以来、 上記の狙い ・ 研究計画のもとで、 具体的な研究の立ち上げを行つてきま した。

その際、 重点項目の1つとして、 芸術、 心理学、 社会学など異分野とのcollaborationにより新しぃ研究領域を立

ち上げることに力を入れてきました。以下では、具体的な取り組みの例として、アー トと工学の共同研究の状況

にっいて述べます。

( l )基本的な考え方

現代ではアー トと工学は正反対のものとぃう見方が強いですが、 本来は一体のものでした。 種々のメディアが

自在に扱えるマルチメディア時代におぃて再びアートと工学が統合できる可能性がでてきました。

1つの動きは工学からァー トへの接近です。 人工知能研究の主たる目的は人間の知的活動をモデル化し、 計算

機で代行することです。 しかしながら、 知的活動を論理的な処理のみで置き換えることは困難であると考えられ

ます。人間の代表的な知的活動である コ ミュニケーションを例にとると、従来の昔声認識や画像認識などの研究

は、言語を用いたコ ミュニケーションの仕組みを解明し、それを工学モデルで実現することに精力を注いできま

した。しかしながら、コミュニケーションにおいては、言語の使用の他に、インタラクション、リアクションの

ようなより基本的な行為が重要な働きをしています。インタラクションは、うなずぃたり適切なタイミングで相

槌をぃれたりというコ ミュニケーションにおける基本機能です。リアクションは、音の来る方へ振り向くといっ

たより基本的な機能です。工学者はこれまでこのような機能に注意を払つてこなかったきらいがありますが、 人

間らしぃ振る舞いをするェージェントを作ろうとした場合、これを取り入れることは不可欠です。しかも、これ

らの機能が感性・感情と密接に結び付いているため、 それらを主として扱つてきたアートとの協力が必要になっ

てきます。

一方で、 アー トの世界でも新しぃ動きが出つつあります。それは作品と観客のインタラクションが可能なイン

タ ラ ク テ ィ ブ アー トの出現です。古典的なアー トでは作者から観客へ作品とぃう媒体を介して一方向的にメッセ

ージが流れていたのに対し、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ アー トでは観客の動きや声によって作品が変化することにより、

作家と観客の間の双方向のコ ミュニケーションを実現しようとしています。これは、コミュニケーション工学と

アー トが同じ問題意識のもとで仕事を進めていることを示しています。 しかも、 工学の取り組みが論理的なコミ

ユニケーションを主たる対象としているのに対し、アー トは主として感・情 ・ 感性的コミュニケーションを扱うと

いう互いに相補的な関係にあり、相互に協力しあうことにより従来なかった新しぃコ ミュニケーションの方式を



生み出す可能性が大きぃと考えます。 このよ う な考え方に基づいて、

CGアーティストを客員研究員として採用し、具体的な取り組みを開

始しました。

具体的な研究の例を述べます。

( 2 ) イ ン タ ラ クテ ィブエージェント
人間とインタラクション可能なェージェントの構築を目標としてい

ます。 従来の研究では、 音声やジェスチャーを理解する機能を付与す

ることが研究の目標でしたが、 ここではより基本的な機能と考えられ

る感情の認識機能を持つたェージェントの開発をめざします。 これは、

人間が意味内容の認識以前に感情の認識を行つており、 この基本的な

コミュニケーション機能の上に意味内容を理解する機能が付加されて
インタラクティブェ一ジェントの例 (M IC)

いると考えると、  自然なアプローチであるといえます。 また、 抽出された感情に応じて.r-ージェン  トが人間的な
反応をすることにも重点をおきます。感情抽出の部分は音声の分析・処理技術を活用し、エージェントの反応 ・

ふるまいの部分はアーティストがCGの設計 ・ 制作を行うことにより、アーティストの感覚 ・ 感性が反映されるこ

とを狙つています。 でき上がったェージェントの例を図に示します。このエージェントは、喜怒哀楽などの7つ

の感情を認識しそれに反応して人間らしぃ種々のふるまぃを行うょうに設計されています。

( 3 )  ィンタラクティブ環境

私たちは、 ビジネスに関連する話は会議室で、 友達との会話は喫茶店で、 家族とのだんらんは居間でとぃうよ

う に コ ミュニケーションの内容に応じて環境を選んでいます。これは、私たちがコミュニケーションに環境が大

きな影響をもっことを無意識に知つており、 コミュニケーションの内容に応じて環境を選択していることを意味

しています。この考え方を発展させ、マルチメデイア技術を用いてコミュニケーションの内容に応じてリアルタ

イムで変化する環境を実現することにより、より豊かなコミュニケーションが可能になると考えられます。

インタラクテイプ環境の一例として 「MIC Exploration

Ml0 Exploration Spaoe

Space」 を構築中です。 図にあるように離れた場所にいる

人達がそれぞれのスクリーンの前に立つています。スク

リ ー ンには2人の3次元の映像が映し出されてぃます。

お互いが身振り手ぶりを交えてコミュニケー ションをす

ると、それに応じてスクリーンの中で3次元の仮想植物

や仮想生物が成長し、 姿を変えます。 これによってあた

かも3次元の仮想環境の中で環境と一体となって相手と
コミュニケーションをしているかのような感覚を味わうことができます。 これは、 従来のテレビ会議が、 言葉の

内容を伝達することのみを重視した、 いわばビジネスに使われることのみを考えたものであったのに対し、 コミ

ュニケーションによる感情の共有、 相互理解の面に着目してこれをサポー トすることをめざした新しぃテレビ会

議の姿を示したものとぃうことができます。

マルチメディア技術は私たちの生活に大きな影響を与えると考えられています。これは一方で負の影響を及ぼす恐

れもあります。例えば、 ゲームやバーチャルリアリティの技術動向からすると、 コンピュータの作り出した非現実が

今後私たちの生活に必然的に入つてくる機会が増加すると予想されます。それ

らを野放しにしておくのでなく、現実を超えた新しぃコ ミュニケーションの形

態や、 それが私たちの生活にいかにかかわるかを検討しておくことの意義は大

きぃと考えています。 A T R知能映像通信研究所では、 そのような観点も踏ま

えながら新しぃコミュニケーションの創出をめざした研究を進めて行きます。
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プロジェクト概要 (予定)

試験研究期間 :1995年3月

̃2002年2月

(7年間)

試験研究費総額 : 123億円



●研究成果

環境適応通信研究所発足に当たって

㈱工イ・ティ  ・ アール環境適応通信研究所
代表取締役社長 小宮山 牧兒

環境適応通信研究所は、「環境適応通信の基礎研究」 をテーマに1996年3月発足し、試験研究期間7年、研究費

総額l19億円が予定されています。 環境という言葉から、  地球環境などのェコロジーを思い浮かべる方も多いと

思いますが、 ここでの環境はenvironmentを意味し、 通信環境の変化に柔軟に適応できるマルチメディア情報通

信システムの基盤要素技術の確立をその目的としています。

インタネットの出現や、情報 - 通信機器の急速な進歩に伴い、私達の日常生活に類似した生活空間(いわゅる
バーチャル空間) がネ ッ ト ワーク上に準備されっつあるなど、 情報通信システムを取り巻く通信環境は近年複雑

化し激しく変化しています。今後、 情報通信システムに対しネットワークの有効利用や輔樓の回避、 新しぃサー

ビスや機能の追加・変更のし易さ、 大量のマルチメディア情報をどこからでも利用者の好む形態で伝送すること

などが益々要求されてくるものと思われます。 このため、 将来の情報通信システムの基本特性として、 環境の変

化に対し自らの機能 ・ 構造を自律的に再構成し適応する能力が重要な概念になると指摘されています。

本プロジェクトでは情報通信システムにこのような機能を実現するため、 4つの課題に的を校り研究を実施しま

す。第1の課題は情報通信システムの構成・評価技術に関するもので、 ここでは人間や生体の値常性維持、 自己

変革、 学習等に代表される環境適応機能を学びまねると共に複雑システムの概念・解析手法を用いるというかな

り大胆な研究アプローチ法により、適応性を持つネットワーク構成法の解明を目指します。第2の課題はネット

ワーク制御技術に関するもので、ここでは適応性のあるネットワークの端末、ノードに必要となる制御機能・ア

ルゴリズムの研究及び大容量情報の高速信号処理法を開発するため、 量子通信処理などの新しぃ信号処理法の研

研究対象

意思疎通

(離等高次様能1

「一一一一---------------一一1
:
l知能映像通信 1
li. ',-'------'--一一一一---一一一r--一一----------一一一 一一-

: :

l音声翻訳通信 l
l l認識知覚

l;理離等l0
基本提能1

:
:

人間情報通信 l__-___---'________-1l l一一 一一一一一一一一一一,
環境適応 l
し__ 通信

研究号

適応能力

l学lll ・自関常化
自識等1::; ::::::;フ 機 能 解 明 模 擬 :] ミ,二ケ ーション適用

法

究を行います。

情報通信システムの環境適応性の観点から、 ネ ッ ト

ワークへのアクセスが空問に拘東されなぃとぃう特性
は重要な課題となります。第3の課題は無線通信の空

間接続構成技術に関するもので、 ここでは電渡、光を

用いた無線通信の高機能化を目的として、移動端末と

基地局の関係が多対多にある空間を自由自在に接続で

きる無線通信システム構成法、信号処理技術、 アンテ

ナ等について研究します。 第4の課題は通信デバイス

技術の研究で、 ここでは前記3課題を基盤で支える新

しいデバイスの実現を目的として、量子ナノ構造を用

いた光非線形素子、 量子ナノ構造間の相互作用を利用

した信号処理素子、カオスを利用したダイナミック機

能デバイス等の研究に取り組みます。

「人に学ぶ」 は、ATRのキャッチフレイズの一つ

人・生物に学ぶATRプロジェクト

になっていますが、 図に本研究課題と ATR他3社の研究対象、 手法の位置

付けを示します。 当研究所は、 ソ フ ト と ハードの両方の研究分野からなっ

ており、 この特徴をいかした研究成果をあげるように努力する所存です。今

後ともご指導、 ご支援をよろしくお願いします。
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プロジェクト概要 (予定)

試験研究期間 : 1996年3月
̃2003年2月

(7年間)

試験研究費総額:1l9億円



●研究成果

開発室の3年間を振り返つて

㈱国際電気通信基礎技術研究所

企画部開発室長 内山 公昭

研究開発支援と研究成果販売の2つの事業を目的に1992年2月に事業企画を開始しました。当初はATRの子

会社としての設立を考えましたが、最終的には、AT Rの新組織として生まれることになり、企画部の中の専担

組織とし、 「開発室」 と名付けました。準備期間中に、AT Rグループ会社間の契約ルール作り、ソフ ト ゥェア開
発要員の採用を行い、プロパ一 1名、出向者8名、客員1名の計10名で、1993年4月1日から業務を開始しました。
ご協力頂いた出資企業をはじめ関係各位の皆様にお札を申し上げます。

開発室のスター ト時点での業務の柱を、 (1) 研究成果の世の中への展開 ・橋渡し、 (2) 研究ソフトゥェア開発支

援、( 3 )研究インフラネットヮーク管理、としました。以下、これら3点を中心に振り返つてみます。

(1)研究成果展開

A T Rでは、 音声 ・ 対話データベースを開発室発足以前から販売して、 外部から高い評価をいただいており、

開発室がこの業務を引き継ぎました。 他に開発室で取り上げた以下の2つの成果展開があります。

( a ) A T R  HearingSchool

パソコン用の英語学習ソフトの商品化にあたって、 楽しく継続してもらう学習方法の実現に一番苦労しました。

点数をっけて能力向上が数値でわかるようにすればどうだろうということで、ストーリを考えました。学校に入

学して、 だんだんに難しぃ問題へと学習を行い、 最後に率業試験を行つて合格点以上で率業ということにして、

「A T R Hearing School」 を商標登録申請しました。 試作品完成後、 60名ほどの方のご協力をぃただき、 モニタ
一試験を実施し改良を行いました。 改良版に対しモニターの方から 「これなら人に勧められる」 との評価をぃた
だき、1994年7月販売にこぎ着けました。

何度か新聞等にも取り上げられ、 70歳くらいと思われる東京のご婦人から、 「どこへ行けば試聴できるか?」 の

電話があるなど、 世の中へのA T Rの知名度向上に貢献できていると実感しました。

( b ) 頭 部 ・眼球運動分析システム

視覚機構研究の過程で得られた 「眼球運動によるアルツハイマ一病等の脳疾患診断への応用」 という全く新し
い知見を活用して、 我が国の今後の高齢化社会の進展に対応し社会福祉の向上に貢献するとの観点からアルツハ

イマ一病等の早期診断を可能とするシステムの製品化を行うことにしました。現在、 医療分野での使用に対応し
た開発・検討をメーカの協力を得て進めているところです。

( 2 )  研究ソフトウェア開発支援
設立直後、 A T R各R&Dに対し開発室の業務紹介と研究ソフトウェア開発のニーズ把握及び商品発掘を行い

ました。 「基礎研究にとっても研究業務と研究ソフトゥェア開発支接は車の両輪」、 「 A T  Rグループとしてのソフ

ト ゥ ェ ア ・ ノ ウハウの蓄積が大事」 と各研究所からの手応えが有り、 まず地道に実績作りから着手しました。

1995年度からは、 システム開発的業務も開始しました。我々の業務は、 要素技術をソフトゥェアで具現化する

のが仕事であり、色々な研究・ 事業に技術が再利用できることを目指して、 質・量ともに拡大を図つていきます。

( 3 ) ネ ッ ト ワーク管理

ATR設立当初から、ネットワーク知識の豊富な研究者の多大な尽力の下に、ネットヮークの運用管理が進め
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られておりました。 開発室設立当時、 A T Rでは、 常時40名以上の外国の研究者が滞在しており、 研究者が共同

研究等で外国研究機関にアクセスする機会も多い状況でありました。 まず、 この内外接続におけるアクセスの高

速化と容易さを日指し、 各研究所にゲー トゥェイサーバを置き、  負荷を分散させ、研究所にあった接続形態とセ

キュ リティを確保しました。当初、W I  DE (W i d e l y  Integnated Distributed Env i ronments )ネットヮークに

64Kbpsで接続していましたが、 その後、 光加入者回線増設を経て1995年1月から384Kbpsへ高速化しました。 こ
の高速化を機に、WWW(World Wide We b )サーバを設置して、4月から情報発信を始めました。

(4)科学技術セミナ一開催

1993年9月、AT R科学技術セミナーをスター ト さ

せました。セミナ一開催の目的は①AT Rを中心とす
る当該分野の研究者の討論 ・ 意見交換の場の提供、②

関西文化学術研究都市でのA T R先導のネットワー ク

作り、③A  T R支援に対する大学や出資企業への還元、

です。当初、 人問情報科学シリーズから開始し、 1994

年から光電波科学、 音声言語処理技術、 1995年からメ

デイア科学のシリ ーズもそれぞれ追加して、 1996年1

月で、40回になりました。参加者も平均90名程度あ

り定着してきており、 セ ミナ一開催目的が達成されっ
つあるものと考えています。

『3 主な開発室商品

[A T l=l Hearing School]
ATR視聴覚機構研究所の「外国語音声知覚学習」の研

究成果に基づいた科学的英語学習プログラム。

日本人の不得意な[ r ,  1 ] [ b , v ] [ s , t 1ll] [ z , t h ]

[母音]の聴き取りを微底強化。 自然に英語の音韻の]i悪き

取り能力が向上する。 MacintoshとWindowsに対応。最近

のA T Rの研究では、 聴き取りの学習により発音も向上す

ることが確かめられている。

ノーぺル賞受賞のマレー ・ ゲルマン教授 (第26回セミナー)

AI R l-lear
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ATR Hearing Schoolオープニング画面 - 学習画面



頭部・眼球運動分析システムによる計測状況

[音声・対話データベース]

音声データベースは、 多数の話者による単語や文章

の発話を収集した。1987年の発売以来、多くの大学や

企業の研究所等で、 標準的なデー タベースとして使用

されている。

対話データベースは、 日本語と英語の対応する対話

テキストを納めたバイリンガルなデータベース。

- - 一部
'出. , _ . _ l : l l'

「 'l lil'-- 一 一' ・・ l

オブジェクト指向の考え方に代表されるように、 研究用ソフトゥェア、  データを自分たちの研究に再使用 ・ 拡

張できることを念頭におぃて作成していけば、 世の中の研究市場にとっても有用な財産になるものと考えていま

す。 この考えに基づき、 開発室は以下の業務展開を行い、 A T R各R&Dに高度な研究環境を提供し、 また、 各

研究機関に有用な財産を広く使つていただけるよう努力していく決意です。

(1) A T Rの研究内容の変化に応じた、ネットワーク環境の高速化、外部接続ネットワークの使分け等の企画・連営。

(2) A T Rの研究を支援する研究用ソフトゥェアの作成及びステムの構築。

(3) A T Rの研究材料・素材等の研究用コンテンツの商品化促進及び販売。

(4) A T Rの研究成果を使つたシステム開発、 商品開発の企画提案 , 実施。
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[頭部・眼球運動分析システム]

頭部運動と眼球連動を同時に計測し、頭部・眼球の個々の動き、並びに両運動から計算により視線を求めることが可能な

システム。

①移動指標を追跡する視線の解析、②固視微動のドリフト成分のフラクタル解析を行うことができる。頭部・限球 ・ 視線

の運動から、その特徴的な動きを解析することにより、アルツハイマ一型痴果症など、頭部・眼球運動の制御に関連する

1lll11機能研究への応用が可能。
l分新例1

音声データペースのデータ表示例



.11

l' .1



( l )  開発室取扱商品

商 品 名 関 係 R & D 概 要

音声データベース 自動‘視 ]確覚 多数話者による多種類の音声DBで、 ÃFセッ  トあり

対話データベース 自動翻訳電話 日本語と英語の対応する会話をおさめたバイリンガルなDB

研究用ソフ ト ウ ェア 各 R & D 研究の過程で作成した各種ソフ ト ウェア

ATR v -Talk 自動翻訳電話 音声研究に幅広く活用できる音声合成ソフ ト ゥェア

ATR Hearing Schoo1 視聴覚機構 英会話学習ソフ トゥェア、  Macintosh版、 Windows版あり

SpeechTools 視 聴 覚 機 構 音声信号処理に活用可能なコマン ドを収録したソフ ト

頭部眼球運動分析システム 視 ]1恵覚機構 アルツハイマ一病等の診断支援のためのシステム、現在開発中

(2 )ATR先端テクノロジーシリーズ発行状況

書 目 構 成 代 表 執 筆 者 発 行  時 期

自 動 翻 訳 電 話 樽 松 明 平成 6年 1月

視 ]1恵 覚 情 報 科 学
一人間の認知の本質にせまる一

淀 川 英 司 平成 6年 9月

光 衛 星 間 通 信 古 演 洋 治 平成 7 年 6 月

ニュ ー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー ク応用 淀 川 英 司 平成 7年 7月
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年度 件数 賞 名 受 賞 対 象

ー「細管理センタによる保守集中方式」

受 賞 者

86 2 発明協会 発明奨励賞
日本音響学会佐藤論文賞

吉田 裕他3

片桐 滋 1過2「単音節における時間情報の役割」
ー「音色の表現語に階層構造は存在するか」
「音声言語受容における韻律効果の検討」

87 2 日本音響学会 第5回栗屋潔学術奨励賞
電子情報通信学会

昭和62年度(第3回)篠原記念学術奨励賞

上田 和夫

北原 義典

88 4 電子情報通信学会
昭和62年度電子情報通信学会論文賞

日本音響学会第6回果屋潔学術奨励賞

日本音響学会第 6回粟屋潔学術奨 1動賞
電子情報通信学会

昭和63年度(第4回)篠原記念学術奨励賞

音声知覚における母音ターゲット予測機構の

モデル化」
「H MM音韻認識に基づくヮート°スホ °ッティンク °」
「適応Q型非線形踊牛フイルタの特性」
「へテロダイン光I  S Lに関する検討(その1 )
一整合誤差によるへテロダイン効率の劣化 一」

赤本正人他1

川端 豪

平原 達也

後藤 光司

89 3 人工知能学会優秀論文賞

電子・l青報通信学会
平成元年度(第5回)権原記念学術実励賞

「コンピュー タ , グラフィックスを用いた
探索実験による空間認知モデルの構築」
「空商制御型光常l]御アレーァンテナの
レーザ出力光強度の検討」
「空間制御型光制御アレーアンテナのレー ザ
出力とアンテナ放射信号C/N  oの関係」
「音声の韻律成分制御 lこよる感情表現」

藤井 秀夫他1

小西 善彦

日本音響学会 第7回粟屋潔学術與扇リ賞 iヒ原 義典
90 8 日本認如科学会 発表賞

人工知能学会 優;1美i-論文賞
日本神経眼科学会

第2回日本割1経眼科学会若手奨励賞

i背報処理学会第41回全国大会英動賞
電子,1青報通信学会
平成2年度(第6回)権原記念学術奨職賞

日本音響学会第i回票屋潔学術奨励賞
日本音響学会第8回粟屋潔学術奨動賞

日本ロボット学会

第6回目本ロボット学会研究奨成賞

一電気四学会 関西支部 英励賞

「知覚標準よ り長い動きによる主観的輪郭の抽出」
「日本文推識支援システムにおける書き換え支援機能」
「ヒト網膜X細胞受容野密度と視力」

「音声言語翻訳のための日本語解析」
「距離評定特性に影響をおょぼす
記憶の効果とそのモデル」
「LVQ-HMMによる不特定話者音韻認識」
「Cross-1anguage voice conversion 」
「キ中経回路モデルを用いた
学習型インピー ダンス制御」

有村 浩一

菊井玄一直l1
乾 敏 郎

永田 昌明

林 武文

岩見田 均

阿部 匡伸

五味 i容章

91 15 「設計履歴を利用したソフトゥェア開発に関する一考察」
「視覚大脳皮質の計算理論」
「1見覚大方l当度質の計算理論」

「Phoneme Recognition Using Time-Delay
NeuralNetworks(TDNN)」
「複合正弦波音声合成法の発明」
「半導体素子とIC識路を一体化した
強能回路トランジスタ(Line Unified FET)」
「初期視覚過程の計算論的考察」
「人物像抽出のための背景領域除去に関する検討」
「設計履歴を利用したソフトゥェア設計 ・ 保守支援方式」
「バノラマ表現を用いた移動ロボットの経路認識」
電気電子工学分野iこおける優れた業績
「ニュ ー ラルファジ一学習法の運続音声認識における効果」
「ファジ ー クラスタリングによる教師なし話者適応化」
「L帯アクティプァレ ーアンテナ用

MM I C低雜音増TP高器 ・ダウンコンハ ー タ」
「相手言語を考慮した概念抽出効果」
「フイー ドバック誤差学習による
閉ループシステムの学習制御」

浜田 雅樹

11l人 光男他1
川人 光男他1

A.Waibel他2

嵯峨山茂樹

徳満 但雄他2

1 lI人 光男他1
石橋 聡

浜田 雅樹

那 雑宇
葉原 排平

ノj、森 康弘
中f 、t 哲
竹中 勉

井上 直己

電子情報通信学会 論文貨

電子情報通信学会

米澤ファウンタ°-ス °・ fタ°ル受賞記念特別賞
IEEE SignalProcessing Society1990年
Senlo Award(Speech Process1ng TechnicalArea)
発明協会 平成3年度全国発明賞

IEEE Mlcrowave Theory and Technlques
Society1991年Microwave Prize
目本認知科学会 第7回大会発表賞

テレビジョン学会 鈴木記念賞
情報処理学会 奨励賞

情報処理学会 研究賞
IEEE Fellow

日本音響学会 第9回粟屋潔学術奨動賞

日本音響学会 第9回薬屋潔学術奨励賞

電子情報通信学会 学術與動賞

電子情報通信学会 学術奨励賞

92 7 システム制御情報学会 推木記念賞論文賞

国際i中経回路学会研究功能

五味 格章他1

川人 光男過去の 「小11l11の運動制御モデル」 に対して



年度 件数 賞 名 受 賞 対 象 受 賞 者

92 電波の日 ・ テレコム旬間記念式典

中央式典 テレコム功描賞

電子情報通信学会75周年離論文 i主i字

人工知能学会研究奨励賞

第23回画像工学コンファ レンス実行委員会

優秀ポスタ一賞
情報処理学会

第45回全国大会奨励賞

情報通信技術の研究開発に尽力するとともに、社電

信電話技術委員会標準化会議議長として標準化に尽

力するなど、情報通信の発展に多大の貢献

「Speciai Sound Localization and Orthogonai Sensory
Synergism for More NaturalHuman Interaction」
「情報伝達の観点から見た日常会話文の解析法」
「Hi-vision立i本画1豪鑑賞時の多人数注i見点分if」

「 トライオン和離回路細が生成する
音楽のスぺクトル分析」

葉原耕平

D. Ramton

傅 康晴 f也1
魚森謙也他2

足立 整治他2

93 10 科学技術庁 第52回注目発明
科学技術庁長官賞第19回研究功接者賞

電子情報通信学会 論文賞

「連続音声認識装置」
「運動と視覚に関する神経回路モテルと
その応用技術の研究」
「Mm laturized MMIC Mixers;Image ReJection and
Balanced Mixers Using Multilayer Microstrip
Lines and Line-Unified HEMT Modules」
「3次元構造情報の動的復元と統合」
「順 ・逆ダイナミクスモデルに基づく文字の生成と認識」
「The cerebelium and VOR/0KRlearning models 」
「運動と i見覚に関するi、置の神経計算原理と
神経回路モデルの研究」
「定性的システム同定法の提案」
「Automat1c Speech Transiation at ATR 」
「マルチぺンダ指向リアルタイム

ソフトゥェアプラットホーム」

北 研二他2

J1l人 光男

小11l 博世

日本認知科学会 発表賞

神経回路学会研究賞

神経回路学会 論文賞

大阪科学技術センター 大販科学賞

人工知能学会1993年研究奨励賞

電気通信普及財団 テレコムシステム技術賞
電気通信普及財団 テレコムシステム技術賞

安藤 広志

J1l人 光男他1

J1l人 光男 i也1
J1l人 光男

安部伸治

森元 逞他i
太田 理他i

94 16 科学技術庁 第53回注目発明
科学技術庁 第53回注日発明
科学技術庁 第53回注目発明
IEEE SignalProcessing Soclety
1993年Seruor Award

日本音響学会技術開発賞

テレビジョン学会丹羽高柳賞論文賞

画像電子学会 論文賞

日本神経回路学会研究賞

日本神経回路学会 論文賞

「視線検出方式」
「用例主導型機械翻訳方式」
「i詳発生器の適応制御方法」
Discr lmmative Learn lng for Minimum ]1llrror
Classification
「自動翻訳電話の実現に向けた連続音声認識技術」
「視線とマウスを併用する指示入力法の評価」
「IFS(Iterated Function System)による
並列画像生成と濃淡画像の適応的IFS推定」
「モジュール学習 iこよる三次元物体の認識と類別」
「 Inverse -Dynamics ModelEye Movement
ControI by Purkm je Cells m the Cerebe1lum
(Nature, VoL365, 6441) 」
「神経回路を用いた表面筋電信号からの人腕の軌道生成」
「3次元物体の生成、修正や操作に関する

対話的概念獲得方法」 (SIG-HICG-9303-4 )
「A Masslvely ParallelAssociative Approach for
Rea1-Time Spoken Language Translation
Systems 」 (SIG-PPAI-9303-2)
ミ 1)波パーソナル移動通信用光ファイバリンクの研究開発

「物体の多面体表現からのoctreeの生成
並列計算機を用いた三次元物体の実時間衝突検出法」
「L帯スロット結合形セルフタ°イプレクシングアンテナ」
「知覚的音韻長補償効果のiilll定」

伴野 明他2

期英一自ti直2
P. Davis

片桐滋他i

自動翻訳電話

i半野 日明 1也2
曽根原登 i也1

安藤広志他1

設楽宗孝 i也3

小池 康晴
Y.A. T1jerino

他3

大井 耕三他5

日本神経回路学会研究賞

人工美f能学会研究奨励賞

人工知能学会 研究奨励賞

小1 l1 英一
北キj 喜文

村上 康

加藤 宏明

電波システム開発センタ一 第6回電渡功労賞
電子情報通信学会平成6年度学術奨l励賞

電子情報通信学会平成6年度学術奨励賞

日本音響学会第12回粟屋潔学術奨励賞

95 14 科学技術庁長官賞 第21回研究功續者賞
l青報処理学会論文賞

情報処理学会BestAuthor賞

類似検索に基づく用例翻訳技術の研究

「An Information-Theoretic Mode1 of Discourse
for Next Utterance Type Prediction」
「自動翻訳電話の実i現 iこ向かって」

飯田 仁

永田 昌明他1

森元 遇

4
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●自然言語処理における曖昧さ解消技術の研究

●自然言語獲得に関する研究

●日本語・韓国語間の音声認識に関する基本技術の開発・確立

●音声知覚における視聴覚情報統合化モデルの研究

●音声言語整得モデルの研究

●三次元画像通信技術に関する研究

●化合物半導体素子材料の高機能化に関する研究

●音声認識における言語情報の利用技術

●光衛星間通信に関する研究
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年度 件数 賞 名 受 賞 対 象 受 賞 者

葉原 耕平

志沢 雅彦

L.C.De S llva

T. Ray

C. Sommerer他

進化システム
研究室

水梨 象
他4

伝 康晴

古瀬 蔵
他4

H.Blanchon
他2

宮崎 哲弥

電子情報通信学会功績賞

電子情報通信学会論文賞

VCIP'95

Interactive Media FestivalARC Award

Interactlve Media Festiva10vation Award

日本文化デザインフオ ーラム
95年度日本文化デザイン大賞

NaturalLanguage Processing Pacific Rim
Symposium'95

NaturalLanguage Processing Pac1f1c Rlm
Symposium'95

NaturalLanguage Processing Pacific Rim
Symposium'95

NaturalLanguage Processing Paclfic Rim
Symposi:um'95

レーザ一学会 第15回年次大会論文発表

永年にわたり、 電気通信ネッ トヮークの発展に寄与

「標準正則化理論の多価関数への拡張
一滑らかな多重表面の復元 」

「Detect1on and Tracking of FaclalFeatures
(人間の顔の特徴検出と追跡手法) 」

「A networked biod1versity reserve
for digita1organisims」

l "A -Volve"A real-time interactive emvironment 」

人工生命研究

「Integration of Utterances and Gestures for
Natura11y-Spoken Dialogues on a NultimodalSystem」

A Unified Approach to Parslng
Spoken MaturalLanguage」

「Multi-lingualSpoken-Language
Translat1on Utl11zing Translation Examples」

「An Interactive Dis-ambiguation Module
for English NaturalLanguage Utterances」

「1.06µ m帯Nd ドープ光ファイバ增幅器j

95

に目 共同研究等実施状況一共同研究等実施状況
( l )年度別推移

〔その他委託研究〕 ●国内大学 101件 ●海外大学 19件 ●海外研究所 1



A T R設立の翌年から毎年 (昭和63年を除く1 開催しており、 年をおって規模 ・来場数ともに拡大している。
なお、 開性場所は、 第1回日はTWIN21及びホテルニューオータ こ で 、  第2回目からは現研究所にて開催。

回

数
時 期

来 場 者 数 発表内容数等 研
究
所
等企 業 大 学 官庁等

4 6

合 計 ポスターセッション テーマ発表

l l 9 8 7 . l 1 .13

2 6 8 4 1

1 6 5

3 5 5

2 4 4

2 1989 . 1 1 . 2 2 8 4

3 1 9 9 0 . 1 1 . 1 3 5 6 4 3 2 6

2 8

4 2 5 3 4 4 4

4 1991 .10 .31 4 1 7 6 5 5 1 0 3 9

4 8

4 4

5 1992.11.10 4 1 7

5 3 4

7 9

1 1 0

4 0 5 3 6 5

5

5

46 1993.11.16 3 9 6 8 3

6 9 4

4 9

7

8

1994.11.15 4 3 9

4 7 9

1 6 4 8 1 6 2 6 4

51995 .1 1 . 2 1 8 6 1 0 8 7 7 3 9 1 7

(1 )  研究員数推移
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1 4 9
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7 9
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R
&
D
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常
研
究
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小 計 2 1

0

1 0 7

5

1 5 3

1 8

1 5 3 1 4 9 1 5 3 1 5 2 1 5 9 1 5 9

客員研究員等 l 9 2 1 3 1 4 3 3 9 5 0 6 2

合 計 2 1 1 1 2 1 7 1 1 7 2 1 7 0 1 8 4 1 9 2 1 9 1 2 0 9 2 2 1

(人

6

注]研究員数は名年度当初数値である。



科学技術セミナ一開催状況

日 時

第1回 93/9/1

(人間情報科学第1回)

演 題

神経科学の未来

話 師 等
参加者
社外 総数

伊藤正男 (理化学研究所)

ThomasRay(ATR人間研)

7 3

3 4

1 6 1

1 0 4第2回 93/9/29
(人間情報科学第2回)

デイジタル生物の進化と生態系

第3回 93/10/27

(人間情報科学第3回)

識別的手法によるパタ ン・音声認識 Biing Hwang Juang
(AT&T Be11Labs.)

1 4

6 3

6 5

第4回 93/11/15

(人間情報科学第4回)

音声知覚(その初歩から先端まで) Patricia K. Kuhl

(Univ.of Washington)
l 0 3

第5回  93/12/20
(人間情報科学第5回)

進化システムの構造と機能 和田健之介 (ATR人間研) 2 2 7 9

第6回 94/1/24

(人間情報科学第6回)

合同語演 : 顔の認識にっいての最近の話
題

Vicki Bruce(Univ.of Stirling)
TomasoPoggio(MIT)

1 0 1 1 6 4

8 0第7回 94/2/28

(人間情報科学第7回)

タスクレベル学習 Christopher G.Atkeson
(Georgia Ins.of  Techno1ogy)

Irving Biederman
1Univ. of Southern California)

3 0

3 1

2 7

第8回 94/3/1

(人間情報科学第8回)

形状認識:心と月l11の情報処理 7 9

第9回 94/4/4

(人問情報科学第9回)

第l0回 94/5/31

(光電波科学第1回)

第11回 94/6/17
(人間情報科学第10回)

合同講演 :声のシミュレーション
辞書表現の特徴ベースモデルと
音響情報に基づく 11il書アクセス

Ingo R.Titze (Univ.of Iowa)
Kenneth N.Stevens(MIT)

7 2

太陽系空間の異方性 水島正喬 (コロラド大学) 3 9 9 2

知覚と認知の計算理論
その現在と未来 一

章i 敏郎(京都大学) 6 0 1 0 5

第12回 94/7/l3

(音声言語処理技術第l回)

人間的情報処理の可能性 長尾 眞(京都大学) 1 1 1 1 9 7

第l3回 94/7/18
(人間情報科学術第11回)

第l4回 94/9/14
(人間情報科学第12回)

『話し顔』 を知覚する Dominic W.Massaro
(UC, Santa Cruz)

2 2

1 9

8 2

5 5人間の]1廳覚系における両耳信号処理 Ray Meddis
(Loughborough Univ.)

第l5回 94/9/28

(音声言語処理技術第2回)

マルチモーダル、マルチリンガルコ ミュニケーション

実際の使用環境における多言語会話システムの開発

Alex Waibe1(CMU)
VictorW.Zue (M IT )

4 9 1 0 8

第16回 94/10/18
(人間情報科学第l3回)

第17回 94/10/19
(人間情報科学第14回)

第18回 94/11/14

(音声言語処理技術第3回)

合同講演 A -LifeとCGの最新動向一CGと
A -Li feはどのように関わってきたか
『A-Volution』創造の現場

草原真知子 (東京工芸大学)
Christa Sommerer&Laurent Mignonneau
lStaedelschule Inst.for New Media/NCSA)

1 6 8 6

聴覚的イメージ、 聴覚的表象および聴知
覚の空間

Roy D. Patterson (MRC,UK) 1 9

4 4

5 1

l 0 6技術における基確研究とプロジェク ト 測 一博(東京大学)

Ian P.Howard(York Univ.)第19回 94/11/16
(人間情報科学第l5回)

立体視のメ カニズムの理解を目指して 3 1 7 l

第20回 94/12/20

(光電1意i科学第2回)
水活中伝 : ステップ周波数方式レー ダ
一地中レーダから3次元レーザ,マイクロピジョンまで 一

飯塚啓吾 (Univ. of Toronto) 5 4 1 0 5



日 時 演 題 講 師 等
参加者
社外

5 4

4 6

総数

9 7第21回 95/l/18

(人間情報科学 第16回)

第22回 95/1/20

(人間情報科学第17回)

合同講演 : l1l11における物体認識1 Irving Biederman(Univ. of SC),
Keiji Tanaka(RIKEN),David
Perrett(Univ.ofST.Andrews)

パネル討論会 1ll11における物体認識2 TomasoPoggiolMIT),IrvingBiedermanlUniv.of
SC),Vicki Brucel 11niv.of StirEng),David Perrett
lUniv.of ST.Andrews),MlkaelTarr lYale Univ.)

8 5

第23回 95/4/12

(音声言語処理技術第4回)

朗読音声から自発発話音声へ

自由発話音声のイントネーション、タイミング,分節音結追のモデル化

藤l崎博也 (東京理科大)

Klaus J. Kohler(Univ. Kie1)
4 9

3 5

9 6

7 2第24回 95/5/22
(音声言語処理技術第5回)

第25回 95/5/25
(人間情報科学第18回)

第26回 95/5/26
(人間情報科学第19回)

韻律構造の基本的性質と多様性 Mary Beckman
(0hio State Univ)

画像打ちのレリ ーフ
一心理物理学的アプローチ ー

Jan J.Koenderink
(Utrecht Univ)

1 7 4 7

クオークとジャガー

- Adventures in the Simple and the Complex -
Murray Gea Mann
(Santa Fe Institute)

3 5 1 2 4

第27回 95/6/9

(人間情報科学 第20回)

進歩的学習理論 一学習機械のための
カリキュラムの設計 一

浅田春比古(M.I.T) l 4 4 1

第28回 95/6/l2

(人間情報科学第21回)

合同識1演 : 仮想人間
一自律性とリアリズムへの挑戦 一

Nadia M.Thalmann(Univ.of Geneva)
DanielThalmann(SFIT)

4 5 9 5

第29回 95/6/23
(人間情報科学 第22回)

コンピュータ免疫システムに向けて Stephanie1Forrest
(Univ.of New Mexico)

1 0

8

5 2

第30画 95/7/3
(人間情報科学第23回)

LIFIAにおけるロボッ ト視覚の研究動向 Radu Horaud (LIFIA) 4 3

4 4第31回 95/7/11
(人問情報科学第24回)

哺乳類における聴覚の進化

哺乳類の音源定位能力と視覚の意外な関係
Henry E. Heffner (Univ.of Toredo)
Rickye S. Heffner(Univ .of Toredo)

Larry S, Davis
(Univ. of Maryland)

Diane Kewley-Port
(Indiana Univ)

1 4

6 4

1 4

第32回 95/8/28

( メデイア科学第1回 )

米国メリーランド大学におけるコンピュ

ー タビジョンの研究

発声発話訓練のための計算機による支援システム

一外国語なまりを矯正できるか 一

1 1 8

4 6第33回 95/10/24

(人間情報科学第25回)

第34回 9 5 / l l / l

(人問情報科学第26回)

第35回 95/12/8

(人間情報科学第27回)

人と機械の視覚物体認識 Shimon Ullman

(Weizmann Institute)
2 3 8 3

人と機械のコ ミュニケーショ ン様式 James L.Flanagan
(Rutgers Univ)

Arie E. Kaufman
(State Univ. of New York)

4

1 1

7 2

8 5

5 4

1 2 7

第36回 96/1/12

( メデイア科学第2回 )

ボ リ ューム ・ ビジュアライゼーションの

動向

第37回 96/1/22

(人間情報科学第28回)

合同講演 : 顔と3次元物体の認識
ー その心理物理学的研究 一

Tomaso Poggio (MIT) , Hiroshi Ando
(ATR1 , MichaelLyoas(USC)
Shimon Edelman(Welzmann Institute)

第38回 96/1/23

(人問情報科学第29回)

合同講演 : 顔と3次元物体の認識
ーその計算論的研究 一

Heinri l1h Buelhdoff IMax.Planck Ins1 .Ali1e
JO'Toolelllcniv. of TexaslPl1iliple Schynslllniv .
of Glasgow1.Mike Burtonl1-niv.of ,Glasgow1

5 4 8 4

第39回 96/1/24

(人間情報科学第30回)

合同講演 : 社会的な信号の担い手として
の額の役割

合同請演 :コ ミュニケーションにおけるマル
チモーダルな情報の担い手としての顔

Vicki Bruce (Univ. of Stirling1 , Sakiko
Yoshikawa(0temon Gakuen 11;niv.)
Nancy Etcoff 組arvard MedicalSchool1

Dominic Massaro1l1-C Santa Cruz) , Kaoru
Sekiyama(KanazawaUniv.1EricBateson
lATR1 ,Christian BenoitlUniversite Stendha1)

3 7 6 3

8 0第40回 96/1/25
(人間情報科学第31回)

3 5



ワークショップ・シンポジウム開催状況

年 月 ワ ー ク シ ョ ッ プ 名 又 は シ ン ポ ジ ウ ム 名

1 9 8 6 9 通訳電話ワ ー クシ ョップ

l 9 8 7 l l 自然言語対話理解ワ ー クショ  ツプ

l 9 8 8 7 ニユ ー ラルネッ ト国際ワ ー ク シ ョ ッ プ

1 9 8 9 1 l

l 2

音声知覚・生成ワ ー クシ ョ ップ

自動翻訳電話基確研究シンポジウム

l 9 9 0 7 画像理解 , 3次元形状の表現と認識ワ ー クシ ョ ップ

l 0

l l

アクティブパ ーセッショ  ンワ ー クショ  ツ プ

知覚・認知ワ ー ク シ ョ ッ プ

音声知覚 - 生成ワ ー ク シ ョ ッ プ
l 2 国際光宇宙通信ワ ー ク シ ョ ツプ

l 9 9 l

l 9 9 2

7

6

低次元半導体量子構造の新物理に関するサテライ ト ミ  ー ティ ング

次世代言語処理国際ワ ー ク シ ョ ッ プ  

通信ソフトウェアのための新しい方法論ワ ー クショップ

l 9 9 3 6 アンテナワ ー クシ ョ ップ

l 0 人工生命研究第2回シンポジウム

l l 音声翻訳国際ワ ー クショ ツプ

l 2 臨場感通信会議システム国際ワ ー クショ  ツプ

l 9 9 4 l 顔と物体認識に関する ミニシンポジウム

9 音声知覚・生成ワークシ ョ ップ

l 0 通信ソフトゥェア工学国際ワ ー ク シ ョ ッ プ

l 9 9 5 l 顔と物体認識に関するシンポジウム

4 自由発話処理のための領律の計算モデルに関する国際ワ ー クシ ョ ップ

l 0 第3回フイ ーチャインタラクション国際ワ ー ク シ ョ ッ プ

l l 第2回臨場感通信会議システム国際ワ ー クショ  ツ プ

l 9 9 6 l 顔と物体認識に関するシンポジウム

3 知的エ ー ジェン トワ ー ク シ ョ ツ プ

高密度原子ステッ プ面の応用シンポジウム

光電波融合技術と通信への効用シンポジウム



A T R 1 0 年

1 9 8 5 1 9 8 6 l l 9 8 7 l 1 9 8 8 l 1 9 8 9 l 1 9 9 0 l 1 9 9 l l 1 9 9 2

A

T

R

に

お

け

る

主

な

出

来

l
事

3月 : 電1

l l l l l l
? 二二二二: (1操) エ 1;f ・ f イ - ア - ル 通 信 シ ス テ ム
lL - _ _ _ liE富主場感通信会議の要素研究、_通信ソフート自動生成の研究

/ ( 株) ェ イ ・ テ イ - ア - ル 光 電 渡 通 信 研 究
li 光衛星通信、 移動通信、 通信デバイスの要素技術の確立

l l l
/ ( 株 ) ェ イ - テ イ - ア - ル 観 iii露 覚 ? 究 所

H 人間の情報認識機構の解明 素器器素基間 , ,;基国

?:::::
/ (株 ) ェ イ - テ イ ・ ア - ル 自 動 翻 訳 電 話 研 究
l 一定制限のもとで音声書調訳の基礎技術確立 i素議幕素器器 1 1;言億円

/ (株) 国 際 電 気

l

I

3月:(株)国際電気通信基礎技術研究所設立

4月 : 通信ンステム研究所設立 l

4月: 光電波通信研究所設i
4月 : 視聴覚機構研究所設立
4月 :自動翻訳電話研究所設立

し 一 一 l

4月 : 暫定研究所開所 l 3月 ・ ATR本研究所開所
(大販ビジネスパーク) ll 7月 : A T R本研究所起工式 l

l l 2月 : ATR本研究所竣工

l1月 :中山郵政大臣ご視察 7月 : 深谷

能基礎技術可究所設立準備1発足 l

3月 : 人間備

・ 皇后両陛下ご5月 : 天皇

郵政大臣ご視禁

1 0



の 歴 史(年表)

1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5

1 9 9 6 ̃

l 6:l値円

エイ ・ イ -

ール 信
マルチメデイアを としたコ ミュニケーション 間 : 7年

l とその-ii 器持術の確 -'1f 開 ?究期間 : l 2 3 憶 円  _ _
'

エ テ ア - ル

'工 イ - テ イ - ア - ル 音 翻

自然な会話の音声翻訳の技術確立 試験研究費 : l 6 0 億 円

通 信 基 礎 技 術 研 究 所

人間の情報生成、 情報統合、 情報圧縮生成などの技術確立

3月 :知能映像通信研究所設立

9月 : I T U京都全権委員会協賛電気通信機器展出展
視禁 9月 :皇太子同妃殿下臨場感通信ご体験 1

l l

4月 : 秋篠宮同妃股下ご視察 _ _ _ 」 L , a_, __ẽ

報通信研究所設立
l

3月  :音声翻訳通信研究所設立
3月 :視聴覚機構研究所プロ ・ンェクト終了
3月 :自動翻訳電話研究所プロジェクト終了

一 l l

l 月 '自動翻訳電話三ケ国国際共同実験実施

4月 : ATR成果報告会 I
l

3月  :環境適応通信研究所設立
3月 :通信システム研究所プロジ._E クト終了
3月 :光電波通信研究所プロジェクト終了

4月 : ATR成果報告会

1



A T R 1  0年間の人の歴史
会社名 組 識 名  等 8 6 : 8 7  ' 8 8 : 8 9 i 9 0 : 9 1 i 9 2 : 9 3 : 9 4 : 9 5 '  9 6
代表取締役会長

・ ・ ・ ・ ・ .
花村 仁八1部 '

代表取締役社長
' ' ' ' ' ' ' ' ・ i

日真 泰弘 '

代表取締役割社長
' ' ' ' ' ' ' ' ・ i

言田 l室雄 ,

代表取締役副社長 集原 it平 ・
取飾役相談役 日 向 方 青  字 野 收  川 上 哲9 l
取締役相談役 真 座 担  山口 開生 l
取締役(非常動) 富 野 算 太ll 大 角 願  村 国 直 弘 l
取締役(非常動) 房野 真明 内国 l 公三
取締役(非常動) ・一・ - l l ・ l :

城水 ;'i;次郎 '=i 国  厳 富E 座 ,

経

営

企

画

部

取締役経営企画部長 l l l l 1 lie9t企画部長兼務 1
次長 : l 1 ' : ' ' - . ' :

: : 」 : : 牧野 考格 山国 口一.
事業企画課長

主簡究員

l i . l l l : l :. . : : , 古置 離一 : : :

国

際

電

気

通

信

基

礎
技
術

研
究

所

l l 1 : 1 l 1 l 森 国 能 :
取締役企画部長 -l:・ l : _ ・ l l t _ l '

日田 格 r 国国 桂治 松国 異 和佐野,哲男

次長 言川 量昭 藤 重 雅 志  : 高 橋 保 l
主開究員

l l l l ・ ・ ・ l l

下ia 量明 出田 E- l :
企

画

部

主任研究員 未本 隆 三  : 津 保 良 博  藤 井 弘 三 ?国 歌1ia
担当課長 一二 ' i ・ : : : ' l '・j、

F沢 藤夫 , l l , : . ,内山 ま1:l船

開発室長 l 1 ' : : 1 ' 国 島 幸  事開

発

室
次長 l 1 ' ' ' l l ' t

, , . . , , : . 中西 'a'
主任研究技術員 l 1 . ' ・ , : ' ' :, , . . , ・ ・ 願塚 1隆 .

渉

外

部

取締役渉外部長
・ l l l l ・ ・ l l l

上国 義矩 _理意 敏得 国中: 悟
担当課長 , ' ' ' t ; ・ ' ' :

: 藤本 覧 種見 出人 .

総

務

部

取締役総務部長
' ・ l l ' ' - l . ・
典野 藤樹 西 哲太郎 平川 邦留 '

担当課長
北Jl l 早美 木 村 修  l 中 野 信 雄  l 西川武法  1第配欣也

秘書室長
・ ・ l ' l l . l

理t 数博 順困 正和 ・

総務課長
l ・ l l l ' l . l

期谷 友幸 一色 珠夫 山崎 幸治郎 l
人事課長

l ' j ' l . l

伊藤 功 西村 日出夫 山国 泰造 柏 敏久 l
施設管理課長 l l l -1' i R 護夫 l 東 野 公一 : 松本 l茂男

経

理
部

取締役経理部長 泉 清 二  向lil 增量lL 小林 :功 石 接 隆 人

担当課長 l : : l : : :, : 編 俊夫 藤本 覧 , , 1 : :
財;務課長 松国 新 吉本克己 '  松本東一部  大澤 '海二 l
担当課長(不動産) 吉本克己  t本 館i 岸 国 正 夫  1山崎 j
購買課長 関f 雄 志 郎 吉 本  克己 北川 早美 大西 ii晒 森口 辞美
資金課長 長 国 和 司  橋 本 哲 司  福本照久  i野 和 祥  池 谷 喜 章

通
信

シ
ス

テ
ム 研

究

所

代表取締役会長 集原 耕平 .
l l ・ ・ l l

山下 社一 :ilil島 信義 ,代表取締役社長

企画課長
, l ' ' ' l , : l :
中島 章雄 川瑞 和彦 真国 値男 佐藤 芳彦 ,

通信l1lフトウエア研究室長

知能処理研究室長

門国 充弘 竹中 豊文 太国 理 '

小林幸雄  岸野文部 :

1 2



A T R 1  0年間の人の歴史
会社名 組 織 名  等 8 6 . 8 7 : 8 8 : 8 9  l 9 0  , 9 1 : 9 2  l 9 3  l 9 4  l 9 5 ・ 9 6

音

声
翻

訳
通

信

研

究

所

代表取締役会長
l l l l l l l ' l

' : : l l : 素 原 新 平  l
代表取締役社長

1 l l t l l l - l

: : . ' : : 山◆S 審弘 :
企画課長 : : ' ' : 「 富 本 安 隆 .
第l研究室長

l l l l l l l

: . . : ' : 句 振 芳 典  '

第2研究室長 : l : : : : 旬 坂 方 典 極ロ 宜男 l
第3研究室長

第4研究室長

: l 1 : : 厳,国 仁  l_l l l l l l '

. , : : , . 森 元 選  l

人

間

情

報

通

信

研

究
所

代表取締役会長
l l l l l l ' ・
. l : l l ' 葉原 報平 :

代表取締役社長 : l : : l 東 倉 洋一 l
l l . l l

企画課長 : l : : l : Jllal 芳 彦  itiJ ll 保男
第1研究室長 : l : : l i 河原 装提 :

第2研究室長

第3研究室長

l l l l l - ・ l

: :- , : l 赤松 蔵 :
' ' i ・ i - - - i

: . : . : 川人光男  '

第4研究室長
' ・ ' ' i i ・ - .
. . : : : : 東 意 洋 一 :

第5研究室長 : : : : : : 前 造 男  金次 l保 明
第6研究室長 ' : ' , 東p 洋一l -i-- 下原 .略1量 ・ : :

光
電

波
通

信

研

究

所

代表取締役会長 新 新 平  l
代表取締役社長 古演 常1a 指酸 英行 l
企画課長 高橋 四 夫 l  国上 隆 l  典村 一郎 l
無線通信第l研究室長

安川交二  藤 瀬 雅 行  唐 沢 好 男  l
無線通信第2研究室長

- : : - - : i i

相川 正義 赤池 正已 : '1i川  英一 l
通信テ'ハ°イス研究室長

藤本 期 小林 規距男 1持n 量英 l

知

能

映
像

通

信

研

究
所

代表取締役会長 i ' : : : : : : 義原 1at'Fl
l l l . l ・ , . l

代表取締役社長

企画課長

' 1 : . : : : 中津, 」iiilil
l l l l l l l I l

. l : : : : : . la幅 正来
l l l l l ・ ' l ・

第l研究室長 : l : : : : : : 中津 良事

第2研究室長
' t l l l l l ・ ' ・
: ' : , . . . : 間 瀬 ,lE:1t.

第3研究室長 : l l l : : 1 l 4上 時毒
第4研究室長 ' : : : : : ' : 基a・ ' ・ ・ ・ . 片構

l l . l l l ・ . ,

自

動
翻

訳

電

話
研

究

所

代表取締役会長
' ' ' ' 二 i ' i ・

集願 新平 .: : : '

代表取締役社長 構 松 明  l 願 新 平  l
企画課長 国 野 清 認  中島 能 富 本 安 隆 l 着見 出人 :

言語処理研究室長
:i關. '降ia ;ll01lia: 明 厳 国 仁  l : : l

デー タ処理研究室長 : 蠢二 送 ' ' ' ': EJl; - : : : :
音声情報処理研究室長 解 清 室  lelt出 if接t : : : :

l l l l

視
聴

覚
機

構

研

究

所

代表取締役会長
' - i ' i i

業 原 器 平  ' : : '

代表取締役社長 注1l l 英司 a 新平 :

企画課長

視覚研究室長

岸 本 洋一 l 小 玉 直  l 酒見 a l
= - : ' : :

構国 一千雄 注川 英司 上野 主一 ・ : ・ ,

認知機'l觀f1:究室長 : ' - ' ' ' : ' i :: 中組 一成 下願 島富:  : . '

聴覚研究室長 東it 洋一 注 川 英司 ' : :
13




